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巻頭言

地域の人びとの暮らしと文化環境に目を向けよう

橋尾直和”

今号の特集テーマは， 「文化環境一焼畑と流域圏の暮らし－」と「四万十かいどう」である。共に地域の人びとの暮ら

しと「文化環境」との関わりを考え，地域おこしにつなげようとする取り組みである。

筆者は，本誌第3巻第2号で， 「文化環境」とは， 「文化」と「環境」とが分離されたものではなく，両者力軸合したター

ムであることを説いた。英訳すれば; culture&environmentではなく, culturalenvironmentでなければならない。

この英訳のあり方には，実は，訳者側の発想ないしは姿勢が見て取れる。「文化」と「環境」を独立したものと捉えて

いる限りにおいては，人びとの暮らしを的確に捉えたことにはならない。

文化環境（広義の）は， 自然環境・社会環境・文化環境（狭義の）すべてを包括した概念である。ということは，流域

圏の人びとの暮らしを考える場合，すべての環境をトータルで見ていかなければならないことになる。

第6回学術発表会の企画セッションは， まさに，この文化環境と人びとの暮らしの関わりを考え，どのように地域おこ

しに結びつけているかをテーマにして，取り組んだものであった。

かたや「文化環境一焼畑と流域圏の暮らし－」の場合，池川町ツボイという小さなエリアでの取り組みが出発点で，そ

こから地域おこし，人びととの交流，焼畑の活動を全国発信していくケースであり，かたや「四万十かいどう」の場合，

高知県西南地域の大きなエリアでの「かいどう」の取り組みから，住民参加の輪を通じて全国発信し，人びとを観光でお

迎えし，ボランティア活動などで地元住民との交流を図るケースである。

どちらも，流域圏の人びとの暮らしを見据え， 「文化環境」との関わりの中で，地域の活性化につなげていくものであ

る。そこには，すべての環境を「守り ．育てる」姿勢があり，次世代につなげていこうとする「人づくり」のパワーが感

じられる。

「環境づくり」とは， この「人づくり」ではないであろうか。環境を「守り ．育てる」のは，援械ではない。そこに息

づく人びと，そこに集う人びと，そこと交わる人びとを「つくる・育む」ことこそ，真の環境保全ではないだろうか。

箪者は，かつて「カンカンミンガクの発想」を提唱したことがある。

最初のカンは，博物館・民俗資料館の「館｣，これはフィールドミュージアムも含む。次のカンは，行政の「官｣，いわ

ゆる官民一体の「官」である。ミンは，地元住民・県民・市民の「民｣。ガクは，産官学の学が大学に偏っているのに対

して， 「小学校・中学校・高等学校」そして「大学」のすべてを含んだ「学」のこと。これらがうまく連携を組めば，地

域活性化につながること間違いなし， と説いた。ここに， 「産」が加われば， さらに良しである。まずは， カンカンミン

ガクの連携である。

今回の学術発表会は，まさに筆者が夢に描いていた「小・中・高・大」の連携につながる発表となった。これが，流域

圏の活性化への起爆剤になれば， と願うばかりである。

さらに，焼畑復活の取り組みも，山形県にも同じく焼畑復活の動きがあり，東北芸術工科大学の関係者とも意見交換を

行う機会に恵まれ，全国の焼畑農業経験者とのネッI､ワークづくりが可能になった。「焼畑サミット」が開催される日も

近いであろう。

皆さん，地域の人びとの暮らしにもっと目を向けて， 「文化環境」という環境との関わりについて， グローバルな視点

を持ち，真の「環境問題」に取り組む「環境づくり」「人づくり」を目指して頑張ろうではありませんか1 1

〒780-8515高知市永国寺町5-15高知女子大学文化学部
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《特集沙

文化環境

●焼畑と流域圏の暮らし

●四万十かいどう



［四万十・流域圏学会誌第5巻第2号3－6 2006］

＜解説＞

焼畑農業の継承は地域く“るみでの遺伝子銀行の経営である

山口 聰＊

この天水田でのイネ栽培は，揚子江下流のデルタ地帯で

大発展し，稲作文明を形成し， 日本の弥生文化の礎を形

成したのである。この地域で生まれた温帯ヤポニカが，

天水栽培の焼畑水田に伝えられ，あるいは平野部での大

規模な水稲栽培の基盤として伝えられたのが， 日本の稲

作文化の基本なのである。温帯ヤポニカに代表される南

からの胤耕文化は，西日本型の焼畑とも並行的に渡来し

ているものと思われる。西日本型の焼畑では，基本とな

る作物は南方系の根栽農耕を特徴づけているサトイモ類

である。これに，アワとかソバが組み合わさるのが普通

で，一方の東日本では， ヒエを主体にして，そこにソバ

とカブとが組合わさる。

古くからの言い伝えに神の遺骸からの食物の転生の伝

承がある。我が国では，オオゲツヒメ（ウケモチノカミ）

の亡骸からアワ， ヒエ，マメ，ムギ， イネ，そして， カ

イコなどが生まれた言い伝えが古代からある。この神の

系譜は，一説には，父親がカグツチノカミ，そして母親

がハニヤスヒメとされている。カグツチノカミは炎，火

之神であり，ハニヤスとは埴輪で気がつかれるように，

土の神である。つまり，土と火とが組み合わさって農作

物を生み出している構図である。火に土，畑という字に

似てないだろうか。焼畑である。日本人の基層に焼畑で

の農耕文化が潜んでいることを暗示している説話である。

焼畑は， 日本人のルーツをおぼろげに示している貴重な

歴史的遺産と考えられる。

焼畑を取り巻く問題点

焼畑は文字通り，火を扱う技術に裏付けられた生活文

化である。焼畑での腱業は， 自給自足経済が基本であり，

換金作物の栽培は本来のものではない。山間地域で完結

する，循環性の高い有機農業とも定義できる。都会，下

界とは隔絶された環境の中，人々がお互いに助け合いな

がら生活を営む中での， きわめて効率的な農業なのであ

る。豊かな自然の回復力と，携わる人々の互助によって

成り立つものであり，現在のような核家族化，過疎化が

進んでしまうと，存続が危ぶまれる農業形態でもある。

焼畑の基本である「火入れ」は，単独の家族では実行で

きない。集団で行わなくてはいけないので，共同体が成

立していないと無理な作業である。その準備の「伐開」

作業も，人数が必要である。焼畑とは「共同｣， 「相互扶

助」のシステムが生き残っている場合に現実化する臘業

でもある。焼畑復活とは，地域の共同体糒神の「再櫛築」

なのである。また，農作物の栽培にしても，大変に粗放

な栽培なので，手厚い管理を前提として成立している近

代品種は，その能力を発揮できない。昔ながらの在来品

種でないと， このような粗放栽培に適応できない。生産

焼畑の農耕文化論

日本の農業の歴史は，焼畑から始まったと考えても構

わないであろう。稲作文化が渡来する以前に日本人の食

料生産は，狩猟採集生活に始まり，次いで焼畑での粗放

な農業生産が支えていた。自然の恵みを享受しながら，
質素に暮らしてきたのである。余剰生産物の少ない暮ら

しは，富や地位を巡る争いも少なく助け合いながら集団

が維持されていたのであるが，次第に，支配、被支配の

関係，富むもの，富まざるものが分化して行った。山間

部の焼畑農耕では，平地ほどの大型の都市形成は行われ

る余裕はなく，互助の生活が必然的に維持されている。

焼畑には現代人のギスギスした世の中が忘れかけている，

思いやり、助け合い，そして，足るを知る生活が息づい

ている。

我が国の農業文化の源泉に焼畑農耕が潜んでいること

は，多くの学者が認めている。特徴的なことは， 日本の

焼畑には二つの系統が潜んでいて， 日本人の基層文化に

みられる東西問題とも対応していることである。アジア

全体に焼畑農耕を広げて考えてみた場合，稲作文明の起

源とも密説に関係していることも重要な問題点である。

例えば，稲に特有の病原菌として稲熱病がある。イネイ

モチ病である。イモチ菌は，いろいろな植物，作物に取

り付く重要病害であるが，植物特異性があり寄生する植

物はそれぞれ特有のもので，他の植物には寄生しないよ

うに特殊化している。イネイモチ病菌は， イネ特有に進

化したイモチ病菌の中では，最も特殊化した菌である。

この系統関係をDNAなどの最新の技術で解析したと

ころ，最も近縁のイモチ病菌は，シコクビエにつくシコ

クビエイモチ病菌であった。シコクビエイモチ病菌が，

イネにつくイネイモチ病菌に進化したのである。このよ

うなことが起きるのは，両者が近接して栽培されている

地域である。中尾佐助の説によると，それは，ネパール

などの東ヒマラヤ地域である。そこでは，焼畑と水田と

の中間的な天水田での，イネ栽培，シコクビエ栽培が行

われている。天水田とは，雨期には水がたまり沼のよう

になり，乾期には陸化する，そのような窪地を利用した

農地である。生育初期には，水があり水田状態となって

いる。この状態だと，作物以外の雑草は生育しにくい。

初期生育での最大の問題，雑草との競合が回避される，

優れた腱地利用である。最も驚かされることは， この地

域でだけ，移植栽培，いわゆる「田植え」が行われてい

るのである。つまり，田植えを基本とする水田的な栽培

文化の中で，シコクビエと共に栽培されていたイネに，

イモチ病の一部が乗り換えて， イネイモチ病に変化し，

イネの伝来に伴って日本にまで伝えられてきたのである。

〒790-0905愛媛県松山市樽味3－5－7愛媛大学農学部・サークル「焼畑の会」

－3－



性の点から，商業的生産には不向きな在来品種でないと，

本来の焼畑農業は成立しないことが多い。

逆説的にいうと，焼畑農業は，昔ながらの品種のダイ

ナミックな保存園である。貴重な臘業技術，農業文化，

在来品種の保存が同時に行われている， このような特性

に注目すると，焼畑は，積極的に維持・継続して行かな

くてはならない存在となる。日本の農業文化を保存する

必要性が認識されることで，焼き畑を継続することの必

要性も理解されるはずである。焼畑の維持は，山間地に

生活する人々だけのものではなく， 日本人全体が守り続

けて行くべき， 日本文化の基層の維持なのである。行政

からの支援があって当然の存在であり，堂々と要求して

行かなくてはならない。

焼畑の維持と山間地域の暮らしとの関係

焼畑の実行される地域は森林地帯でもあり，現在は林

業との関連が強い。森と林と，そして焼畑である。林業

の衰退に伴い，山間地の人口も減少，過疎化が進み，焼

畑自体も行われなくなっている。山間地域の活性化の一

環として，現代に生きる「焼畑農業」の有効性について

考えてみたい。

焼畑による地域の活性化にとって大切なことは，これ

から始めようとする事業に対する「意義付け」である。

理念の開示である。地域に生活する人たちの団結が必要

であり， 目標設定が重要である。焼畑文化は， 日本民族

の基盤を形成していることを強洲しておきたい。日本民

族のルーツを考えるとき，民話，神話などの伝承に隠さ

れた事実を読み解く手法があり， 日本の腱業形態の基本

がその中のエピソードの一つ, *'l'の逝体からの農作物の

転成，死体化生に示されているということを積極的に示

す必要がある。つまり，農作物を生み出した食べ物の神

は，土の神と火の神との間に生まれた神であること，生

み出された作物は，小豆，大豆，麦，粟，稗，それに，

稲も含められていて，すべて焼畑で栽培され続けている

作物であること， これが弥生以前から日本で行われてい

た農業の基本だということである。この焼畑の技術や文

化を継承することは，山村地域の活性化もさることなが

ら，学術的にも貢献できることなのである。焼畑は， 日

本人のルーツを思い起こさせる営みなのである。携わる

人々の胸の中に， このような思いが少しは灯されてくれ

ることを願っている。

誰でもが口を揃えて言うことではあろうが，焼畑の作

物は，土壌がリフレッシュされること，初期生育が斉一

となることなどが要因となって，大変に味が良いと評価

されているが，科学的に検証された訳ではない。そもそ

も，味覚に関する科学的解析は，つい最近になっていろ

いろな計測機器が開発されて，やっと研究が緒に就いた

状況である。焼畑では，一般的に， ソバ，アワ，ダイズ，

アズキ， イネ（陸稲)， ヒエ，ダイコン， カブ，サトイ

モ，ジャガイモ，サツマイモ， コンニャク，ゴボウ， ト

ウモロコシ，ゴマ，エゴマ，ナタネ, }､ウガラシ，スイ

カなどの農作物と，ハッカ，コウゾ， ミツマタ，チャ，

クワ，ウルシなどの工芸作物が栽培される。いずれも，

粗放的な栽培でも，収穫が期待でき，搬送にあまり負担

がかからず，加工もできる特徴を備えている。つまり，

森林農業は，多様な資源を保有しており，大きな緑の工

場として，様々な産物を供給する大きな緑の工場群，コ

ンビナートとして私達の生活に貢献でき，焼畑は， 「林

間園芸」として活用すれば，新しい地域の暮らし方とし

て定着することは可能なのである。そのときに，昔から

その土地で育てられてきた在来品種が一番その土地の環

境条件に適応している訳なので，品種選択にはそのこと

を忘れてはならない。必然的に，焼畑での地域活性化は，

貴重な在来品種の遺伝資源を保存することにつながって

いる。作物の品種は長い歴史の過程を経て作り上げられ

た特別な存在のものであり，一度なくなると，そっくり

同じものは二度と作り直せないものである。民族の遺産

であり，文化財なのである。それが，生活の中で利用さ

れながら維持されて行くシステムの構築に焼畑農業が大

きく貢献できることになる。遺伝資源を保存しておくこ

とは，未来の食料戦略の組み立てにとっても国家的に重

要な活動である。

これからの中山間地の活性化にむけて

「林間園芸」で山村の活性化をはかる場合，森や林は

皆を養ってくれる，森はすべてを与えてくれる， という

照葉樹林文化の基盤を形成しているコンセプトを念頭に

置くことである。本当に，森の中には何でもそろってい

るのである。

林業という農業は，元来は80年輪作，つまり，伐採一

焼畑一植林一間伐一伐採を80年かけて，循環させる農業

の独特な一体系なのである。この初期段階の焼畑一植林

の間が，農作物栽培としての基礎を形成していたのであ

り，後半以降の大半が育林という林業なのである。この

場合，農業は本来のものとは異なり，林業の循環の隙間

にはめ込まれた感じがする。しかし，森林自体には，豊

富な自然資源が育まれている場である。つまり，そこに

は，獣，魚，鳥，虫，木の実，種子，果実，薬草などが

自然に生活しており，その中から地域の生活に必要な．

薪，材木，蔓, ･草木灰，堆肥，染色材，炭，漆，木鎖な

どを採取し，茸，筍などの特用林産物も時としては，利

用した山村の生活が営まれるのである。このような，資

源に恵まれていることに加えて，様々な林産加工品，例

えば，桶，篭，旅，臼など（最近の例：料理の添え物と

しての「木の葉」類）の生産もされる。

また，林間環境は穏やかな環境であるため，切り枝

(花木）の栽培，ナンテン，センリョウ，マンリョウ，
雪冠杉，錦木，モミ，雲龍杉，薬草の栽培，センブリな

ど，換金性の高い作物の栽培， まさに林間環境を利用し

た「園芸」農業が理想的に行えるのである。故里の温も

りと思い出の食材・玩具なども，豊かな林間環境から生

み出されていくのである。林間園芸こそ，林業と焼畑と，
暮らしの基盤となる換金作物栽培とを調和させ，循環型

の森林環境の維持につながる農家の暮らしを保証する

｢生業」なのである。この「生業」は，ゆっくりと，気

長に続けて行くところが特徴であるので，高齢化社会に

も適応できるのである。基本は， 自給自足，地産地消，

つまり，気なりに暮らして行けばいいのである。豊かな

心で，健康に暮らせばいいのである。森林環境は，人工

的には完全には模倣できない。森林にしか作ることので

きない自然環境がある。私達はそのような環境が欲しけ

れば，機械を開発するよりは，森林を正しく維持するこ
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とが大切なのである。

既に，発想の転換の時期は来ている，変わらなくてはな
らないのだ

材木生産だけにこだわっていては，山間地，森林地域

の経済は成り立たない。破綻しているのである。それよ

りも，現在及び将来は，森林環境の維持こそ重要となる

だろう。つまり，森林の生産性は「材木」ではなく，社

会的価値観の創造である。山間地，森林の環境には，都

会や平野部では考えられない， さまざまな「生産性」が

ある。近代的な商業社会では，ただ単に「物」を売るこ

とだけに捕われては「負け犬」になる。「森林の雰囲気」
そのものが商品になる時代に，私達は入り込んでいるこ

とに気がつかなくてはならない。どれだけたくさんの人

が，騒音と塵俟に満ちあふれた都会の生活に倦んでしま

い，森とか林などの自然に憧れ，そのような場所で癒さ

れていることであろう。このような状況に「商機」を感

じれば，自ずと森林保護，穏やかな自己再生につながる

焼畑を取り上げてみたくなるであろう。

そこで提案である。中山間地の繁栄のために，森林か

らの社会的生産物に眼を向けよう。森の空気は自由にす

る・ ・ ・を積極的にアピールしなくてはいけない時代が

来ている。

私達は今こそ，林産物の定義をみずから拡大して，精

神的な生産物，環境的な林産物，を資源としてとらえ，

その供給，安全な提供を計画的に行おう。ある意味，森

林は健康道場である。昔ながらの農作物は，思い出博物

館である，農林品種の生きた博物館である。郷愁も社会

的商品である。動態保存の農業博物館，見本園である。

貴重な遺伝資源博物館、植物園，動物園である。森林こ

そ，生きた緑の環境再生工場である。未来の地球は，森

と林を守る人々の肩にかかっている。森林育成者は，

｢地球救助隊員」である。

森林の周辺，内部は，穏やかな環境で，特別な植物に

とっては，管理の必要の少ない「栽培施設」であり，園

芸農業の現場である。妻物の「葉」の生産環境として，

活用して大成功している地域もある。日陰の環境で，付

加価値の高い商品となる「花木」もある。 「山菜」もあ

る。これらの生産で得られる収益の一部が，森林管理に

当てられることで，森林は健全に育ってい<｡焼畑と結

びついた森林の保護活動，これこそが未来の空気と水と

を守るのである。

これからの林業と焼畑

これからの林業は，林業イコール材木， という考えに

固執しない。「緑の効用」を維持し続けて，社会的な

｢商品｣，社会的な「付加価値」を「生産｣、「販売」する
のを目的とすべきである。基本は，森林と言う「立地」

を十分に活用して，そこそこ，豊かに「生活」していく

ことであり，多くの人々に安らぎを与えることである。

焼伽IIでできた農作物を生活に取り込むことである。町の

人々を焼畑の現場に呼び込むことである。

森林はγ「水と空気と緑の供給者」（エコ・サプライヤー）

として再生できるのである。唯物的なことばかりでなく，

社会的，精神的な「効用」を種極的にアピールして，

｢財産」に転換することが大事であり，林業に携わる人々

の意識改革が重要である。焼畑を継続する人と地域は，

山奥であっても時代の最先端を歩んでいる。自信を持っ

ていい。

私の理想とする「森の桃源郷｣，つまり，焼畑文化村

とは，町の人がきて，滞在できること（駐車スペース、

休憩スペース，宿泊スペース． ． 、キャンプ，民宿，山

荘） （リフレッシュ)，そして周囲には，四季を感じるこ

とのできるような景観（香りのある草花，花木，いろい

ろな農作物） （アート)，散歩できる林内の散策路，自然

観察路，案内版（’～2時間コース，半日コース， ，日

コース，キヤンプコースなど） （リクリエーション， リ

ハビリ)。さらには，筏による川下りも条件が整えば可

能である（アドベンチャー)。

山間地で今すぐできることは，簡単な農作業体験，農

産物加工，木材加工，茶操みなどの体験（クラフト，ワー

キング)，山村の食事，料理と飲み物，昔懐かしい食材

の提供（エコクッキング)，林業体験（草刈り，枝打ち，

植林，伐採，搬出など） （フォレスター)，林木オーナー

制度などである。そこで生活してきた人の知恵を披露す

ることである。

また，換金作物としての栽培（出荷する，ショップを

開設する)，各種の雑穀とその加工品，木材加工品，園

芸活動としては，花木切り枝，山草類の生産，そして，

特用林産物（椎茸，松茸，エノキ，シメジ，キクラゲな

どのきのこ類，筍類，カヤの実，栗などいろいろ），次

いで，特用林産物の加工品（トチもち， ドングリのコン

ニャク， コンニャク，茶，様々な瓶詰め，乾物，粉もの)，

特殊な例としては，ハープを活用した線香，草木染めな

ど，多様な生産活動が，森林の中，周囲を舞台として可

能である。森林さえあれば，焼畑は継続でき，大勢の人

が心豊かに暮らせるのである。

森林を維持し，再生産を可能とするためには

森林は，維持しなくてはいけない。しかし，林木の販

売だけでは生計が成り立たない。材木生産では，採算が

あわない。それなら，現在の森林を維持していくだけの

生産性があればいい。だから，新林内の環境から生じる

様々な二次的価値を積極的に活用して，森林の管理経費

と少しの利潤を追求できれば，中山問地全体の活性化に

つながる。そのためにも，林間園芸を活用すべきである。

森の空気は，皆を健康で平和な気持ちにする魔法の力を

秘めている。どう活かしていくかは，私達の考え方次第

である。そこそこに，それなりに，皆が協調して暮らし

ていく覚悟があれば，森や林と一緒にいつまでも，調和

よく暮らしていけるはずである。森は，あらゆる生き甲

斐を与えてくれる環境であり，皆で積極的に立ち入らな

くてはならない。

今までの池川での焼畑プロジェクトに参加して思ったこ
と

昨年(2005年),私が顧問をしている愛媛大学農学部

の学生サークル「焼畑の会」は，西日本科学技術研究所

をはじめとする大勢の皆様の企画した，池川ツボイでの

焼畑作業に参加しました。一番感動したのは，たくさん

生えてきたカブとアブラナでした｡30年近くほったらか

しにされていたのに，火入れしたとたんに，一斉に生え
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し，収穫，調理加工にも参加し，最後に自分たちで味わ

える，こんなすてきな体験をした学生達は本当に喜んで

いました。貴重な体験です。自分のした行動の結果をき

ちんと把握できること，こんなにうれしいことはないで

しょう。教室での講義では到底理解できない， 自然を活

用した作物栽培を体験できたのです。

最後に特筆しておきたいことに，焼畑で出現したカブ

があります。現場では特別に播種した訳ではないのに，

無数のカブが生育していました。地元の方の話では，現

場でカブを栽培していたのは, 30年近く昔のことなので

す。当時のカブの系統が現場に残されていて，細々と自

生化していたものが，火を入れたとたんに優占したこと

になります。しかしながら，他にもナタネが栽培してい

たように言われました。よく見ると，それらしい個体も

見つかります。交雑して中間的になったものも見つかり

ます。しかし，いずれも30年前の栽培されていたカブや

ナタネの子孫なのです。焼畑の火入れが昔の焼畑の栽培

作物を復活させたのです。

日本の焼畑文化にとって，カブは特別です。日本の焼

畑は，東日本型，西日本型の二つのタイプに分けられ，

東日本型に特に密着して栽培されている作物の代表がカ

ブなのです。また，カブそのものにも，東洋型，西洋型

の二つのグループがあり，本州中部で分布を異にしてい

るのです。今回「復活」した赤カブは，果たしてどちら

のタイプに分けられるのか興味が深まります。遺伝資源

研究で最も興味深い研究テーマです。焼畑のような大昔

から連綿と続いている農業体系の現場には， 日本の農業

起源を解き明かす大切な資料が保存されているのです。

現在，池川で再生してきた赤カブの比較栽培をしていま

す。どのような結果が出るのか楽しみです。

（原稿受付2006年4月29日）
（原稿受理2006年5月2日）

てきました。長い間，ひっそりと暮らしていたカブとア

ブラナです。この土地に適した作物であることは，証明

されました。このような作物を取り上げて商品化するこ

とも大切なことです。この企画で証明されたことは，焼

畑を実施することの意義が，参加した学生に十分に認識

されていたこと，そのようなことが保証されていれば，

若者だって昔風の「焼畑」の生活に順応できることです。

大雪の時もあり，現場に作業に入ることさえできずにす

ごすごと立ち返ったこともありました。強い日差しの下

で，黙々と雑木の伐採に取り組んだのも若者です。「今
時の」若者ですが，やる気はあるのです。動機付けがス
ムースに行けば，大変な活力です。

作付けは，愛媛大学農学部の研究者が保存していた四

国在来の雑穀を主体として行いました。自分達で播種し

た作物の収穫が秋に行われ， 自分たちで石臼をまわして

粉に引いたソバは，手打ちにしたところ，信州信濃の新

ソバの味わいに勝ってしまったのです。みんなの奪い合

いで，あっという間になくなってしまいました。焼畑の

実力を改めて実感させられました。また，特に重点的に

育てた在来のアワ「しもかつぎ」は，播種期が遅れ気味

でしたが，特徴である長くて太い穂を実らせました。こ

の，雄大で力強い穂は， ドライフラワーとして有効に商

品化できることは，東京の花市場のプロの競り人に見立
ててもらって判ったことでした。青いままで，生け花の

花材として，完熟すればドライフラヮーとして， この

「しもかつぎ」アワは，十分に取引の対象になります。

アワの良いところは，立毛状態で長く畑に置いておける

こと，脱粒性が無くなっているため，乾燥した後でも粒

が落ちずにしっかりと穂についていること，にあります。

世界一，晩生のアワ，シモカツギ，これを実際の農業の

中で栽培し，系統を保存することは，農学的に大きな貢

献です。他に，在来のダイズも大変においしい枝豆にな

りました。自分たちが苦労して種子を播き，生育を調査

凪
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＜解説＞

焼畑の取り組みと山村振興

加藤正彦＊

は， 「今どき焼畑なんて時代錯誤ではないか」という意
見もいただいた。

実際，私たちが焼畑を試みた時も，伐開作業はきつく，

ボランティア活動で参加するとしても敷居が高いように

感じられた。また，火入れは興味深い作業だが，延焼と
いうリスクを背負っている。収稚時には，滋味のある雑

穀が試食できるというメリットがあるものの，現段階で

は販売するほどの収量は期待できない。こうした事情を

見越してか, 2005年夏に焼畑作業の参加呼びかけを新聞

紙上に載せてもらったが，一般からの反応はほとんどな

かった｡2006年3月18日には前年の焼畑実践を踏まえて

池川町で焼畑をテーマにしたシンポジウムが開催された

が（｢池川の緑と清流を再生する会」主催)，参加者は40

人弱と少なめだった。冷静に捉えれば， 「内輪で盛りあ

がる焼畑」という指摘があたっている。これから焼畑を

続け:ていくとしても，大きな広がりは期待できないかも

しれない。むしろ，安易な考えで火入れするようなこと

にならな．いためにも，その方がいいかもしれない。

「内輪」に近いところからも，厳しい批判があった。

｢街の人間が興味本位でやって来て勝手に火を入れてい

る」「とりあえず焼畑をしてみたという程度のもので，

まともな焼畑になっていない」など。焼畑は地元の眠れ

る資源ではあろうが，その有効な活用法については今後，

検討の余地がありそうである。これまで，焼畑の再興を

｢社会実験」と位置づけ，多様なスタンスの人を巻き込

みながらやってきた。そして，対象が自然であるだけに

そのつど土地の状態をみて柔軟な対応をしようという基

本方針があるだけだった。しかし，焼畑の面的な拡大・

普及が望めない現状では，活動の中身を濃くし，質を高

めることが重要になってくる。

3．山村の誇り／生物環境との関わり

私は，焼畑を山村振興の一手段とみなす立場に近い。

焼畑に文化的な価値があるとしても，それを文化財とし

て扱うことに終始し，その一方で山村から人がいなくな

り （市町村合併が余儀なくされ)，山林が荒れてしまっ

ては意味がないと思う。このような立場から，私は今後

の焼畑活動を支えるポイントとして，山村での営みに誇

りをもつこと，そして生物環境との関わりを重視するこ

との二点を挙げたい。以下，それぞれについて述べる。

1）山村の誇り

活動の中身を問おうとするのに， 「誇り」などと精神

論から始めるのは良くないかもしれない。しかし, 2004

年2月に水俣市で開催された『第1回全国グリーン・ツー

リズムネットワーク熊本大会」に出席した折り，私は四

国の地域おこしが他の地方と比べてあまり活発ではない

1 °はじめに

昭和11年の農林省山林局『焼畑及切替畑二関スル調査』

によれば，四国の焼畑面積は35,939haあり， これは全国

の焼畑面積の46.4％に相当していた。昭和25年の農林省
『世界農業センサス1950』では，四国の焼畑面積は2,009
haに減少したが，それでも全国比19.2%を占め，四国が

有数の焼畑実践地であったことがわかる。しかし，その
後，焼畑農家は減り続け，昭和末期までに焼畑農家は皆

無になったといってよい。相馬正胤の論文『四国山岳地

方における焼畑経営の地域構造』によれば，四国のなか

でも標高400～1,000mで，傾斜度20～30。の起伏量のあ

る山間部が主要な焼畑地域である吉野川，仁淀川，四万

十川の上流域を連ねた地域がそれにあてはまる。相馬は，

焼畑艇家の経営面積から，吉野川上流の本川と仁淀川上

流を焼畑の核心地域としている。

2005年，その焼畑の核心地域であった池川町（現，仁

淀川町）と本川村（現，いの町）で, 20～30年ぶりに焼

畑力噸活した。池川町の焼畑は「高知県森と緑の会」と

｢高知女子大学地域貢献事業費」による助成を受けたも

ので，本川村の焼畑は日本財団による「地域を元気にす

る郷土学」の助成を受けて実施きれた。活動主体は焼畑

に関心のある民間人や地元住民，大学関係者であり，役

場や県職員によるサポートを得ておこなわれた。活動の

趣旨は，焼畑をきっかけに在来雑穀品種の栽培や都市住

民との交流，森づくりを進めるというものである。この

取り組みはマスコミに取りあげられたものの，今後の展

開を考えると，いくつかの課題があると思われる。本稿

では，この活動の意義を問い直し，山村振興につなげる

ための見通しについて考えてみたい。

2．活動を進めるうえでの現実

2005年，私は， 10人くらいの地元の焼畑経験者と話を

する機会があったが，彼ら古老たちの多くは，焼畑に対

してあまり良いイメージをもっていないようであった。

アワ．ヒエ・ トウモロコシなどの雑穀がコメよりも劣る

作物という認識があった時代に育ち， 「焼畑＝昔の貧し

い生活」という苦い思い出があるためかもしれない。私

が「焼畑を復活させてみたい」と言うと，みんな火入れ

時の注意とイノシシ等による鳥獣害の対策についてアド

バイスしてくれた。その時の様子から，焼畑は，先祖代々

受け継がれてきた誇りある生業というよりは， 自分たち

の世代を最後に消えてゆく習俗と半ば諦めているように

みえた。「土佐の焼畑習俗」は，昭和61年に国の無形民

俗文化財に指定されたものの，そのことを知る地元住民

は少ない。焼畑を経験したことのない地元の年輩者から

〒780-0812高知市若松町9-30西日本科学技術研究所環境システム研究室
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のではないかと感じた。例えば，遠方ながら，東北地方

からの参加者は多く，ある会場での討論では話題提供の

先頭に立っていた。柳田國男の『遠野物語』で知られる

遠野市の農家が，舌鋒鋭<山村振興の問題点をまくし立

てていたのが印象的であった。最近では，雑誌「現代農

業』2006年1月号（農山漁村文化協会）に，東北での地

域おこしの事例として焼畑が取りあげられており，役場

担当者が音頭をとって実践している。東北の山村振興を

支える背景には，何か特別なものがあるのだろうか？

ここしばらくの疑問であったが，宮沢賢治の作品『注文

の多い料理店」とその解釈をめぐる論考を読むうちに，

東北が擁する思想的な礎が少し理解できたような気がす

るので， ここで紹介したい。

民俗学者の赤坂憲雄によれば， 『注文の多い料理店』

は，野はらと畑の世界である。北上山地の周辺で，山を

焼いて稗・粟・蕎麦をつくり， ドングリ ・クリ・栃の実

を採り，獣を狩り，炭を焼く人々の暮らしが描かれてい

る。それは，稲作以前の，あるいは稲作の外なる森や山

の世界であるという。そのうえで，赤坂は， 「賢治の作

品には過去に対する郷愁はない。昨日と今日の足下に転

がっている現実のかけらを素材とし，そこに根を降ろし

ながら， しかも明日の情景こそが語られる」と指摘する。

別の角度から，哲学者である梅原猛は， 『注文の多い

料理店』に伏在している宮沢賢治の批判精神が，現在地

球を支配しているヨーロッパ文明に対する東洋的な慈悲

の精神からの強烈な批判を含意していると読み解く。そ

して，賢治のもつ危険さは，何千年にわたる人類の文明

に疑問符をなげかけ，その文明の根本的変革によって新

しい慈悲の文明を地上に現出させようとするものと結論

づける。

赤坂も梅原も，賢治が昔日の里山の理想郷をイメージ

して描く童話作家とは程遠い存在とみなす点で一致して

いる。賢治は，山の民であることの誇持を保ちながら，

人間と動植物との融和世界を近未来に目指すべきものと

して暗示している。このことは，地球環境問題や地方の

過疎・高齢化問題が深刻化する現在，切実さをもって迫っ

てくるのではなかろうか。柳田國男が『遠野物語』の序

で述べたように，山の民の習わしには「平地人を戦懐せ

しめる」迫力がやはりあったと思われる。東北人は，宮

沢賢治に代表される思潮をくみとり，内外からもそれを

触発され続け，この思想的なバックボーンに支えられて，

今日の骨太な地域おこしを展開しているのではないかと

私は推察する。

翻って四国の山村振興について考えるとき，政策的な

問題や社会経済的な制約はさておいて， 「山村の誇り」

のようなものが四国の山の民にあるだろうか？ もし，

それが歴史的な過程で薄められてしまったとすれば，そ

れを取り戻す文化的社会的装置（成人や子供への教育な

ど）が必要なのではなかろうか。私は，自分たちのささ

やかな焼畑の取り組みを通して，山村であることの誇り，

山村での営みに誇りをもつことを世にアピールしてゆき

たいと考えている。

2）生物環境との関わり

伝統的な焼畑が，周囲の山林に生息する動植物と親和

的であったことは，あまり知られていない。例えば，福

井勝義（1974）によれば，池川町の焼畑では， ［伐開。

火入れ→2～4年の雑穀栽培→20～30年間の休閑→伐開・

火入れ]というサイクルが保たれており，畑の放棄後20

~30年で，跡地はアカシデやコナラを始めとする落葉樹

45種とア'ラカシやヤブツバキなどの常緑樹20種が混生す
る二次林へ遷移していた。多くの樹種を含む山林を焼畑

として開墾し，その跡地の山林再生を待って再び焼畑に

する農業生態システムが確立されていたようである。

また，古い文献だが， 『新古今集』所収の西行法師に

よる歌で，次のようなものがある。

「古畑のそばの立木にゐる鳩の友呼ぶ声のすごき夕暮」

（｢そば」は岨で，山の急斜面の意）

この歌を折口信夫は，以下のように口語訳・語釈して

いる（岡野， 1996)。

〔口訳〕捨てられた焼畑の山岨の，立ち木にとまってゐ

る其鳩の，仲間を呼んでゐる声のすごく聞こえる夕暮れ

よ。

〔語釈〕古畑（ふるはた） ：山中の焼畑は，一度作れば

他へ移ってゆく。其故，山の片岨に作りすてる。

ここには，焼畑農業における[火入れ－休閑]サイクル

が示唆されているとともに，焼畑作物を食べる烏として

知られるハト （文化庁文化財保護部, 1997）が登場し，

鳥獣との折り合いをつけながら焼畑を開き， また放棄し

ていたことが推察できる。

ただ，こうした文献による資料よりも，民族文化映像

研究所が池川町を舞台に撮影した映像『椿山一焼畑に

生きる一』 （1977）を見れば，焼畑における人と自然の

関わり具合はすぐに了解できるO "伐開”や“火入れ”

という言葉から想像される自然破壊のイメージが， この

作品によって覆される。

2006年2月5日，高知市で「民族文化映像研究所の映

画を見る会」主催の映画会が開かれ，そこでこの勝山』

が上映された。印象的なシーンとして，火入れ直前の唱

えごとで， 「這って逃げるものは這って逃げよ。飛んで

逃げるものは飛んで逃げよ」というところがある。これ

を口に出して言うべきか， ，L,の中でのみ唱えるものかは

地元で議論の別れるようだが，いずれにしても火入れに

際して生き物，動物への配慮がなされていることは疑い

ようがない。また，この映画では，虫送り行事が重要な

儀礼として描かれているが，それは焼畑において害虫が

しばしば発生し，深刻な作物被害を与えたということが

背景としてあるようには解釈できなかった。『現代農業』

2006年1月号でも，薄上秀男が，焼畑の火入れによる焼

土効果として「病害虫は死に，善玉菌が活性化する」こ
とを指摘している。虫送りの行事では，人間と虫が敵対
するのではなく，焼畑を見守ってくれる(はずの)昆虫・

動物への思いやりがあり，人間と虫との共存が目指され
ている。

もともとの焼畑は，意外に自然に優しく，理に適った

ものだったのかもしれない。これからの私たちの焼畑の

取り組みでは，生物環境との関わりを重んじた過去のや

り方に準じてゆきたい。具体的には，在来雑穀品種によ

る混作や輪作，畑の跡地は多くの樹種が混生できるよう

な森づくりへの誘導ということになろう。宮沢賢治が描

いた人間と動植物との融和世界は，いつまでも夢物語で
片付けられてしまっていてはいけない。
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4．おわりに

私は，焼畑の再興をきっかけに，山での営みに皆が自

信を取り戻し，山村振興に少しでも寄与できればと願っ

ている。高知県は森林面積が84％を占める「山林の県」

であるが，そのうちスギ・ヒノキを始めとする人工林率

が66％もあり，この人工林で間伐が遅れるなどの問題が

深刻になっている。2006年3月の池川町でのシンポジウ

ムでは，地元住民から， 「焼くのはいいが，人工林を焼

いてくれ」という要望が出た。昔やったような焼畑を参

考に，単純な植生の林を自然に近い森に返していくとい

うことだろう。

私たちの取り組みでできることは，所詮タカが知れて

いるし，今は焼畑の実践が続けられても，いつか思わぬ

失火で活動が休止に追い込まれるかもしれない。しかし，

焼畑のような在来の資源を活かして山の利用や再生を図っ

ていくことが，山村振興の選択肢としてありうること，

そしてその選択肢を増やしていくことがこれから求めら

れるだろう。

（原稿受付2006年4月29日）

（原稿受理2006年5月2日）
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［四万十・流域圏学会誌第5巻第2号11-15 2006]

＜解説＞

土佐の焼畑と暮らし

坂本正夫＊

山などとヒエやソバの播種量で表現する所が多かった。

また製炭地では， 500俵取りの山とか1000俵取りの山，

林業地では，何石の山というような言い方もあった。し

かし， これは地域社会における呼称であり，公簿上は長

宗我部地検帳以来，何代・何町何反・何畝・何歩など

という表記が使用されていた。

どこの山の，どの場所を伐るのかは，ヤブの茂り具合

や土質，位置， 日当たりなどを見て総合的に判断して選

定するが，各家がばらばらに焼畑を造成すると，木が繁

茂し隣接する畑が日陰になって作物力看たなくなったり，

火入れで火災が發生したり・ ・ ・というようないろいろ

な問題が生ずるので，集落内で計画的な土地割り替えを

行っていた地域もある。

山伐り （山ナギとも呼ばれていた）は，伐る時季によ

り夏ナギ・秋ナギに分かれるが，前者は梅雨が明けると，

すぐに伐り乾燥すれば焼いていた。秋ナギは8， 9月頃

から10月までに， まだ木の葉がついているうちに伐り，

翌年の3月， 4月頃に山焼きをしていたが，ムギ山の場

合には，乾燥すればすぐに焼いていた。

土佐郡大川村高藪や隣接する本川村桑瀬（現，吾川郡

いの町）では，古くは4本の榊の木を立てて注連を張っ

て祭場を作り，そこへ山の神をお迎えして祈願してから

山を伐り始める者もいた。また，物部川上流の四国山地

に位置する香美郡物部村土居番（現香美市）では， 「こ

れから何十何歳の何某が， この山を伐りますが，刃物を

落としても石がこけて（落ちて）きても身体にさわりま

せんようにお願いいたします」と唱えて神に祈願してか

ら山伐りを始めていた。

山伐り作業は，鎌でかずら，茅，雑草などの下刈り

(これを下ナギという）をしながら，エガマ（雑木を伐っ

たり，木の枝を払ったりするときに使う刃物：土佐方言）

で立木を伐り倒すが，大木はエガマで枝打ちして，チョ

ウナ（手斧）と鋸を使って伐り用材，薪などにする。大

きな木で格別用途のないものは，その木に登って枝を打

ち落とし，そのままにしておくこともあるが，このよう

な木を吾川郡池川町椿山（現，仁淀川町）や高岡郡仁淀

村大植（現，吾川郡仁淀川町）などでは，オロシギ（下

ろし木）と呼んでいた。また，大木は地上1米から1米

50センチぐらいのところを鋸やチョウナで伐り倒すこと

が多かったが， これは後で土砂流失を防ぐトメギ（止め

木）を支えたり，収穫後に作物を掛けて干すのに用いた

りしていた。

（2） 山焼き

伐った山（薮）がよく乾燥すると，暦を見て三隣亡の

ような悪日を避け，吉日を選んで山を焼く日を決める。

乾燥し過ぎると，山火事の危険があるし，乾燥が足らぬ

1．はじめに

焼畑農業は林野の樹木を伐採し，焼却して跡地を耕地

化して作物を栽培し，地力が低下すると放棄し別の林地

に新しい畑を造成する原始的農業であるが，その起源は
おそらく農耕の開始にまでさかのぼることができるであ

ろう， といわれている。

この焼畑は土佐ではキリハタ，ヤキヤマ（焼山，ヤケ

ヤマ（同)，ヤケヤブ（焼藪)，ヤブ（藪)，ヤマ（山)，

ヤキバタ，ヤキハタなどと呼ばれてきたが，公的な記録

には伐畑・切畑，伐（切）替畑・ハタなどと記されてい

る場合が多い。

焼畑は．焼く時季により春焼畑，夏焼畑，秋焼畑に3

分類されるが，明治以後の土佐では秋焼畑は少なく，ほ

とんどが春焼畑と夏焼畑であった。また焼畑は，最初の

年に栽培する作物により，キビ山・キビ薮（春焼き)，

ヒエ山， ヒエ薮（同)，ソバ山・ソバ薮（夏焼き)，ムギ

山・ムギ薮（秋山）などと呼ばれることもあった。

本稿は， 「四万十・流域圏学会第6回総会・学術研

究発表会(2006･ 5 ･20)」の企画セッション「文化環

境一焼畑と流域圏のくらし一」をひかえ，焼畑研究がま

すます盛んになることを願い，過去に発表したものを寄

せ集めながら，未整理のまま，思いつくままに焼畑の造

成や耕作形態，栽培作物などを中心に住民の暮らしにつ

いて記した。

2．焼畑の造成

（1）山伐り

焼畑に造成する雑木林は，一般にヤブ（薮）と呼ばれ

ていた。以前，焼畑であった土地で， まだ20年から30年

しか経過していない山をアサヤブ（浅藪), 30年から40

年以上の山をフカヤブ（深薮）とかオオヤプ（大薮）と

呼び，深蔽・大薮を伐ることが多かった。だが，これは

地形や地質， 日当たり，所有する土地の広狭などが関係

するので場合により異なり， 15年から20年ぐらいの薮を

伐ることもあるし，今まで焼畑として利用したことのな

い'全く新しい土地への進出も繰り返されてきた。

このようにして，四国山地の村には，古くから焼畑生

産を基盤とする入り作（出作り），家族別居隠居'|貫行

(長男が嫁をもらうと次男以下の子女を引きつれて隠居

する慣習・四国山地の焼畑地域に顕著であった）が確立

し，下流から奥地へ，そして山を越え， また下流へと村

が開かれ，特色ある焼畑文化が形成された。

焼畑の面積は，一般的には10人役の山, 15人役の山，

30人役の山というように，山伐りに必要な労働量や, 5
升播きの山， 1斗播きの山， 2斗播きの山， 3斗播きの

〒780-0914高知市宝町7-31前高知県立歴史民俗資料館館長
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と，切り株と切り株の間へ横に木をおいて土止めをし，

土壌の流失を防ぎ播種出来るようにするが，この作業を

ネダガケとかネギガケと呼んでいた。なお，ネダガケ用

の木は，山伐りの時に適当な物を選んで用意しておく。

焼畑に造成された初年度の土地を，仁淀川上流や四万

十川上流の村々では，アラジ（新地)，物部川や安芸川，

伊尾木川，安田川，奈半利川などの上流地域では，ニイ

ジリ （新畑）と呼んでいたが， 2年目以後は，コナバタ

と呼ぶ所が多かった。焼畑は，無肥料栽培が原則だが，

何年間か耕作したコナバタは，次第に肥料を必要とする

ようになる。しかし，土質がよく便利な位置にある畑は

放棄せず，長く耕作するようになり定畑化した。このよ

うな場所が，中世以降，近世そして近代へと集落（村）

化したのだが，今，四国山地を歩いて見ると，一見して

焼畑から発展した集落だと分かる景観があちこちの村に

残っている。

3．焼畑耕作と栽培作物

（1）焼畑の耕作形態

焼畑では，どのような作物を，どのような順序で栽培

していたのか，具体的事例を二カ所記しておく。

「事例1」 香美郡物部村（現，香美市）

岡ノ内では，初年度にヒエ， 2年目にアワ， 3年目に

はダイズ，アズキ，サトイモ，サツマイモなどを栽培し，

土質の悪い所はこれで放棄するが，土質のよい土地は，

5， 6年から7年目ぐらいまでイモ類を栽培していた。

同じ村の柿火手では，初年度ヒエ， 2年目アワ， 3年目

ダイズ，アズキ，イモ類， 4年目ダイズ，アズキを作り，

5年目から放棄することが多かった。

以上は，春焼畑だが，夏焼畑には最初にソバを描き，

2年目ヒエ， 3年目アワ， 4年目ダイズ，アズキとか，

初年度ソバ， 2年目ムギ， 3年目ダイズ，アズキと続け，

4， 5年で放棄することもあった。

（昭和37年の高知県教育委員会の緊急民俗調査カード）

「事例2」 土佐郡本川村寺川（現，吾川郡いの町）

四国の屋根の中心に位置する寺川の人々は，古くから

焼畑耕作を行い，細々と自給自足の生活をしてきた。春

焼畑には，初年度にヒエ， 2年目にアズキ， 3年目にト

ウキビ（トウモロコシ)，ダイズを栽培し， 2年または

3年目に商品作物である三種の苗を移植していた。

夏焼畑にはソバを播き， 2年目にはダイズ，アズキや

トウキビ，アワなどを栽培していたが夏焼畑は少なかっ

た。焼畑は集落の近くだけでなく， 1里（4キロ）も2

里も離れた所にもあり，農繁期には，田屋（山小屋のこ

と）に泊まり込む者もいた。

（昭和58年筆者調査・話者は明治42年生まれ）

春焼畑，夏焼畑とも，初年度の栽培作物はそれぞれの

地域ごとにほぼ一定していたが， 2年目以降は，どのよ

うな作物をどのような順序で栽培するのか一定していな

い。しかし，これには時代による変化もある。

近世後期には，外来のトウモロコシが栽培されるよう

になり，特に仁淀川上流や四万十川上流の村々の焼畑作

景が変化したが，続いてサツマイモが， さらに明治20年

代には商品作物としての三樋が導入きれ，土佐の焼畑作

景に大きな変化が生じた。三樋が移入された初期のころ

は，焼畑を造成してから3， 4年後に三種の苗を移植す

と焼け残りができるので，山焼き日の決定はまことにむ

つかしい。いよいよ山を焼く日が決まると，近隣の者た
ちが協力し合い手伝って焼く。土地割り替え制があって，

共有地．組地などを焼畑にする時には，集落や組の者が
総出で山焼きを行うこともあった。

山に火をつける前には， まずその山の周囲の枯れ枝や

枯れ葉をきれいに取り除き，平鍬なども使用して約5，

6米幅，場合によっては12， 3米幅のヒミチ（火道）と
呼ぶ防火線帯を作る。続いて，山主がヒブセ（火防せ）
と呼ぶ山焼きの無事を祈る神事を行う。

たとえば，徳島県の剣山に近い物部村別府（現，香美
市）では，伐り畑の隅へ青い葉のついた木の小枝を3本

立てお神酒とナマグサを供え，そこに山の神を勧請して

火が火道帯を越えて広がらぬことを祈願し，

「飛ぶ虫は飛うで逃げてくれえ，這う虫は這んで逃げ

てくれえ」

と唱えていた。

同じ物部村土居番では，伐り山の隅の適当な場所を選

び，その四隅へ榊の小枝を立て，お神酒とナマグサを供

えて山の神を祭り，

「まわりの山へ火が入りませんように，風も出ません

ようにお願いします」

と祈ってから火入れをしていた。

また，石鎚山麓の本川村越裏門（現，いの町）では，

「飛ぶ虫ア飛び出え。這う虫ア這い出て来い。さあ，

これから，この山へ火を入れまするるぞ」

と唱えながら，ナマグサ（雑魚）とお神酒を供え，火道

帯の外へ持ち出した火を消し，その灰その他の消火物を

穴を掘って地中へ埋め込んでいた。隣接する本川村中ノ

川（現，いの町）では，火道帯に焚いた火種から伐り山

の枯れ葉に移した火を一旦もみ消し，その灰を火道帯の

外に出していたが，この行為をヒブセ（火伏せ）と呼ん

でいた（保仙純剛「土佐本川・大川村採訪記」近畿民俗

36号)。

吾川郡池川町椿山（現，仁淀川町）では，火道にナマ

グサとお神酒を供えて火をつけ，この火種に向かって，

「ただ今より， この山を焼きます。山の神さま，地神さ

ま，どうぞお守りください。秋葉さま，初午さま，どう

ぞお守りください。這んで逃げるものは，這んで逃げて

ください」と唱え，柏手を打って祈願していた（福井勝

義「焼畑のむら｣)。

火伏せの神事が終わると，火種に枯れ葉・枯れ枝を乗

せて火を大きくし，ホテ（枯カヤを束ねたもの）や枯竹

の松明に火を移し，伐り山の斜面の最上端から火をつけ

る。山の両端を2， 3人の男が火勢を慎重に見ながら，

順次下方へと火をつけながら降りて行く。残りの者たち

は，柴を束ねたタタキボウ（叩き棒）を持って周囲にひ

かえ，火が他へ広がりそうになると，すぐにこれで打ち

叩いて消し止めていた。焼き方の上手下手がそのまま収

櫻量にも関係するから，参加者全員が十分に気を配りな

がら焼いていた。

（3）山焼き後の整地

焼け残った木は，適当にところどころへ集めて焼くカミ

この行為をいの町旧本川地区や仁淀川町では，コヅヤキ

(骨焼き)，香美市旧物部地区では，ヤキジアケ（焼いて

仕上げるという意味）と呼んでいた。コヅヤキが終わる
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るのが普通であったが，三種栽培が有利になった大正期

には， 2年目から移植することが多くなった。やがて，
木材資源の重要性が増加し，食糎作物を栽培し，その後
三樋を移植し，続いて植林という耕作形態が一般化した
したが，戦後の経済繁栄の中で，昭和30'年頃から焼畑は

消滅したが，池川町椿山（現，仁淀川町）では，昭和の
終わり頃まで，ほそぼそと焼畑耕作が行われていた。
（2）焼畑の栽培作物

土佐の焼畑では， ヒエ， アワ， ソバ， ムギ， ノイネ

(陸稲)，ダイズ，アズキ， ヒュウガ（ヒュウガマメ），
トウモロコシ（トウキビ・キビ)， キビ（コキビ)，
コウリャン（キビ・ トウキビ)，ゴマ，エゴマ， ソラマ

メ，エンドウ，サトイモ（マイモ・タイモ・クキイモ)，

サツマイモ（カライモ・ツルイモ)，ジャガイモ（ジャ

ガタライモ・ジャガタラ)，カシュウ（カシュウイモ)，

ダイコン，カブ，インドウリ（チャーテ)， ウリ （キュ

ウリ)，ボーブラ（カボチャ)，三種，茶などが栽培され

ていた。

次にいくつかの作物について栽培法などを記しておく。

ヒエ高知県内では，大正時代末期以降， ヒエはほと

んど作られなくなったが， ここでは，昭和20年代までヒ

エ栽培が行われていた，土佐郡本川村寺川（現，吾川郡

いの町）の事例を中心に紹介する。

ヒエは，春焼畑で栽培するが，ヤブ（山）は3月末か

ら4月初めに焼く。すぐに種を播<のを，アクマキ（ア

クは山焼きで生じた灰のこと)， 20日ぐらいおいてから

播<のを， クワマキ（鍬播き）と呼んでいたが，後者の

ほうが雑草の生える割合が少ない。薄く播<ときは，反

当たり4， 5升，厚播きするときは7， 8升播く。種を

播き平鍬やガンセキで表土をかき混ぜる。アクマキは，

一度の除草，クワマキは一番草，二番草と2回の草取り

を行い，あとはヒエが実るまでおく。

なお，ヒエを播種する時には，数粒を山ノ神に供え，

豊作を祈願することが県内で広く見られた。たとえば，

物部村土居番・中番（現，香美市）では，焼畑の木株の

上に2粒， 3粒の種を供え，

「地神さん，山ノ神さん，今年も万作とらせてくださ

い」

と祈っていた。

仁淀村大植・織合（現，仁淀川町）では，播き終わる

と周囲の適当な3カ所へ数粒の種を播き，

「荒神さま，山ノ神さま。無事万作とれますようにお

願いします」

と祈願していた。

秋になって取り入れをする時には， 2株か3株のヒエ

を穂掛けすることが，四国山地一帯に見られた。たとえ

ば，物部村中番では， ヒエ2株を山ノ神のハエ（林）の

木へ穂掛けをしていたが，同じ村の中上では，焼畑の隅
の茅や木の切り株へ穂かけをしていた。

本川村（現，いの町)，池川町（現，仁淀川町)，仁淀

村（同)，梼原町などでも同じようなことが行われてい

た。

秋，ヒエを刈り取ると，束ねてハデ掛けにして山に1

月から2カ月近くおく。よく乾燥したら，ムシロの上で

カラサオで叩いて脱穀し，カマスや南京袋などに入れて

天井裏などに保管し，必要なだけ出して精白して食べて

いた。

ヒエを精白するには，水車で搗〈ツキビェと，石臼で
するスリビエという二つの方法があった。古くはスリビ

エばかりだったが，大正時代中期に集落共有の水車がで
きてからは，ほとんどがツキビエになった。ツキビエに

は， ヒエを釜で蒸し，天日でよく乾燥させてから搗<も

のと， コウラと呼ぶ大きな鍋で妙ってから搗<ものとの

二つの方法があったが，前者が多かった。 1升のヒエを

精白すると，妙りビエは3合<"らい，蒸しビエだと3合
5勺<"らいになる。水車の使用は，各戸順回りに1日ず

つある。順番が近づくと，主婦は5斗ぐらいのヒエを蒸

してよく乾燥させ，当日はヒエを運びこみ，最初に粗搗

きをして荒皮がとれると臼から出し，箕でさびて（あおっ

て）ぬかを除く。ついでマヅキ（真搗き）をしてよく精

白するが， 5斗も箱白するには朝から晩までかかった。

アワメシアワ（飯に炊くアワ）とモチアワ（餅にす

るアワ）の二種がある。ヒエと同じように春焼畑にばら

播きして，平鍬で表土をかきまぜておく。刈り取りまで

に1， 2回雑草を除去する。脱穀方法は， ヒエと同じで

ある。

ソバ7月上旬から中旬にかけて山を伐り，下旬から

8月はじめに山焼きをする。焼け山に種をぱらぱらと播

〈が， 「猫足三粒」といわれるように厚く播<ものだと

いわれていた。播いたあとは鍬で打つだけでよく， 75日

すれば刈り取りができる。ソバは手間がかからず， しか

も何年お.いても質が変わらず，まことに重宝な作物であ

る。少ない家で5， 6升，多い家では1斗く"らいの種を

播くが，豊作の年には， 1斗播いて5俵（2石）も6俵

(2石4斗）もとれることがある。

刈りとったソバは，わらで束ね，イナキにかけて乾燥

させる。よく乾燥したらその場で脱穀し， カマスや俵な

どに入れて持ち帰り，倉や納屋，天井裏などにしまって

おく。ソバを製粉するには， ヒキワリ臼（トウモロコシ

をひき割る石臼）とコンコ臼で2度ぴきをする。まずヒ

キワリ臼でひき割り，ケンドウ（フルイ）でおろすと，

粉は下に落ちる。ケンドウに残ったソバを箕でさびると，

鬼皮（表皮）が飛び去り，大割れのソバだけが残る。こ

のソバと最初におろしたソバを一緒にしてコンコ臼でひ

くと，ソバ粉ができる。

ダイズとアズキ梅雨があけると，焼畑にばら播きし

て1， 2回除草する。刈り取る（引き抜いて収穫するこ

ともある）とイナキ（ハデ）に掛けてよく乾燥させ，カ

ラサオや棒で叩いて脱穀する。

トウモロコシ新大陸原産の移入作物であるトウモロ

コシを，土佐では一般にトウキビとかキビといい，西部

の土佐・吾川・高岡・幡多郡の山間部で特に多く栽培さ

れたが，昭和35（1960）年頃からほとんど姿を消してし

まった。

トウモロコシには，集落付近の屋敷畑（常畑）で作る

コヤシキビと，焼畑や常畑化した山畑で作るヤマキビの

二種があった。多かったのは後者で， これにはヤマギナ，

白キビ，赤キビ，モチキピなどの品種があった。ヤマキ

ビは，旧暦4月に植えるが（種を播<のだが一般に植え

ると表現していた)，仁淀村大植（現，仁淀川町）や池

川町椿山（同）などでは，ツゲの花が実になるまでに植
えればよいといわれていた。
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のに3時間ぐらいかかるので，夜中の零時頃から

火を焚き始め，午前3時頃からは家族全員が起き

て作業にかかるが，夕方までには8釜から10釜の

三種の皮をはいでいた。はぎ終わると家の周囲の
干場で干す。

（へ）製品化と販売乾燥した三種は，倉や納屋へ保管

しておいて， これをそのまま売ることもある（こ
の状態の三種をクロソという）が，普通はこれを

農閑期に出して表皮を削り製品化（これをシロソ

という）して販売していた。半日ぐらい谷川に浸

したクロソを女たちがヤナギケズリ機や包丁で削

り，再び1昼夜ぐらい谷川に晒して引き上げ， よ

く乾燥させてから男がマロ（束）にする。マロに

は規格があり，大正期から1マロは3貫目だった
が，太平洋戦争中に3貫200匁になり，戦後は5

貫目になった。昭和初期からは，三棟検査員が回

村して検査し，特等， 1等， 2等， 3等，等外に

分けていた。

楮これは， もと山地に自生していたが，近世以来製

紙原料として山間部で栽培されるようになった。楮を土

佐では，カジとかカミソあるいはコウゾといい，秋口か

ら冬にかけて刈り取り三樋と同じような方法で製品化し，

一定規格のマロにして販売していた。

茶茶業地として古くから知られているのは，長岡郡

大豊町，本山町，吾川郡池川町（現，仁淀川町)，吾川

村（同)，高岡郡仁淀村（同)，葉山村（現，津野町)，

東津野村（同)，梼原町などの焼畑地帯である。

4．結び

四国山地の焼畑の村々を歩くようになって40年が過ぎ

た。村を訪ねるたびに思うのは明治以来の村の変貌，そ

の中でも特にあの1960年前後から始まった高度成長期以

降の急激な変貌によって生じたさまざまな問題である。

今日ではどの村にも道路や電話が通じ確かに便利には

なったが，それに反比例して流出人口が増大し過疎化が

進行して，老人問題や医療問題，山の荒廃などの諸問題

が発生した。その結果，大野晃氏のいう「65歳以上の高

齢者が人口の半数を超え，冠婚葬祭をはじめ田役・道役

などの共同生活の維持が困難になる」いわゆる限界集落

が出現し，住民が1人もいなくなって地図から.消える集

落も出てきており， これはさらに増大していくことが明

らかになった。

このような山村の過疎化と高齢化の進行で，古くから

伝えられてきた人間と山とのかかわり方が変貌し，山の

維持が困難な集落が数多く出てきた。「山は海の恋人，
その仲をとりもつのが川だ」というが，山村の問題は里

の問題であり， また海の問題，そして都市の問題でもあ

ることを知らなければならない。山や森をどのようにし

て守り山の荒廃を防ぐのか， また山の木や植物などをど

のように利用していくのか， さらに山の動物といかに共

生していくのかというようなことが重要な課題になって

きた。

このような危機的状況となった今日，古代以来続いて

きた自然の理にかなった焼畑農業の技術や，それを基盤
に形成された焼畑文化の調査研究はまことに意義あるこ

とだと思う。

ヤマキビは，植えてから2週間後にモトヨセ（芽生え
たものに土寄せをし，芽生えないものは植え直しをする
こと）をし，キビの葉が6， 7枚出たとき（播種後30日
ないし40日後),土を掘りおこしてモトヨセするのが一

番シュウリ，それから25日ないし30日後に土を掘り返し
雑草を引く二番シュウリと3回の手入れをする。
秋の取り入れは，キビ柄を根元から鎌で切り取り，ス

ボ（実）をもぎ取ってフゴ，カマス，南京袋などに入れ
て持ち帰り，皮を剥いで束ね，イナキ（ハデ）にかけて
乾燥させる。よく乾燥したら，庭にムシロを敷き，その
上でカラサオ，棒などを使って脱穀し，ハンド（かめ）

や桶，缶などに入れて倉や納屋などへ保存し，必要なだ
けとり出して食用にする。

トウキビは，丸粒のままでは食べることができないの

で，ひき割り臼でひき割って飯に炊く。そのため，四国

山地の焼畑地域では，どの家にも必ず， トウキビをひき

割る石臼がいくつかある。ひき割ったたトウキビは， ト

オシ（フルイ）にかけ，上に残った大割れのものは，再

びひき割ってトオシにかけ， まだトオシに残っている大

割れのものは，また同じようにしてひき割る。 トオシか

らおりたひき割りキビは，細目のトオシで再びおろし，

上に残ったものと下におりた粉を別々の容器に入れる。

飯に炊くのは前者であり，後者はハナゴといい，キビ雑
炊やキビダンゴにする。なお， トウキビをひき割るのは，

主婦や娘など女の仕事とされていた。

三極県内中・東部ではリンチョウ，西部ではヤナギ

と呼ばれているが，これ力塙知県で栽培されるようになっ

たのは，明治20年代からである。ここでは，三種の育苗

から製品として販売するまでの過程を，高岡郡仁淀村大

植（現，吾川郡仁淀川町）の事例を紹介する。

（イ）育苗梅雨のころに種子を採取し，約20日間水の

入った桶の中に浸してから取り出して陰干しにす

る。よく乾燥したらシュロの皮に包み，湿氣の多

い赤土の場所に埋める。これを翌春の彼岸頃に掘

り出して屋敷畑へ播く。芽が出てくると雑草など

を引き抜いて手入れをし，翌春苗を引き抜き30本

とか50本の単位で束ね再び苗床に植えつける。

（口）植え付けこの苗を，翌春の芽立前（3月）に焼

畑へツルグワを使って1本ずつ植える。苗を植え

てから3年目に刈り取る三樋をウイソといい， こ

れ以後3年ごとに3回ないし4回刈り取り，後は

放棄して荒れ地にする。

（ハ）三種畑の手入れ毎年ヤナギバタウチ（三梗畑打

ち）とヤナギバタカリ （三樋畑刈り）という2回

の手入れをする。前者は，旧暦3月末から梅雨ま

での間に平鍬で三樋の周りの土を掘り返すもの，

後者は，旧暦6月土用から8月にかけて鎌で茅そ

の他の雑草を刈り取る作業である。

（二）三種の収穫秋になり葉が落ちればいつ刈り取っ

てもよいが，他の農作業との関係から旧正月から

旧3月のシツケ（農作業の開始）までに刈り取る

ことが多い。遠距離のものは，現地に釜を持ち込

んで蒸し，はいだ皮のみを持ち帰ることもあるが，

普通は束ねた三樋を馬で運んだり背負って来たり

して，家のそばにある釜屋で蒸していた。

（ホ）三種蒸し最初の釜は，準備してから蒸し上がる
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(原稿受理2006年5月2日）
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＜解説＞

焼畑の生活語・文化環境と地域おこし

橋尾直和率

とともに創り出してきた，あるいはこれから創り出そう

とする文化的な環境のことを指す。

「社会環境」とは，現代科学の創り出した電気・通信．

交通・構造物のようなインフラ，法律・教育のような社

会制度，互助会・町内会のような社会システム，個人の

対人関係などの環境のことを指す。

「自然環境」とは，人間や生物によって評価された，
それらの存在に無関係に現れる客観的な状態である，地

形，地質，土壌，気候，水，植生，動物などの環境のこ

とを指す。

筆者が考える図式は，以下の通りである。

1 °はじめに

筆者は，平成13．14年度の文部科学省研究費特定領域

研究(A)隙太平洋のく消滅に瀕した言語〉にかんする

緊急調査」の日本班（公募班）「消滅に瀕した高知県限

界集落の言語・民俗」の研究代表者として，共同研究者

らと共に実施したフィールドワークに基づく考察を行っ

た。調査研究の一環として行った「高知県旧香美郡物部

村市宇月谷方言の可能表現調査」において，従来の報告

では，主として東日本方言に確認され，西日本方言では，

長崎県対馬にしか例が見られなかった可能助動詞「サル」

の存在を，偶然にも発見した。その後の調査によって，

旧物部村のみならず，高知県の山間部の集落および近接

する愛媛県・徳島県の集落にも，可能助動詞「サル」の

存在が確認できた。

調査地点は，高知県安芸市別役，旧物部村（現，香美

市）市宇，岡ノ内，大豊町奥大田，土佐町地蔵寺，高知

市，旧本川村（現，いの町）寺川，旧池川町（現，仁淀

川町）椿山，梼原町神の山，文丸，旧中村市（現，四万

十市）敷地，古津賀，宿毛市， さらに近隣の愛媛県宇和

島市朝日町，徳島県旧西祖谷村（現，三好市）善徳を加

えた15地点である。インフォーマントは，旧物部村市宇

の壮年層以外は，すべて地元の高年層のはえぬきの方で

ある。調査は， 2001年12月, 2002年6月・ 7月･ 8月．

9月, 2003年7月･ 9月，現地において面接調査によっ

て行った。

筆者は， 「焼畑による山おこしの会」のメンバーらと

共に, 2005年7月には旧池川町ツポイで, 8月には旧本

川村脇の山で，焼畑の復活・実践に直接携わった。

本論は，可能助動詞「サル」を焼畑の生活語と位置づ

け，焼畑集落において旧池川町椿山の生活語と文化環境

の関わりを中心に考察し，焼畑による山おこしの取り組

みについての構想を提起することを目的とする。

2．文化環境とは

ここで， 「文化」「文化環境」「社会環境」「自然環境」

の語の定義を行っておきたい。

「文化」とは， 「後天的に学習され，世代を通じて継

承される行動様式と世界観である」としたJH.スチュワー

ドの定義1), さらには， 「後天的・歴史的に形成された，

外面的および内面的な生活様式（デザイン）の体系であ

り，集団の全員または特定のメンバーにより共有される

もの」としたC.Mクラックホーンの定義2)に従う。 ．
「文化環境」とは，人間が「社会環境」と「自然環境」

との相関で築き上げた「文化｣，言い換えれば，人間の
糟神的・肉体的な活動の所産であり，先人が人類の存在

図1 人間と文化環境

『環境学を学ぶ人のために』 （1993）で示された個体

(主体）との影響関係は，矢印で示されているが， ここ

では， 「個体一自然」「個体一社会」「社会一自然」の影

響関係しか示されていない3)。筆者は，これに修正・加

筆を施した。問題となるのは，主体は「人間」である。

したがって， 「個体」を「人間」に修正している。「人間一

自然」「人間一社会」「人間一社会一自然」の影響関係を

提示した。矢印は，その影響関係を表す。室山（1998）

にある「生業環境」は， まさにこの「人間一社会一自然」

の影響関係によって導かれるものである4)。すなわち，

｢人間一社会環境一自然環境」による環境そのものを

｢文化環境」とみなすわけである。

3．焼畑の生活語

3． 1 焼畑の空間

旧池川町椿山の空間認織については，福井勝義の『焼

畑のむら』に詳しい5)o

家々は，緩やかな斜面に寄り集まっている。屋敷の前

の野菜を作る場所で青々としている所がサエンバ，少し

離れて下肥えや堆肥をやる黄色く熟れた麦畑がコヤシ，

地理的にコヤシと同じ位置にあるが，地肌を見せている

日当たりの悪い所がハルンヂである。ハルンヂは，冬の間

〒780-8515高知市永国寺町5-15高知女子大学文化学部
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との共生によって生み出されてきた山村の生活文化の一
つと言える。

焼畑集落の人びとは，生業の場である山地の地形．方
角・高度・日照・植生などに関して空間認識が形成され，

それに基づいた土地の民俗分類が行われてきた。つまり，

人びとを取り巻く自然環境との関わりの中で，生業を営

んできたわけである。このような土地の民俗分類は，連

続した空間に区切りをつけて名称をつけたものである。

いかに，焼畑集落の人びとが山の空間に対して細かく認

知しているかが分かる。これらの語彙が焼畑という生業

と密接に結びついて生かされているのである。細かい地

形・土壌・植物などの相関関係を認知することにより，

厳しい自然に適応してきた。

筆者は，空間認識の語彙を言語文化と捉え，音声言語と

しての記述の重要性を感じ，これらの語彙について再調査

した。福井（1974）に掲げてある図を修正．加筆した7)。

放置しておき草が生えた所を春に耕すことから。同じ地
を冬の問空地にしておくことからアキンヂとも言う。山
の方に点在している芋を植える畑がイモンヂ， さらに外
部の山に植林やヤブがある。それらに挟まれてヤマハタ
(焼畑・伐畑）が散在している。

図2 旧池川町椿山の空間認識：土地の名称

（福井1974：34を修正・加筆）

椿山では，一回に焼畑にする分の広さの斜面に対して

名前が付いている。

たとえば，ヒウラウネ，ヤングラバ，クロトコ，カンゲ

ウラ，ヌタノモト，ニクノタキ，ヤマンゴボー，カンドイ

シなどである。

福井は，椿山における353ある山の呼称全部について

調べた結果，複合語の占める割合が9割にもなることを

報告している6)。

複合語は,A+Bのように二語から成り立っている一

次複合語と,A+(B+C), または(A+B)+Cのよ

うな配列をもった三語からなる二次複合語に大きく分類

される。例を挙げれば，次のとおりである。

〈一次複合語〉

A+B ヤングラバ：ヤングラ＋バ

クロトコ ：クロ＋トコ

カンケウラ：カンゲ＋ウラ

〈二次複合語＞

A+(B+C) ニシホーノキウネ：ニシ（西）

＋（ホーノキ（植物名)＋ウネ）

(A+B)+C ヒウラウネ: (上（日))

＋ウラ（ミネまたはウネを境にした

いずれかの面＝ヒウラ）

＋ウネ

福井（1974）に従って，表す対象を基本的に示してい

る語尾のウネ，（， トコ， ウラなどを基本語と呼び，前

接語については，基本語を形容するので形容語とする。

基本語は約70語で，その半分は地形を表す語である。

タキ， こうなどの基本語は，それ自身単独に山の呼称と

して用いられず，必ず形容語と結合して複合語を形成し

ている。

このように，焼畑耕作に従事する山地住民の間には，

生産活動の場である山地の地形・方角・高度・植生の遷

移などに関する自然認識が形成され，その自然認識に基

づいて土地の民俗分類が行われてきた。こうした土地の

民族分類は，焼畑という生産活動の中で形成され，民俗

知識として共有されつつ伝承されてきたものであり，山

図3 旧池川町椿山の空間認識：基本語

（福井1974：40を修正・加筆）
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図4 旧池川町椿山の空間認識：形容語

（福井1974: 40を修正・加筆）

3． 2焼畑のサイクル

次に，椿山焼畑のサイクルと収穫される作物の名称を

掲げる8》・

焼畑集落の人びとは，植生の遷移を知り，それぞれに

適合した時期に収穫を行う。そのサイクルは， 1年目，

2年目， 3年目以降といったスパンが基本であるが，そ

の後20～30年間放置するといった，長いスパンを1サイ

クルとした時間認識を持っている（次頁の図5参照)。

このサイクルも自然環境との共生の中で生み出された

時間認識であり，民俗知識として共有され，次世代に継

承されてきたものである。先程の空間認知は， 「空間」

を分節する作業であったが，この場合は， 「時間」を分
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このように， 「受身」「可能」「尊敬」の意味は，

日本の場合，本源的に「自発」に発するのであるか

ら， 「受身」「可能」「尊敬」といっても，他の言語

にはみられないきわめて独自のあり方を示すことに

なる。（荒木1985： 13-14）

節する作業に当たる。つまり，焼畑のサイクルもまた文

化環境と言える9)。

3． 3可能助動詞「サル」の発見

高知県の山間部とその周辺地域において確認された可
能助動詞「サル」は， 「潜在可能・現在否定」の「外的

(状況)」における「キサラン」 （この着物は古くなった
のでもう着ることができない）と「潜在可能・現在肯定」

における「キサル」（この着物は古くなったけれどもま

だ着ることができる）によって確認された。両者は，

｢署訂/お蓮角形下等」に｢ｻﾙ」の否定形「サラン」
と終止形「サル」が接続したものと考えられる。このこ

とから，可能助動詞「サル」が高知県においても存在し

ている事実が分かった。ただし，この「サル」の用法は

限られており，以上の文脈においてしか見られない。し

かも， 「着る」という動詞に下接した場合にのみ現れる。

可能助動詞「サル」は，今回の調査の結果，高知市を除

くすべての調査地点で確認された。

筆者が調べた限り，土佐方言における可能助動詞「サ

ル」の記述は，過去の文献において確認することはでき

なかった。『高知県方言辞典」 （高知市文化振興事業団）

においても記載されていない。さらに，琉球方言におけ

る「サル」の記述も見られない。

3． 4 「サル」の古層性

荒木博之は， 「れる」「られる」について，以下のよう

に解説している'0)。

「れる」「られる」の四つの意味の展開については，

受身→自発→可能→尊敬の順序に意味の転化があったと

する山田孝雄説と，すべての意味は，自然にそうなると
いう「自然動」すなわち， 「自発」から発生したとする
橋本進吉説の二つの考え方が主要なものである。したがっ

て，この考え方も橋本説にほぼ一致することになるのだ

が，吉田金彦氏は，橋本説は，たとえば円錐の頂点と底

辺との関係の如くあらわすことができるのではないかと

し，次のような図式（筆者修正）を提示する。

また，荒木は， 自発可能に関して，以下のように述べ

ているu)。

日本語の「明日は多分来られると思いますが， も

し来られないときはお電話いたしましょう｡」（筆者
修正）といった文において， 「可能」が「自発受身」

的「られる」によって表現されている意味は何なの

だろうか。

それは日本人にとって何かが可能であるというこ

とは，みずからの主体性においてそれを可能にする

のではなく， 「可能」が他律的に没主体的に与えら

れるものであったからである。その心を「れる」

｢られる」という助動詞にこめているのである。
それでは，なにゆえに日本にあっては，あるいは

日本文化にあっては「可能」が他律的に，あるいは

没主体的にしか与えられなかったのだろうか。それ

はひとえに日本の共同体構造，ムラ構造のあり方に

よっている。日本の共同体構造については後に詳し

く説くことにしたいが，ごくかいつまんでいうなら

日本の共同体，ムラの原型は水稲栽培的定住集団的

共同社会としてとらえることができるだろう。

さらに，荒木は， 日本の共同体について，以下のよう
に解説している12)o

日本のムラ共同体の原型的なあり方は，奄美，沖

縄などの南島と呼ばれる地方に今なお見ることがで

きる。（中略）遊牧という生業経済がゆるぎなき自

律的個を育てあげたのに対して，閉鎖的なミクロコ

スモスとしてのムラのなかで，米づくりという目的

のために，共に生きてゆかなければならなかった日

本人の個は集団の論理のもと，受身的，他律的個に

つくりあげられてきたのである。

自然勢（自発）

「サル」が本源的に「自発」に発することは，先行研

究の大橋(1963） ・小松代(1976）竹田(1998a)(1998b) ･

中田(1981） ・山崎(1994)から窺い知ることができる。た

だし，先行研究で「サル」が挙げられているのは，静岡
より以北の方言であり，西日本および琉球方言の記述は
見られなかった。

自発から可能に意味の派生した「サル」が土佐方言に

存在し，形式が派生した「サレル」が琉球方言にも存在

することが確認された。

筆者は，荒木の述べるように，両方言において「サル」

形式が保存されている理由として，ムラ共同体の原型が

そこにあると考える。荒木氏の閉鎖的という表現は，誤

解を生じる可能性があるので使わないでおくが， ミクロ

コスモスとしてのムラ共同体が今日まで保たれたために，

｢自然の勢いからそうなる」から「できる」意味に派生
したとされる「サル」を温存していたとみる。

〆－

可能 尊敬

図6 自発・受身・可能・尊敬の位置（橋本進吉説）

この図式においても示されているように， 「受身」

と「可能」はそれぞれストレイトに「自発」につな
がっていて， 「尊敬」は少しはずれたところに位置

している。しかしながら，いずれにしても「受身」

｢可能」「尊敬」の三つの意味は同一円錐の同一底面

上にあって，結局は「自発」という円錐の頂点につ

ながってゆくのである。
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なぜならば， 「サル」の語の成立の仕方が， 「アル」と
いう存在動詞を含んでいるからである。形態素レベルに
分析すると， 「サル」(saru)は, Is-ar-ul となる。
このlarlについて，大野晋は，以下のように述べて
いる13)o

語と見ることができる。九州・対馬に分布するサルル．

サールは，終止形と連体形の合一化が進んだ平安時代末

期もしくは鎌倉時代の言語変化の名残であろう。また，
竹富島・西表島におけるサレルは，下二段の一段化が進

んだ平安時代もしくは鎌倉・室町時代の言語変化の名残
ではないかと考えられる。

4．焼畑の生活語と文化環境

では，なぜ四国の山間部の集落に可能助動詞「サル」
が化石的に残存したのであろうか。

筆者は，その要因として，山間部の集落は，とりもなお

ざす焼畑集落である，そこには， 「山の民」が今日も生

き生きと生活を営んでおられるからだと考える。ここで

展開している生活文化は， 「焼畑に支えられた特有の生

活文化」と言える。具体的には，①焼畑で他種類の作物

を栽培している。②山野に自生する植物や動物を， きわ

めて多面的に採集・狩猟している。③かつては，森や山

の様々な場所に住み（現在は定住している）山中異界の

神として，人々がそれに加護を祈る「山ノ神」の信仰や

儀礼が山村地帯に広く見られる，ことなどが挙げられる。

これらは，基本的な性格において，東アジアの照葉樹

林帯の焼畑民の間に見られる山や森の精霊とその信仰に

対比できる性格をもつ15)。 「サル」が残存する地域は，

かつて西日本の山村において行われた稲作以前の《雑穀

栽培型》の焼畑と深く関係するものと思われる。

しかし，筆者は東日本に「サル」が優勢であることか

ら， 「サル」の起源を西日本中心の照葉樹林文化に求め

るよりも，繩文時代に東日本に広く分布し，西日本の山

間部にモザイク状に分布している落葉広葉樹林帯である

ナラ林文化に求めたい（次頁の図7参照)'6)。

「サル」が， 「現れる」の構成要素「ある（有る・在

る)」の語根larl を内包し，アイヌ語・東北方言・韓

国語・タミル語につながるとすれば，その起源は，かつ

て日本に存在した縄文語に求める方が合理的である。

しかし，現段階では，それが北東アジア系言語か南方

系言語なのかは定かではない。

佐々木高明は， 「東日本と西日本の文化や社会の違い」

と題して，方言だけではなく， 日常的な生活文化の面で

も，東日本と西日本で差違が見られることを，宮本常一

の指摘を引用して，次のように述べているw)。

アラハル（現）は，何もないところに突然出現す

る意を持っている。たとえば隠れていた悪事の発覚
とか，神やお化けの出現とかの意に使う。これらに

よって，アリ （有)，アル（生)，アラハ，アラハル

などに共通なarという語根の意味は，むき出しにな

る，出現するという意であったことが推定される。

このarは朝鮮語のal (卵）と関係があると考えてき

たが，一層古くさかのぼるとタミル語の中にal-ar

という動詞がある。これは， 「花咲く ．開く ．広が

る．出現する」という意味の言葉である。すでに見

たように， タミル語と日本語の動詞は対応するもの

が少なくないから， これをアラの対応語と見ること

ができる。

ともかく，これらによって日本語のアルは，出現

する意の系統に属するすることは確かである。 （大

野2002：132-133）

上の解釈は， 「できる」が「人力を借りずに， 自然の

力によって「出で来る」「出来る」から変じて， 「出来る」と

なったもの」との解釈とつながる。日本人が可能を認識

するときに，人力によるよりも，自然に形をとって現れ

出る， という考え方をとる場合が多いことにもつながる。

語根larlを内包する「サル」が北海道方言・東北方

言・埼玉方言・静岡方言のみならず，四国方言の中の土

佐方言・北九州方言・琉球方言などで使われていること

は，それらの方言が古層性を残すものと見てよい。その

理由としては，これらの地域が自然の畏怖と隣り合わせ

に生活してきた， 「文化環境」としてのムラ共同体力覗存

することが考えられる。ただし，荒木氏の説く 「水稲栽

培的定住集落的共同社会」にすべて帰するのは当を得て

いない。なぜならば，土佐方言の調査地点は，ほとんど

がかつての焼畑集落であったからである。まさに，言語

と文化環境は切っても切り離せない関係であると言える。

この語根larlに関して，朝鮮語の解説としては，

『三国記』巻32「雑志第一祭祀楽」の「祭祀」の節

の注記二に，以下の記述が見られる14)o 伝統的に東日本では囲炉喪，西日本では寵で炊事

をしてきた。そのため，東日本では囲炉裏の自在鉤

につる吊手のついて鉄瓶や鍋が発達し，西日本では

竃に置く羽釜や甑が発達した。また，運搬具では背

負子の形が異なり，西日本では背負子よりも天秤棒

による運搬の方がむしろ古かったという。このほか，

東のハカマに対して西のフンドシ，東の「湯」に対

する西の「風呂」の違いなど，幾つかの習俗の差が

指摘されている。

さらに，かつては東日本に多く，西日本には牛が

多かったという違いもある。それは，稲作水田の卓

越する西日本と，畑作を主とする東日本の農業形態

とも関係しているという。

注二阿老南解工の実妹の阿老は, arとよんで，

卵や穀物の意味であり，宗教的な意味では穀霊・祖

霊という。

さて， 「サル」の語源はいったい何であろうか。筆者

は，動詞「される」（自動詞下一段）の文語「さる」 （自

動詞下二段）が助動詞へ転化したものと考える。

「サル」が最も古く， 「サレル」は新しい語形と考え

られる。九州に分布するサルル，対馬に分布するサール

は，ラ行下二段活用の連体形が終止形に変化したものの

名残りであることが分かる。高知市を除く調査地点各地

で確認されたサルは，そのまま終止形「サル」として接

続したものと考えられる。東北方言のサルと同様，古層 しかし，上の例はあくまでも大まかにタイプ分けした
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結果であり，私たちはステレオタイプに陥ってはいけな

い。筆者が調査した，土佐の焼畑集落のことばと習俗は，
まさに西日本の中の東日本的特徴を多分に残している地

域である。

四国の山間部の集落では，囲炉裏が発達し， 自在鉤を

用いている。運搬具についても，背負子が用いられるこ

となど，東日本の特徴を持っている。この特徴を持った

地域と東日本で優勢である脇畑農耕」を行う地域が重

なって分布しているのである。

筆者は，西日本の「サル」残存の経緯を以下のように

推論する。

日本のナラ林文化の言語として使われていた「サル」

が，やがて照葉樹林文化の伝播とともに西日本の照葉樹

林文化が優勢になった。平野部では稲作文化が到来する

が，山間部の焼畑集落までは及ばなかった。やがて，山

間部においても照葉樹林文化が進み文化複合が起こる。

そして，可能助動詞「サル」は，ナラ林文化の面影を残

し，最近まで焼畑を行っていた焼畑集落に化石的に残存

するようになったと考えられる。

5．焼畑の心と生活語

焼畑の作業の中で，火入れは重要な位置を占める。暦

で良い日を選び，乾燥状態が適切であるのを確かめた上

で，無風の時を見計らって行ってきた。その際に，山ノ

神に加護を求めるとともに，蛇や虫などあらゆる生き物

の退散を願って祈りが捧げられた。

このように，土地の占有，樹木の伐採，火入れなど，そ

れぞれの作業工程のごとにさまざまな儀礼や呪術が行わ

れていた。これらは，山ノ神に対して焼畑の許可を願い，

作業の安全を祈るためのものであった。こうした儀礼や

呪術の背景には，山ノ神を山地統轄のカミと見なす精神

文化があったと考えられる。まさに， 自然環境および超

自然環境との関わりの中で生活が営まれているのである。

この焼畑における火入れの際の唱え言と麦ほめと呼ば

れる唱え言をインフォーマントに再現していただき，音

声言語として記録した。これを以下に挙げる。

するという点に， 「焼畑の心」の本質があったとみ
るべきであろう。

「焼畑の心」を表す習俗として，民具呼称と焼畑作

業を挙げることができる19)｡

たとえば，池川町椿山において，大豆・稗・粟などを

脱穀する民具にカラサオ（唐竿）がある。人が持つ柄に

当たる部分をカラサオノオヤ（唐竿の親)，回転する部

分をカラサオノコ（唐竿の子）と称している。「親と子」

は，民具方言呼称に付いて愛称辞となっている。これは，

すなわちカラサオ（唐竿）が生活文化ていることを意味

する（写真1 ． 2)。

また， この民具を使って行う作業をカラサオウチ（唐

竿打ち）と言う。さらに，麦などの穀物を膝をついて棒
を用いて脱穀する作業をヒザウチ（膝打ち）と言う （写

真3）。

写真1 カラサオノオヤ（カラサオウチ）

<椿山における火入れの際の唱え言〉

タンダイ､マヨリ，コノヤマオヤキマス。

（ただ今より， この山を焼きます｡）

ヤマノカミサマ， ンヂンガミサマ， ンドーゾオマモリ

クンダイ。

（山ノ神様，地神様，どうぞお護り下さい｡）

佐々木高明は，焼畑を営む人々の精神文化を次のよう
に説明している18)。

焼畑を営む人たちは，山の自然に対してきわめて

謙虚で，敬慶な態度で接していたことも注目してお

かねばならない。彼らは焼畑を営む過程の折り目折

り目で神に祈りを捧げ，唱え言を唱えて，山ノ神に

加護を祈っているのである。山の木を伐り，それに

火をつけて燃す焼畑の作業は，山の自然への人間の

挑戦のようにみえるが，その「心」は決してそうで

はない。むしろ，山ノ神の許しを得て， 自然条件に
逆らうことなく、それと調和して自然をうまく利用

写真2 カラサオノコ（カラサオウチ）
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すなわち， 〈尊敬〉の対極に「畏怖」がありゥこの畏
怖の念がく禁止〉へと派生したのではないかと推測する。
ここにも「焼畑の心」が宿っていると見なすのである。

だとすれば，荒木博之が「れる」「られる」の根源を，

すべて「水稲栽培定住集落的共同社会」に求めた視点は，

｢雑穀栽培型の焼畑の心」という精神文化に求めるべき
ではないだろうか。今一度， 日本語の可能表現の歴史さ

らには日本語史を「文化環境」の視点から根本的に捉え

直す必要がある。

6．焼畑民具資料館（博物館）構想と地域おこし

ここで問題となるのは，単にフィールドワークで得ら

れた知見を報告書にまとめ配布して，それで良しとして

いた従来型のフィードバックのあり方では，決して本当

の意味での還元になっていないことである。今必要とさ

れるのは，地域との「共生・共同」の発想である。「共

同」は， 「協働」にもつながる。

そこで，筆者は，従来の「一方通行.（タテ）型」地域

貢献スタイルを解消するべく，陥環（ヨコ）型」地域

貢献スタイルを考案した。

「館・官・民・学（カンカンミンガク）の発想」がそ

れである。「館」は博物館・民俗資料館などのミュージ

アム， 「官」は行政， 「民」は県民・地域住民， 「学」は

小学校．中学校．高等学校それに大学を加えた教育機関
のことである。これらが，共同で地域の文化発展のため

に取り組めば，それがすなわち地域の活性化につながる，

という発想である。

「館・官・民・学（カンカンミンガク）の発想」を図

式したものが，下の図である動)。

写真3 ヒザウチ

この「打つ」作業・動作は，大地・山ノ神との交信と
考えられるのではないだろうか。

だとすれば，ここにも「焼畑の心」が宿っているので

ある。この習俗は，広く山間部の集落に今もなお受け継

がれている。

筆者は，この「焼畑の心」こそが，可能助動詞「サル」

を今日まで保存してきた要因ではないかと考える。自然

への畏敬と自然との調和の心，山ノ神への畏怖の念が，

｢ある条件下での事態の展開の実現仮想における他律性

(没主体性）を持つ可能」を表す「サル」を温存してき

たのではないだろうか。この「サル」は， これまでの調

査結果によれば，現在使用されているのは，動詞晴る」

のみに接続し，肯定形「キサル｣，否定形「キサラン」

が化石的に残存しているに過ぎない。

このことに関連して，土佐ことばの特徴に，禁止表現

に「ラレン」を用いることが挙げられるが，筆者は，こ

の用法も「焼畑の心」に通ずるものではないかと考える。

たとえば， 「ソンガイナコトセラレン」 （そんなこと

は， してはならない）という場合の「セラレン」は, Is

-e-rare-NIのように形態素分析できる。ここにも larl

が内包されていることが分かる。

それでは，なぜ「ラレル」の否定形「ラレン」でく禁

止〉の意味を表すのであろうか。筆者は，先に述べた

｢自然への畏敬と山ノ神への畏怖の念」がこの「ラレン」

を生むに至ったのではないかと考える。

ここで，前掲の吉田金彦が「れる」「られる」の四つ

の意味が「自発」から発生したとする橋本進吉説をモデ

ル化した図を参考に筆者の考えたく禁止〉の位置を示す

と，次のようになる")。

図9地域活性化モデルI (橋尾2001a: 4による）

この発想は，高知県教育委員会生涯学習課の「土佐学

サポートシステム」に採用され，体系化されることになっ

た"･高知県教育委員会生涯学習課の構想は， どちらか
と言えば，将来の県立図譜館のあり方を重視したものと

なっている。

しかし，筆者が考えた， 「土佐学」で得られた情報を

｢収集・提供｣， 「加工・蓄頼｣， 「発信・受信｣， 「利用・
活用」する役割がうまく連動し循環していけるシステム

を期待しているが， 「土佐学サポートシステム」の構想

はそれに近い。役割の多様化・個性化が求められている

ことは言うまでもない。これは， 「土佐学によって得ら

れた知見」の「循環（ヨコ）型システム」である。以下
にその図を示す理)。

禁
畏く

可能 尊敬

図8土佐ことばの可能表現における禁止の位置
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樵二二三牒
民学」1－ 一

しかし，そのような画一的な事業により，地域独自

の風土性は失われ，生態系に即した生活文化は破壊
されてきた。

「地元」とは，人びとが生活する母体である自治
会や町や小学校地区や場合によっては市町村などの

生活圏域を意味する。地元学とは，地元の人たちが
主体となって，地域の外の人の視点や助言を得なが

ら，地域の生活環境や生活文化を調べ，地域独自の

生活文化をつくりだしていく知的で創造的な活動で

ある。ただ調べるだけではなく，地域固有の風土に
あった生活を発見し，今の時代の要請とすりあわせ

ながら，新しい生活文化をつくりだし，新たなくら

しぶりを創造する活動である。 （中略）あえて，環

境という言葉を使うことなく，結果として地域生活

文化の基盤である生態学的環境の持続的な利用と再

生を目的とするのが地元学といえるだろう。

嵯灘1
土佐学」愉報
コーデイネータ
の要第・配価

｢節官民学」
の連携

一

↓↓↓↓↓
得られた傭報のデータベース化

早
↓↓↓

配低（雁でも情報を活剛できる）

図10土佐学サポートシステムのコンセプト・イメージ

(土佐学サポートシステム検討委員会編2004: 1による）

それでは， 「土佐学」と「地域学」「地元学」との関係

をどのように位置づければ良いのであろうか。まず，
｢地域学」「地元学」の先行研究の解説から見ていく。

文化環境研究所代表の高橋信裕は， 『文環研レポート』

17号(2001)の中で， 「地域学」を次のように定義してい

る詞)。

以上の解説には，筆者の考案した「館・官・民・学

(カンカンミンガク）の発想」がすべて網羅されている。

しいて指摘すれば，教育機関との連係の視点が抜けてい

る点である。「土佐学」は， 「市民力」が加わった「地域

学」と「地元学」をミックスした「学」であるべきであ

ろう5)。この「市民力」には, NPO活動なども加える

必要がある。

筆者は，橋尾(2001b: 5)の中で， 日本のこれからの社

会で必要となってくるのは， 「経済力」はもちろんのこと

｢文化力」と「言語力」であると述べた。この「文化力」

について，河合隼雄氏は，以下のように述べている鱈)。

1．人文科学や自然科学などの諸学を当該地域固有

の視点から総合化し横断的で学際的な取り組み

を特色とする「学」であるｲ)o

2．市民のイニシアティブのもとに地域の産，官，

学が手を携え，地域の優れた資源，能力を発見・

発掘し，当地域に新しい息吹を起こすことによっ

て地域の活性化を目指す「学」であり，一方で

は“市民力”の醸成を支援する市民主体の「学」

である。

3．地域おこしの有力な観光資源としての資質と可

能性をもち，都市から当地域への集客を誘発し，

地域固有の文化的アイデンティティとして機能

する「学」である。

4．地元に暮らす人々にとっては当たり前にあるも

のやことの価値や意味を，外部の人の視点も借

りながら掘り起こし，地域づくりに生かす「学」

であるとともに，住民自身が当事者となって調

べ，考え， ものや地域，生活をつくっていくこ

とをめざす自学自習の「学」である。近年では

「地元学」と呼ばれる。

日本は敗戦後，欧米先進国に追いつけ，追い越せ，

と経済に主眼をおいてがむしゃらに頑張ってきた。

これは，大いに成功したのだが，その頂点に達した

かと思った途端，不況に陥り閉塞状況が生じできた。

これは抑うつ症の状態そっくりではないか。不況の

打開のための政府も財界もいろいろ手を打ったがあ

まり効果はない。これも薬が効かなくなった状態と

よく似ている。

ここで打開策は， まったく姿勢を変え，文化的な

創造や発展に目を向けることではないだろうか。経

済力と文化力は，協調し合って国の発展に役立つは

ずである。それに，世界全体の様相を見ても，低コ

スl､大量生産の時代は終わりつつあり，たとえば，

イタリアの自国の文化を生かしたファッションやモー

ドによる経済発展の姿が教えてくれるように， もっ

と個性的，創造的な製品が喜ばれるようになってい

るのだ。経済の世界においても，幅広く柔軟な姿勢

が要求されており，それに必要なものはまさに文化

力ではないだろうか。

日本は長く意味深い文化的伝統をもっている。た

んなる伝統回帰は何事も生み出してこないが， 日本

の伝統的文化をいかに現在に生かせるかを考えるこ

とは， 日本再生のために大いに役立つのではないだ

ろうか。幸いにも日本の各領域は個性的な文化を保

持してきている。それらを活性化することにより，

日本中を文化で元気にすることによって， 日本再生

を目指したい。

このうちの4．には，すでに「地元学」の概念が含ま

れている。一方， 「地元学」について，嘉田由紀子は，

次のように定義している鋼)。

「地元学」とはあまり聞きなれない言葉かもしれ

ない。しかし，今， 日本全国にこの流れは静かに，

そして密やかにひろがりつつある。最初の流れは，

水俣病に苦しめられた九州の水俣市や，東北"〕宮城

県からおきていた。地元学の発想は，工業化により

全国画一的にすすめられてきた開発計画への「対抗

文化」として生まれてきた。中央政府の補助金を求

める陳情的政治により，各地で進められた道路建設

や河川改修，各地の港湾整備や文化設備の建設など

で，確かに物質的には日本人の生活は豊かになった。
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なくなり，限界集落となりやがて集落は消えていく。都

市の過密化は一向に収まらない。

一方，県西部で四万十川流域での幡多郡十和村では’
1960年代から30年間の人口，戸数の減少率が37.7%と大

豊町の57.4％を大きく下回り,高齢化率も2'％に留まっ

ている。

その要因は，十和村は，スギ， ヒノキの人工林型山村

ではなく， クヌギ，ナラの雑木林型山村を採ったことに
ある。1965年の木材の輸入が自由化の際，広葉樹を原木

にシイタケ生産と製炭に励み，集落のまとまりを保つこ

とができた。まさに，環境保全と社会・文化保全がマッ

チした内容である。すなわち，自然の多様化は，社会．

文化の多様化でもあるのだ。新緑から紅葉へ，花を咲か

せ葉を繁らせ実をつけ，多くの生き物を住まわせる共生

の森，広葉樹林の復活は， 日本列島の輝かしい原風景の

回復にほかならない8)o

この環境保全と社会．文化保全，そしてそれらの多様

化を目指して， 「館．官・民．学」が共同で取り組める

姿勢が望まれるのである。

次に，具体的に「館」である博物館の課題について述

べてみたいo

佐々木高明氏は， 『多文化時代を生きるー日本文化の

可能性一』の中で，現在，博物館に求められているもの

は何か？という問いに対して， 「参加型の展示」「マルチ

メディア化の展開」と述べている。

「参加型」は，筆者の提唱する「館．官．民．学の発

想」に合致する。従来の「ショーケースに入った資料の

見学」という場ではなく，共同．協働で得られた情報の

発表．意見交換の場とすれば良いのである。

「マルチメディア化」とは，情報の多様化を意味する。

デジタル化が進む現在，情報のデジタル化．立体化力泌

要となってくる。筆者が文部科学省科学研究費「環太平

洋の言語」の一環として行ってきた作業は，まさに民具．

習俗のデジタル映像化であった○時間の制約もあり，農

作業の民具を用いて行うシーンのデジタル映像化は行え

なかったが，これは今後の課題としたい。

それでは， 「土佐学」の中で，具体的にどのように展

開して行けば地域の活性化に貢献できるのであろうか。

筆者は， 「カンカンミンガク」の実践編を考案した。そ

の内容を以下に掲げる幻)。

筆者は，この意見に大いに賛成である。しかし，ここ
には「文化力」と「経済力」とをリンクする視点が欠け
ている。それは， 「コミュニケーション力」すなわち
｢言語力」である。すなわち， 「経済力」が「文化力」と
｢言語力（コミュニケーション力)」でつながっているこ

とが，理想の姿である。以下に筆者が考案したモデルを
示す弱)。

図11地域活性化モデルⅡ（橋尾2001a: 5による）

高度経済成長期以前の日本は，いかなる変化と発展の

歴史の中でも，地域に住む人びとの日々の暮らしの位相

では，何か一つのアイデンティティーの持続｡永い世代

にわたる文化の継承が見られた。ところが，それ以降の

社会の急速かつ激烈な変容は，社会や文化のあらゆる位

相において，こうした持続や継続を決定的に断ってしまっ

た7)O

このモデルが机上の空論にならないためには，地域社

会．地域文化が生き生きとしていなければならない。そ

のためには，地域社会．文化の「再生」「復活」という

キーワードが必要となってくる。

この地域社会を人間の生活の「場」として再生させる

ことは， 「人と自然が融合した多様性」「地域の文化が融

合した多様性」の再生・復活を意味する。言い換えるな

らば，景観●文化の多様性を呼び戻す作業である。その

ためには，地域の人びとが，筆者の言う広義の文化環境

にもっと目を向けるべきである。

筆者は， 1995年から2000年にかけて，高知県の「土佐

弁ルネサンス事業」に携わり，大豊町奥大田の方言語葉

約7,000語を調査し， 『土佐弁ルネサンスー土佐ことば辞

典一』を刊行した。これは， まさに消滅に瀕した限界集

落の言語●民俗の調査であった。

その大豊町の集落がなぜ限界集落と化してしまったの

かについては， 「文化環境」の変容を視野に入れなけれ

ばならない。

高度経済成長策がとられた1960から70年代には’広葉

樹の天然林を大面積で切り払い，スギ， ヒノキを植える

｢拡大一斉造林」が行われた。世界でもまれな画一的で，

地力収奪型の森林モノカルチャー（単一種の栽培）であ

る。1965年に木材輸入が自由化されてからは，安価な外

国産材に市場を奪われ， 日本の林業と山村は再起の見通

しすら立てられない状況が続いている。

長岡郡大豊町は， ，960年に18,000人だったのが, 1990

年には700人に半減した。65歳以上の高齢者の比率は9.7

％から33％へと増加｡2005年には52.8%と人類史上前例

のない超高齢化社会になることが予測される。防犯，防

災の協力も，道普請，水路維持の共同作業も祭りもでき

｢土佐学」構築のための3つの提言

1 ． 「館･官・民･学（カンカンミンガク)」の連携を行う

カンカンミンガクの発想を活用することを勧める。最
初のカンは博物館・ ミュージアムのカン，次のカンは行

政の官， ミンは県民・地域住民の民,最後のガクは大学

だけでなく，小・中・高を入れた教育機関である。これ

らがうまく連桃していけば，土佐学の発展につながると

思う。

「土佐学サポートシステム」にこの発想を取り組みた

い。これは，土佐の歴史・民俗・文化などを記録・保存

したデジタル資料を皆さんが，必要なときに検索でき利

用できるように考えられた，誰もが共有できるように工

夫されたシステムである。土佐学センターを運営し，情
報収集・整理とともに総合的学習・生涯学習への人材派
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遣などを構想の中に入れてある。教育現場，研究におい
ても大いに活用すべきである。

個別名称（方言）を混同している展示品の多いことであ
る。また，全体名称，部分名称の区別があいまいな記述

をしている説明もいくつか見受けられた。そこで私は，
特に方言呼称による民具の記録・保存の重要性をここに
示したいと思う。

たとえば， 「大鋸」あるいは「木挽鋸」と表示された
もの。これは，土佐方言で広く 「オンガ」と言う。また，
一般名称を「行燈」とし，方言呼称を「カンチョロ（カ
ンテラ)」と表示されたもの。これは，地域によっては

全体名称を「ﾝガンドー」と言い， カンチョロは火を点

す芯の部分名称を指すものであったりする。大切なのは，
先人達が「生活語」としての方言で名付けた名称を正確

に記録・保存しておくことである。名称の付けられ方も

文化の所産である， という視点が必要なのではないだろ

うか。

民具は言うまでもなく，地域の人々の生活・歴史が道

具の中に集約された「もの」である。言い換えれば，歴

史・系統・伝播・製作技術・用いる人々の心性などを暗

示している。それだけに， 「生活語文化」としての民具

の記録・保存方法が確立されるべきである。

NHKで「21世紀に残したいふるさと高知のことば」

を募集したところ, 1,000通を越えるハガキが送られて

きた。このことは，地元高知のことばを次世代に受け継

いでいきたいという人々の願いが多いことを表している。

民具も歴史・文化を語る貴重な資料として，方言ととも

に次世代に語り継いでいくべきものではないだろうか。

民具資料館・郷土資料館における民具の展示のあり方

と同時に，民具の価値を次世代へ伝える伝え方について，

｢土佐ことばカンカンミンガク」の発想を提唱したいと

思う。

カンカンミンガクとは「館・官・民・学」のことであ

る。「館」は博物館・民俗資料館などのミュージアム，

｢官」は行政， 「民」は県民，地域住民， 「学」は小学校・

中学校・高等学校それに大学を加えた教育機関のことで

ある。これらが一体化して地域文化の継承に取り組めば，

文化発展のために大きな力となり得るのではないだろう

か。

民具資料館・郷土資料館の展示のあり方は，民具をそ

のまま陳列するのみではなく，県民が共有する文化遺産

として，分かち合う姿勢が大事なのではないだろうか。

そのためには，展示してそれで終わりというのではなく，

民具が「生活語文化」であるとの認識を持って，地域住

民と語り合う場が必要である。

その場として，歴史民俗資料館と教育機関が共同で生

活語文化としての民具の方言呼称を記録したり，地域住

民が積極的に民具の調査・学習会に参加することなどが

考えられる。このためには，行政の援助も必要になる11)o

理想を現実に近づけるために皆さん「カンカンミンガク」

してみませんか1

以上述べたように， 自己と環境および他者との「共感

的理解」を軸として，文化環境との関わりの中で,研究・

教育の成果を「館・官・民・学」の連携によって，地域

に循環させていくことが大切である。それを実践の場に

移していくことが，今後の課題でもある。

筆者が着目しているのは，焼畑そのものと農作業で使

われる民具である。これは， まさに先人の知恵の結集で

2． 「±佐ことば」研究の重要性

言葉は，何と言っても文化の基盤である。「土佐こと
ば」を見つめることにより，土佐のコミュニケーション

のあり様を見ていくことができる。第3回検討委員会に
おいて， 「土佐弁は1960年代に消えたという指摘もある。
消えつつあるのではなく， もう消えているかも｡」との
発言があったが，何をもって土佐弁と言うかである。い

わゆる伝統的方言のみが研究の対象ではない。ことばは

変化するものである。現在使われている土佐弁も歴とし

た土佐弁である。「伝統的なことばだけを対象すべき」
とするならば， 「アイヌ学」におけるアイヌ語, 「沖縄学」

における琉球語の研究の必要性はないはずである。

また，文化の変容をことばから見ていくことができる。

｢経済力」を高めるだけではだめで， 「文化力」を高める
必要がある。それらをコミュニケーションがつなぐこと

で地元が生き生きとしてくる。これが土佐学ではないか

と思う。そういう意味では， 「言語力」がここに加わる
べきである。

3．次世代に伝える個別性と多様性・普遍性

「土佐学」がアイデンティティーを持つことにつなが

れば良いと思う。そのためには，歴史．民俗．文化に興

味を持つことが大切である。アイデンティティーを持つ

ことができれば，次世代に伝えたいという動機にもつな

がる。ただし， 「土佐」を多角的に学び伝えるという発

想がなければならない。「土佐」といえば「龍馬」「四国

遍路」である， といったステレオタイプ的な学びと伝承

では， 「土佐学」は限られた範囲にとどまってしまうの

ではないか。歴史・民俗・文化などの人文科学に加え，

自然科学の分野からも「土佐学」に参加していただき，

総合的なものにしていく必要がある。

また，個別性だけを見ていくのではなく，多様性にも

着目し，文化と自然，環境の多様性・普遍性を追求して

いく姿勢も大切である。「土佐学」は土佐のみを語るの

ではなく，それが，すなわち日本を語り世界を語る学習

と伝承の場になるべきである。

最後に， 「土佐ことばの研究」と「館・官．民．学の

発想」の重要性に関して，筆者が高知県立歴史民俗資料
館だよりの「岡豊風日」第37号(2000)に執筆した「生活
語文化としての民具」と題した報告を掲載したい湖)o

生活語文化としての民具

ここ数年，中山間における地域文化研究の一環として，

民具の調査に携わっている。十数年前まで焼畑農業力戦っ

ていた池川町椿山，同じく焼畑農業を営んでいた本川村

寺川や大豊町奥大田，物部村岡ノ内など，過疎化が進む

集落の調査を行っている。私の現在の研究テーマは， 目

に見えない文化としての方言を， 目に見える文化として

具現化してくれる「もの」としての民具の調査を基に，

地域の生活語文化を体系化することにある。

参考のため，県内の民具資料館・郷土資料館を数件廻っ

て気づいたことがある。それは，一般名称（共通語）と
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件による使い分けに注目して一」『文芸研究j第146集

田辺寿男(1995）「焼畑のムラ椿山の民俗一吾川郡池川町一」「土佐民俗j

第64号
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斐閣

中田敏夫(1981) 「締間県大井川流域方言におけるサル形動詞」『都大論究j
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野本寛一(1984）「焼畑民俗文化論」雄山闇

野本寛一(1994）「共生のフオークロアー民俗の環境思想一』青土社

野本寛一(1999） 『人と自然と四万十川民俗鯰j雄山開出版

橋尾直和(2000c)f土佐弁ルネサンスー土佐ことば辞典-j高知県文化環

境部文化環境政策課

衝尾直和(2001c) 「高知県吾川郡池川町椿山における食生活語文化」『高

ある。焼畑にまつわる習俗と民具の使用方法や方言呼称
を記録・保存し， 「焼畑民具資料館」を設置して一般公
開する。そこは，誰でも焼畑について知ることができる
｢学習の場」である。ここに，地元民の先人の知恵が生
きてくる。一般の人々に民具を貸し出し，農作業の実践
を体験していただく。そんな焼畑民具資料館（博物館）
の実現に向けての夢を抱いている画)。

7．おわりに

現代文化は，伝統文化の礎の上に成り立っている。先
人の知恵を学びつつ，活かしつつ，新しい文化を創造し，

築いていければと思う。その先人の知恵として，焼畑で

培われた民具の方言呼称が挙げられる。すべて新しいス
タイルで焼畑を復元させるのも結構だが，筆者は，古き

良き伝統を生かしつつ，新しい手法を編み出していけれ

ば， と願っている。「焼畑による山おこしの会」のメン

バーの各ジャンルの叡智を結集させ，地域おこしを是非

とも成功に導きたい鋤)。

（原稿受付2006年4月29日）

（原稿受理2006年5月2日）
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［四万十・流域圏学会誌第5巻第2号31-33 2006］

＜解説＞

四万十活性化小委員会が目指す「坂の上の雲｣．
瀬戸ロ忠臣＊

1°はじめに ために貢献できたらいいなあ！」と感じた次第である。
（2）活動資金の確保

理念は以上のとおりだが､活動を継続していくために

はどうしても先立つものが必要である｡活動資金の確保

である。幸い、四国地方整備局の外郭団体である四国建

設弘済会には、この様な意義のある活動に対して「公益

事業費」が用意されている。目下、この予算を要求して
いる。

さらに、国土交通本省では、風景街道に対する世論の

盛り上がりに配慮して全国で30前後のモデル地区を選

定し､新規予算を配賦する方向にあると聴く。四万十流

域圏が、是非、このモデル地区の1つに選定されるよう

中村河川国道事務所､中村商工会議所の方々が関係方面

に陳情なさっているところである。

ついでながら今後は、小委員会としても、会

費のみでなく公的な予算を扱うことが確実視さ
れるので、会則の中に会計担当の監事を置くこ
とを明記している。 （別紙「会則」を参照）

この度、四万十・流域圏学会においては初めての小委

員会「四万十活性化小委員会」が創設された。その発足
の経緯については､当学会誌第5巻第，号で詳述したと

ころである。

本稿では、この小委員会が今後、どのようなスタンス

で活動すべきか､そのあり方について補足説明すること

とする。小委員会の中核は渡jil会（国土交通省の中村河

川国道事務所と中筋川総合開発工事事務所のOB会)の

メンバーであるので､本テーマを追求することは、とり

もなおさず､国土交通省のOB会のあり方について考察

を加えることにもなる。さらに言えば、 「地域おこし」

に取り組む各種グループの｢組織づくり」を議論するこ

とにもつながるものと思われる。

2．小委員会として初めての対外活動

去る3月11日、宿毛市内のホテルにおいて、四万

十かいどう推進協議会、四万十広域観光推進協議会、南

予広域連携観光交流推進協議会､以上3つの協議会の主

催で、四万十・南予「地域づくり」連携フォーラムが開

催された｡なんと出席者は約550名､大盛況であった。

我々四万十活性化小委員会としては､国土交通省が関係

する催しに初めて参加することになった｡いよいよ行動

開始である。

フォーラムでは､観光を振興して交流人口を増やし、四

国西南部の「地域づくり」を進めよう、そのツールとし

て「シーニックバイウェイ（風景街道)」が活用できな

いか1 観光入込み客に対し、地元住民はどう「おもて

なし｣をすればいいのだろうか？シーニックバイウェ

イと「お遍路みち」とはどう関係するのか、それとも全

然別個のものと考えたほうがいいのか？等など活発

な意見や質疑が交わされた。

4．国土交通省のOB会が果たすべき役割

ここで翻って、建設省（国土交通省）のOB会の歴史

を紐解き、OB会が果たすべき役割について考えてみた

い。渡川会の今後の方向、スタンスについて何かヒント

が掴めるかも知れないと思うからである。

（1）設省から国土交通省へ、OB会の変質

国土交通省のOB会は、局単位、事務所単位に、ある

いは出身県ごとに､全国津々浦々、縦横無尽に張り巡ら

されている。果たしてOB会には、これまでどのような

役割が期待されていたのだろうか､建設省が設置された

戦後から、建設省、運輸省が統合された21世紀初頭に

至るまでの約60年間を振り返ってみたい。

（イ）戦後

戦災復興のため国民一丸となって「追いつき追い越

せ」を標袴した時代である。経済活動の原動力となる電

力を確保するため、社会資本整備の中でも取分け「ダム

づくり」が強力に推し進められた。また、毎年頻発する

河川の洪水氾濫から、国民の生命、財産を守るため「川

づくり」に優先的に公共投資がなされた。

これらの土木公共事業は専ら直営方式で進められた

が、そこには組織の常として､役所の指導者層と職員団

体との間にいわゆる労使紛争が発生した。指導者層は、

公共事業をユムーズに展開していくため､職員団体と良
好な関係を保つことに最も心を砕いた。

こういった時代の要請を受けて、OB会には、職員、

OB相互の親睦､相互扶助､福利厚生といった役割を果

たすことが強く求められた。

3．緑のダム思想の歴史と将来展望

（1）官と民の協調姿勢が必要

この熱気溢れるフォーラムを目の当たりにして､今後

はやはり、官と民が対立することなく協調し合わなけれ

ば住民運動はこうは盛り上がってこない、と感じた。ま

た同時に､民が官にぶら下がっているだけでは又もや公

共事業批判が再燃する､だから民は積極的に｢企業市民」
O

として地域に溶け込み､社会貢献すべきだ､という思い。

を強くした

我々四万十活性化小委員会としては今後、 「官と学と

民と産の四者間を取り持つ接着剤に徹し､地域活性化の

*漣川会〒100-0005束京都千代田区丸の内1－1-2 JFEエンジニアリング(株）
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を正さず」だ。

（ロ）渡川会の存在意義を天下に示そう
（ロ）高度経済成長期

昭和39年の東京オリンピックをバネに未曾有の高度

経済成長が始まった。また、日本列島改造論が全国を席
巻した時代である｡数次にわたる全国総合開発計画では、

「国土の均衡ある発展」が高らかに謡われた。

役所側とされては､限りある予算を効率的に執行する

ため、事業評価､環境アセスメントなどの分析手法を駆

使して､公共事業の優先順位や地域間のウェイト付けを

定め、計画的に社会資本の整備を進めてこられた。

この様な時代背景から、省を挙げて､職員の資質の向

上､技術の習得が奨励され、OBにも更なる技術の研鎖

と後進の指導に当たることが求められた。

（ハ）21世紀初頭

戦後の発展を支えてきた組織･体制に制度疲労が見受

けられるようになり、抜本的な行財政改革が進められる

こととなった。その結果､建設省と運輸省とが大同合併

し､数兆円に上る公共事業を殆んど一手に所管する巨大

官庁「国土交通省」が誕生した。

時期を相前後して、長良川河口堰や吉野川第十堰､川

辺川ダムなどで「公共事業反対の大合唱」が膨涛（ほう

はい）として沸き上がった。これを教訓に、公共事業は

一重に役所側の独占事業ではなく、今後は､産官学民が

手を携えて、お互い了解づくで進めるべきものとされ、

「官」では「情報開示」「説明責任」「パブリックインボ

ルブメント」が推し進められた。

一方「民」では、建設市場が過度な競争場裏と化し、

橋梁談合事件や耐震偽装など社会倫理にももとる事件

を惹起したことの反省から、 「コンブライアンス（法令

の遵守)」 「企業の社会的責任(CorporateSocial

Responsibility)」などが声高に叫ばれるところとなっ

た。

こういった新しい時代の潮流の中で､国土交通省のO
Bには、 l専門家としてあるいは1企業人として、さら

には1市民として、地域住民と協働、連携しながら、社

会貢献活動､ボランティア活動を行うことが要請されて

いるものと思われる。

（2）渡川会での甲論乙駁

さて本論に戻るが、渡川会としては今後、四万十・流

域圏学会と連携して社会貢献活動に手を染めるべきか、

それともこのようなボランティア活動からは手を引く

べきなのか、さらには、当流域圏学会と連携するとした

場合は、団体賛助会員として入会すべきか、あるいは有

志が個人賛助会員として入会するにとどめるべきか､役

員会において何回となく議論が積み重ねられた。

主だった意見を整理してみると以下のとおりである。

これらの意見を総合判断して、結局は､渡川会有志が個

人賛助会員として本学会に入会することとなった｡現場

の生の声は、前述の理念に比べて相当乖離していた。理

念としての頭は白であっても､実践としての手足は黒で

あった。

（イ）圧力団体と疑われるのは避ける

折りしも橋梁談合の実態が白日の下にさらけ出され、

橋梁メーカーが社会の非難を浴びている。 「国土交通省

OBといえども今は､各民間企業に所属している身であ

る。 「OBが徒党を組んで事務所に変な圧力をかけてい

る」とあらぬ疑いを懸けられても困る、だから、入会す

るなら一個人のレベルの方が良くはないか。 「李下に冠

地域の活性化に大し｢今や公共事業は無駄だ、巷には

た波及効 った公共事業不用論が果も期待できない」とい

渦巻いているが、こと幡多、高幡地域においてはこの議

論は当てはまらない､こういった誤った世論を払拭する
ためにも渡川会そのものが社会活動を展開して､OB会

の存在意義を天下に示そうじやないか｡だから渡川会そ
のものが団体賛助会員として学会に入会すべきだ。

（ハ）波川会には人材が不足

そうはいっても渡川会の中には､現場での監督しか経

験のない者や建設機械の操作しか技術のない者もいる、

こういった者までが学会に入会するのは土台無理だ､学

会の高尚な議論に耐え得るような会員はごくごく少数。

だから､見識のある有志数名が個人の資格で入会すべき

だ。

（二)波川会は懇親団体であって社会貢献をする団体で

はない

渡川会の規約には、その目的として「会員相互の親睦

を深める」ことがはっきりと明記してある。戦後の直営

時代に培われた職員気質の名残りであろう。この規約を

楯にして「OB会（渡川会）はあくまでも懇親のレベル

に止めておくべきだ」という意見が大勢を占めた。

この意見の裏には、 「我々OBは豊かな自然とこまや

かな人情の中で､そこそこ不自由なく生活しているのだ、

何を今更社会貢献など煩わしいことをしなくたって｡活

動に伴う餐用も個人負担しかねる｡」という本音が見え

ないこともなかった｡身の丈に合った暮らしをしていく

だけで十分、という考えである。いわゆる「知足安分」

ということであろう。

（ホ）建設弘済会に余計な事務が増える

国土交通省には各ブロックごとに建設弘済会が置か

れているが、この弘済会は、OBの福利厚生や年金の給

付などの本来事務に加えて､OB連中のお世話もしてい

る。

そこで、渡川会そのものが学会に入会するとなれば、

その事務は弘済会がお世話することになるが､四国建設

弘済会にはこういった経験も無く、そのための要員も配

置されていない。余計な事務が増えるばかりだ。だから

「入会するなら弘済会に余計な負担がかからないよう

個人の資格でどうぞ」という意見があった。

その陰で｢今､公益法人に対する社会の風当たりが強

く、リストラの嵐が吹き荒れている、こういう時だから

こそ、弘済会に馴染む新たな事務を取り込んで､組織の

維持を図るべきじやないのか｣といった小さな声もあっ

た。

（へ）総合評価発注方式の加点要素になる

このたびの橋梁談合事件を契機に､官側は一斉に条件

付一般競争入札､総合評価方式へとシフトされた。この

総合評価においては､当該企業の経営健全度と技術力の

2要素しか評価の対象になっていない｡が、しかし今後、

前述の｢企業の社会的責任｣､｢企業のボランティア活動」

が普及してくると、この手の活動を展開している企業に

ついては、それを評価してあげる必要が生じてくる。

以上の議論を先取りして、 「OB個人の社会貢献活動

は企業の成果に帰属する訳だから､渡川会として入会す

るのではなく、 1企業人として入会すべきだ」という意
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見も開陳された。 壮大な社会実験に取り組んだばかりだが､何とかしてこ

の夢を中村､宿毛､梼原地区で実現させてみたいのであ

る。四万十流域圏学会の皆様には今後益々のご指導、ご

支援を切にお願いする次第である。

5．坂の上の雲

（1）もう1つのねらい

いろいろ賛否両論､議論があったところであるが、と

りあえず掴1I会の有志が流域圏学会に入会し､学会の中

で同志を募って｢四万十活性化小委員会｣が組織された。

本編や今回の解説編でこの小委員会発足の動機や｢ねら

い」については綾綾（るる）述べたところであるが、実

は、私にはもう1つの「ねらい」があった。

それは、65歳を超え「第2の人生」から「第3の人

生」に移行されるOBの方が再度､社会の第一線に復帰

できるよう、その「受け皿づくり」である。これだけ経

験豊かなOBが､地方の片隅に埋もれてしまうのはいか

にも勿体無い｡少子高齢化の時代､社会的にも大きな損

失である。健康にも恵まれ､家庭的にも後顧の憂いがな

い志の高いOBの方には是非､この小委員会の中に進ん

で入っていただき､社会奉仕をしていただきたいのであ

る。

福沢諭吉は「心訓」の中で「世の中で一番楽しく立派

なことは一生涯を貫く仕事を持つと云うことです｣と説

いている。また同時に「世の中で一番尊いことは人のた

めに奉仕して決して恩に着せないことです｣とも説いて

いる。

（2）究極の組織づくり

冒頭紹介した宿毛のフォーラムでは､シーニックバイ

ウェイで「地域おこし」を図っている先進事例として、

北海道の取組みが紹介された｡広大な北海道の平原をR

V車を駆って小人数で走り回る観光客をサポートする

ため、有限責任中間法人「シーニックバイウェイ支援セ

ンター｣なるものが組織されていることも併せて紹介が

あった。

私はこれを聴いて「はたつ！」と膝を叩いた。 「この

様な支援センターが幡多中村､宿毛でも組織できないも

のだろうか、もし組織できるようであれば、このセンタ

ーに｢第3の人生｣に進まれた志の高い国土交通省OB、

地域の有志､ボランティアグループの方々を再雇用でき

るのだが」と思ったことであった。

この夢が正夢になれば､閉塞感が漂う公共事業の世界に

「官」でもない「民」でもない新たな「公」が出現する

ことになる。新たな公的な会社を組織して、四万十かい

どう、お遍路みち、道の駅、四万十川、松田川、四国カ

ルスト台地などの公共空間を活用して､観光入込み客あ

るいはお遍路さん､家族旅行のグループなどに幡多、高

幡ならではのサービスを提供することが可能となる。こ

ういった「公の会社」が組織出来れば、必然的に新たな

雇用の場も生れ､地域の活性化にもつながるのではなか

ろうか！ こういったサービス機関の創設が私の｢坂の

上の雲」である。

別紙

四万十活性化小委員会会則

(名 称）

第1条 本会は四万十活性化小委員会とする。

(会 員）

第2条 本会は、四万十・流域圏学会の会員で、

かつ本会の趣旨に賛同する者を以って組

織し、四万十活性化小委員会メンバーは

(別表－1）のとおりとする。

前号にかかげるもののほか、四万十・流域

圏学会の会員で会長が加入を承認した者。

2

(目 的）

第3条 本会は､四万十広域観光推進協議会の主

体事業｢長期滞在型のリゾート地．四万十

観光交流空間モデル事業｣及び国土交通

省中村河川国道事務所,中筋川総合開発工

事事務所の事業の支援を目的とする。

本会の会議は、委員長が召集する。第4条

第5条 本会は次の役員を以って構成する

委員長 1名

副員委長 2名

幹事長 1名

監事 1名

2．委員長は、副委員長、幹事長、監事を会員の

中から選任する。

3．役員の任期は5年間とする。

(経 費）

第6条 本会の経饗は、寄付金その他の収入を以

って充てる。

2．会員は四万十・流域圏学に入会する事が必要

である。

(事務局）

第7条 事務局は四万十市内におく。

（付

第8条

則）

本会則は、平成17年12月 9日より施

行する。6．終わりに

私は､小委員会は当面第1のステップ、ゆくゆくは恒

常的な中間法人を組織し、幡多中村、宿毛、延いては梼

原を訪れる方々を地域ぐるみでおもてなしする、こうい

った組織が出来ないものだろうか､と考えている｡今は、
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＜諭文＞

水生植物を植栽した溜池の水質浄化に果たすユスリカ類の役割
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、要旨

水生植物植栽浄化法による実証試験において、窒素・リン除去の様構と水生生物の役割について検証した。実

験池に沈水植物、浮葉植物、抽水植物を移植して農業集落排水処理施設の処理水を導入し、水質浄化特性およ

び生物相を5年間継続調査した。本法における植栽植物は､浮遊生物､付着生物のみならず､水生昆虫、両生類、

爬虫類、鳥類など多様な生物の生息空間を確保し、場の生物多様性を高める上で大きな役割を果たすことを明ら

かにすることができた。これら水生植物の植栽により創出されたニッチに誘因・定着する水生動物は、それぞれ

の生活史を通じて窒素･リンの系外排除に貢献しており、個体としての除去量は些少ながら生物群としては窒素・

リン除去への貢献度が過小評価されてきたと考えられる。そこで本報では、同法におけるユスリカ類の貢献度

の評価を試みた。

本実験池における年間の除去量は窒素22,6009、 リン1,8009と評価された。この内、物理的な沈殿などによ

り池底質に留まる比率が窒素28％、 リン45％、植物に吸収され植物体として池内に留まる比率が窒素4％、 リ

ン15％、池の維持管理として植物体および藻体として人為的に系外排除される比率が窒素16％、 リン27％等と

見積もられた。また、実験池に高密度で出現する昆虫のユスリカ類に着目し、その羽化にともなう窒素・リン系

外排除に果たす貢献度を試算したところ、出現したユスリカ類3種（ウスイロユスリ力(dijronomuskiiensis)、

アカムシユスリ力(FrDPsiJocerusakamusi)､オオユスリカ(ChizonomusPJumosus))の3種合わせて窒素1.6%、

リン2.3％の比率を担っている可能性が示唆された。

＊千葉県立中央博物館環境科学研究科〒260-8682千葉県千葉市中央区青葉町955-2

.事筑波大学大学院生命環j癖斗学研究科〒305-8577茨城雌つくば市天王台1-1-1
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1． はじめに

生態工学を活用した環境修復技術')は、環境負荷が小

さく、消費エネルギーを抑えることが可能な持続可能な

浄化手法として近年注目を集めている2'。このような生

態工学手法の中で水生植物植栽浄化法は、水生植物を植

栽し、その植物が生長に資するために吸収する窒素・リ

ンを植物体の刈り取り除去により浄化することを基本原

理とする浄化法である3)。湿地の水質浄化機能を有効活

用することを応用した水生植物植栽浄化法については

様々な研究4)がなされ、フロート式水耕栽培浄化法5)や
バイオジオフィルター方式“8)、ビオパーク方式帥など

が実用化を目指し実践的な取り組みが成果川)をあげてい

る。

水辺に密接にかかわる生活史をもつ双翅目の昆虫、ユ

スリカ類については、水田や池沼'1'、浄水場'21、下水処

理場圏)、高架水槽'4)、プール'5)などさまざまな場所に生

息しており、主に迷惑害虫'6)として駆除に重点をおいた

検討'7)がなされてきた｡高密度で生息するユスリカ類は、

その羽化に伴い場の物質収支にも大きく影響を及ぼして

いることが報告'8．'9｡”されており、水質浄化に関連づけ

た検討2''221、発生予測23.24)などがなされてきている。本

研究ではこれらの点を鑑み、水生植物植栽浄化法の実証

試験施設において、窒素・ リン除去におけるユスリカ類

の果たす役割に着目した検討を行うこととした。

2．2生物調査方法

実証試験池の複合区に着目し、同実験池に生息するユ

スリカ類幼虫の種類および現存量を通年観察して評価し

た。営巣型のユスリカ幼虫については、実験池の付着生

物として、区画（コドラート）による調査を行った。実

験池内壁面から無作為に選定した10箇所において10cm

四方の区画を設定し、区画内の壁面に付着した微生物を

採取し付着生物試料とした。遊泳型のユスリカ幼虫につ

いては、実験池の浮遊生物として、プランクトンネッ

トを用いた採水法により採集・同定を実施した。無作

為に選定した実験池内の10カ所に直径83mのパイプを

複数回差し込み、各30リットルを採水してネット規格

NXXX25 (網目長径58"m)のプランクトンネットでろ

過・濃縮し、浮遊生物試料とした。小型付着生物および

小型浮遊生物は界線入りスライドグラスを用いて透過ノ

マルスキー型微分干渉生物顕微鏡による検鏡で、ユスリ

カ幼虫など大型生物は枠付き界線入りスライドグラスお

よびホールスライドグラスを用いて実体顕微鏡による検

鏡で、それぞれ生物種名を|司定し、その個体数を求め生

息密度を定量評価した。検鏡に際しては、採集試料の固

定および染色操作はいっさい行わず、採集後、保冷条件

にて検鏡室へ運搬し､検鏡に供した。また､遊泳生物（ネ

クトン）試料については、サーバネットによる水生昆虫

の採集を行い、捕獲された種の同定を行った。魚類につ

いてはセル瓶を用いたトラップ2刀を設置し、標識放流法

(ピーターセン法)”による個体密度の測定を行った。

2．方法

2．1実証試験方法

調査は地域資源循環技術センター（旧称：農業集落排

水協会）の生態系活用型処理施設検討のための実証試験

施設において実施した。調査地は、吉野川上流の中山

間地域となる高知県土佐町相川（北緯33度43分19秒，

東経133度31分55秒：世界測地系）に位置する。農業

集落排水処理施設からの処理水に着目し、水生植物を活

用した池や水路に同処理水を導入し、池や水路により形

成される生態系を有効活用して処理水に残存する窒素・

リンのさらなる除去を検討25“'することとした。

実証試験は、幅7m長さ20m深さ50cmの長方形型ため

池を4系列造成して実施した。同池は、それぞれツル

ヨシを植栽した抽水植物区、 ミントを植栽した有用植

物区、オヒルムシロ(Pofamogefonnafans)、セキショ

ウモ("IIjSnczragEanrca)、ササバモ（比胞m"clon

denfatuS)、ツルヨシ(Phzagmjfesjaponica)など複数の

植物を植栽した複合区、水面を遮光シートで覆った対照

区とした．ここに農業集落排水処理施設からの処理水を

処理水貯留槽経由にて定量ポンプを用いて流入させ、水

生植物を植栽したため池型施設における浄化能を検討し

た。なお、植栽に用いた水生植物は、全て実験地周辺か

らの移植であり、種遺伝情報の撹乱が憂慮される他地域

からの移植は行わないよう配慮した。

2．3浄化能評価方法

実証実験池の水質浄化能については、同実験地を管理

運営した高知県の収集した水質データ29)から算定した。

水質分析における測定項目および測定方法は以下に示す

とおりである. ss (浮遊懸濁物質) :ガラス繊維濾紙法，

BOD(生物化学的酸素要求量) :ウインクラーアジ化ナト

リウム変法. COD (化学的酸素要求量) : 100℃における

過マンガン酸カリウムによる酸素要求量法, TN (全窒

素） ：銅．カドミウムカラム還元一ナフチルエチレンジ

アミン吸光光度法,畑4-N(アンモニア性窒素) :インドフェ

ノール青吸光光度法,NO2-N (亜硝酸性窒素) :ナフチル

エチレンジアミン吸光光度法, NO3-N(硝酸性窒素) :銅．

カドミウムカラム還元一ナフチルエチレンジアミン吸光

光度法, TP (全リン) :モリブデン青（アスコルビン酸

還元）吸光光度法, PO4-P (リン酸態リン) :モリブデン

青（アスコルビン酸還元）吸光光度法，水温，気温、降

水量。また、植物の生長を記録し植物体含有の窒素．リ

ン量を定期的に定量し、実験池内に植物体として保持さ

れている窒素・リン量および刈り取りに伴い系外排除さ

れる窒素・リン量を定量化した。
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3.結果および考察

3．1水質分析

実証実験池は5年間稼働され、毎週1度の水質測定を

実施")した。この内、ユスリカ類に着目して集中的な

生物調査を実施した2002年度の窒素・リン濃度に着目

すると、流入水は農業集落排水処理施設からの処理水を

使用するため、全窒素では14.4（10.8～23.4)m9．1-1、

全リンでは1．52（1．13～2.26) m9．1~'であった。窒素

形態については、 l～7月上旬まではアンモニア性窒素

が優勢で、夏期には亜硝酸窒素および硝酸性窒素が優勢

となり11月下旬より再びアンモニア性窒素が優勢となっ

た。流出水は、全データの単純平均として全窒素では実

験区流IH水は7.2mg・1-1、対照区では12．4m9．1~lで

あった。同様に全リンでは実験区流出水は0.94mg･1~'、

対照区では1.34mg．l~'であった。また、実験池の流入

部と流出部に設けた流量計にて常時監視29)した流量は、
流入水量で実験区11.5（3.8～22.4）㎡・日－1、対照区

9.8（4.0～35.3）㎡・日一'、同様に年間平均流出水量は

実験区11.4（1.8～25.7) In3･日－1、対照区7.7 (3.9~

32.9) In3･日－1であった。実験区・対照区ともに流入水

量と流出水量に差違が生じているが、これは蒸散による

影響であると考えられる。同流量から算定した滞留時間

は実験区4.7（2.2～12.0） 日、対照区2.2（0.5～4.6）

日であった。

水質項目について、流入負荷愛および流出負荷量を月

別に算定し、次式より除去速度を算出した。

除去速度(9．m-2･日~i)=流入負荷量(9．mデ2．日-｣）
－流出負荷量(9．m~2･日~')

ただし、流入負荷量＝流入水質×流入水量一降水量×

降雨濃度

流出負荷量＝（流入水量十降雨水量）×流出濃度

その結果､窒素除去速度は､実験区0.45(0.28～0.68)g･
賑・日－1、対照区0.12（0.08～0.18) 9･㎡・日－1で

あり、実験区が対照区に比較して有意に窒素除去速度が
高いことが確認された(Paired-ttest :t=4.18, 11df，

p=0.0249)。同様にリン除去速度は、実験区0.03 (0.02
~0.04) 9．が．日一'、対照区0.01 (0.01～0.02) 9･

m弘・日－1であり、窒素同様に実験区が対照区に比較して

有意にリン除去速度が高いことが確認された(Paired-t
test: t=4.90, 11df、p=0.0163)。

これらの水質分析解析結果から、除去総量を算出する

と実験区では窒素22,6009、 リン1,8009が1年間に除去

された総量と評価される。一方、植栽の無い対照区にお

いても窒素6.3009、 リン8009が除去されており、これ

は沈殿などの物理的作用により実証試験施設内に留まる

ことにより除去されたものと推定される。

とおりである。この図からセキショウモやササバモなど

沈水植物、浮葉植物オヒルムシロに比較して抽水植物ツ

ルヨシが窒素含量3.5％、 リン含量1.9％と低くなって

いることが明らかである。しかしながら、ツルヨシの含

水率は45％と低く、かつ実験区内の生育現存量も乾燥重

量で26kgと最も高いため、実験区内に生育する植物体

現存量の比較においては、窒素4109, リン2209と最も

高い値を示すことが確認された。これは、ツルヨシが地

下茎に多くの養分を蓄積すること、本検討が植物体を刈

り取る際に対象とする地上部のみならず地下茎をも包含

した評価であることなどによるものである。また、実験

区には糸状性緑藻類やアオウキクサが異常増殖したが、

これらが水面を被覆すると沈水植物の生育に大きな影響

を及ぼすことが懸念されるため、定期的な除伐を行い、

定常状態を維持する管理を実施した。このため実験区か

ら除去されたアオウキクサおよび糸状性緑藻類について

も実験区に生育する水生植物同様に窒素・リンの評価を

実施した。その結果、これら除去した植物体の窒素含量

は7.9％、 リン含量は1．1％、含水率は87％、除去総量

は乾燥重量で60kgであり、これは窒素総量として5,2009、

リン総愛として1,0109に相当することが明らかとなっ

た。

3.3付着・浮遊・水生昆虫・遊泳生物の特性解析

付着生物相は、 1999年の実験開始当初から経時的に種
類数、現存置ともに増加し2002年には安定した季節変
化を呈するようになった。2002年には、 1cmzあたりの
総細胞数および出現種数が実験区で、付着藻類が春期に
10,000･cm-磐・21種、夏期、秋期、冬期にそれぞれ、7,700･
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仲間が合計11種出現し、これら出現したトンボ類は全

てが止水性種であったことが特徴である。また、本実験

区において特筆すべきはゲンゴロウの成虫を確認するこ

とができたことである。本種はオモダカなどの水生植物

に産卵し繁殖することが知られる仲間である。実験区に

はオモダカ類が生息していないため繁殖は困難かと思わ

れるが、実験区から地理的に近隣に位置するヒルムシロ

が繁茂した農業用ため池にゲンゴロウが確認できたこと

から、このため池からの飛来個体であると考えられる。

ゲンゴロウは有機汚濁には耐性が高いものの頻繁に甲羅

干しをするため、その場所を確保する必要があることが

知られている。ゲンゴロウ成虫は水中で越冬し寿命は2

～3年であるため、同一個体が観察されているのみであ

れば翌度以降、繁殖が成功しなければ出現しなくなる可

能性も高いと考えられる。植栽したヒルムシロが活着し

繁茂する環境を維持できればケンゴロウのような産卵繁

殖の条件が限られた仲間についても定着させることが可

能になるものと考えられる。また、タイコウチの幼虫が

確認できたことから本実験区において繁殖していること

が明らかであるが、実験区内では死亡した状態のタイコ

ウチの幼虫が複数採集された。これは、タイコウチの幼

虫が遊泳不得手であり水深1～2cmの浅い場所がないと

生育困難であるから溺死したものと推定できる。生物多

様性を高める上で浅い場所の創出などがきわめて重要で

あることを示唆するものである。また、本実験区では、

イネを食害する害虫として知られるキリウジカガンボ

(npulaaino)の出現も確認されている。生物多様性が高

まると同種のような人間生活にとっては負の要因を持つ

生物が出現することも避けられない－面である。しかし

ながら、場の生態系が成熟し安定していれば、耕作商品

作物に危害を及ぼす種の出現も、潜在的な生態系の収束

力により特定種の異常増殖を抑制可能であると考えられ

ている。むしろこうした生態系の安定に起因した収束力

を大きく発揮させるためにも、スケールメリットを発揮

させうる広域な管理が望まれる。

遊泳生物については、魚類を対象にしたセル瓶を用い

たトラップによる標識放流調査において、実験区で捕

獲できた魚類はコイ科のモツゴ(ZeudobozaParvva)の

みであった。また、標識放流法を適用するには対象と

する魚類の生息密度が低く、標識後に再捕獲された個

体は皆無であり定量化は不能であった。しかしながら、

モツゴの生息密度が著しく低いことを確認することが

できた。対照区では魚類の生息は全く認められなかっ

た。湛水から既に4年を経ているため、魚卵の自然移入

が見込まれたが、実験開始4年目では魚類相は極めて貧

弱であり個体密度も著しく低いものと推定される。生

態系を活用し食物網を複雑化させ系の安定を図る上で

は、放流先河川に生息が確認されているトウヨシノボリ

(Rhincgobiusbruxmeus)やドジョウ(MIsfimmusfbssiIjs

anguiIIicaudafus)を積極的に導入することも視野に入れ

た検討が必要になるものと示唆される。

cIn~2･14種、 13,000･cIIf2･20種、21,000･cm毛．31種

と推移、同様に付着性動物相については、春期に3,500.

cm屯．23種だったものが、夏期、秋期、冬期にそれぞれ、

2,800°cm-2･22種、5,900．c耐魁･24種、9,600･cm~z･
28種と推移し、2001年までの値と比較して年間偏差が

小さく安定していた。これは実験池壁面に形成される付

着藻類相が実験開始4年を経て安定期に達したことを示

唆するものである。通常、新規に形成された水界生態系

では、特定の生物の現存量が爆発的に増大することが認

められ、追ってこの生物を捕食するような天敵の出現に

より再び現存量が劇的に減少する、さらに食物源の減少

により捕食者の現存量も減少して、再び被食者の現存壁

が増大するというような現存量の振動現象が知られてい

る30)。これらの現存量の振動現象の周期は対象生物の比

増殖速度に依存することが知られている31)。本実験池で

も1999年に実験を開始して以降、付着生物現存量は増大

傾向にあったものの、現存量の減少傾向を経て、2002年

には安定した現存量を維持できるようになり、実験池内

において形成される生態系が安定化しつつあることを示

唆するものである。対照区では、遮光していることに起

因して付着藻類の現存量は著しく低く、出現生物の種多

様性も低く抑えられていた。優占種は珪藻類のCymbcIIa

frugidula (クチビルケイソウの仲間)、NrtZchiaPalea (サ

サノハケイソウの仲間)、緑藻類のOedogoniumsP. (サ

ヤミドロ)、繊毛虫類の”rlrcellaconva"azia (ツリガネ

ムシ）などであった。

浮遊生物相に着目すると、実験区においてlm1あたり

17種・13,000細胞の藻類、 11種・89個体の動物性プラ

ンクトンが観察され､対照区の同8種･6,000細胞の藻類、

5種・21個体の動物性プランクトンに比較して実験区で

対照区よりも生物多様度が高まった。優占種は、藍藻類

APhanocaPsasp．および藍藻類IJzngbyasp. (サヤユレ

モの仲間）である。しかしながら、細胞の大きさを考察

すると実際に実験池を占拠する勢いで優占していたのは

緑藻類の正迩,dmdiC@'on産薗culatum(アミミドロの仲間）

であった＠本種は浮遊性ではないものの、実験池全面に

繁茂し、マット状の群体を形成しており、その破片が浮

遊状として計測されたものと考えられる。また、珪藻類

AuJacoseimaSp. (二セタルケイソウの仲間）および珪藻

類班fzchiaPa胞司 （ササノハケイソウの仲間）も通年出現

し現存量も高い仲間であった。珪藻類今meamulna (ハ

リケイソウの仲間）など付着性の種が浮遊性として採集

されているが、これは着生していたものが剥離し計測さ

れたものであると考えられる。

水生昆虫では、実験区において表1に示すとおり5目

20科31種の水生昆虫が確認された。止水環境である池

沼では、一般にタガメ、タイコウチ、 ミズカマキリ、 ミ

ズムシなどに代表される半翅目、ゲンゴロウ、ガムシな

どに代表される鞘翅目、ヤゴの仲間として知られる蜻蛉

目などの仲間が多い32)ことが知られている。本実験区

においても上記の傾向が確認できた。なかでも蜻蛉目の

－38－



表1：水生植物植栽浄化施股に出現した水生毘虫相
を、アカムシユスリカ幼虫1個体は窒素196似g、 リン

19.6"g、オオユスリカ幼虫1個体は窒素294"g、 リ

ン29.4"gをそれぞれ羽化により実験池から系外排除

することに貢献していると見積もることができる。ウス

イロユスリ力では実験池壁面に付着した円筒型巣の密度

が100Cm2あたり80個体､実験池底面で同3個体であった。
営巣しないアカムシユスリカでは、実験池表面積100cmg

あたり60個体であった。池底にU字型やJ字型の巣穴

を形成して生息していたオオユスリカは100c㎡あたり

13個体であった。このことから、ウスイロュスリ力で

は実験池の池側壁面に86,000個体、池底面に42,000個

体で合計128,000個体、アカムシユスリカでは水面積

140㎡換算で840,000個体、オオユスリカでは面積140m2

換算で182,000個体が最大生息数と見積もられる。ここ

で、年間世代数を春から秋まで出現するウスイロユスリ

力で6回、冬期のみに州現するアカムシユスリ力で1回、

4．6．10月の年3回の羽化が確認されたオオユスリカで

3回として、先の窒素・リンに換算すると、ウスイロユ

スリ力では窒素909．年~』、 リン99･年~jを、アカムシ

ユスリ力では窒素1689.年~』、 リン179･年~'を、オオ

ユスリカでは窒素1079･年~'、 リン169．年~'をそれぞ

れ実験池から系外排除することに貢献していると計算す

ることができる。両種を合算すると年間最大値として窒

素3609, リン429がユスリカの羽化により系外排除なさ

れていると算定することが可能である。

これまでの研究により、ユスリカ類が体内蓄積してい

る窒素・リン含量は変動する3，)ことが知られているため

本試算値は指標と考えられる。ユスリカ類が浄化に果た

す役割を検討する上で、試算された値をもって総合評価

を検討することとした。本実験区は先の水質浄化能解析

により年間除去総量が窒素22,6009、 リン1,8009と見積

もられている。すなわち、ユスリカ3種による窒素・リ

ン浄化最大見積もり量は、図2に示すとおり総浄化盆に

対して窒素で1.6％、 リンで2．3％に相当する鐘となる。

実際には、ユスリカの全個体が羽化に成功する訳では

なく、魚類などの高次捕食者に捕食され現存量を低下さ

せること、羽化に失敗して死滅することなどで多くの幼

虫が失われることが知られている。霞ケ浦では、底生性

のギンプナやハゼ類などが動植物プランクトン、稚魚、

エビ幼生、イサザアミ、 ミミズ類と併せ、ユスリカ類も

捕食しており、4-5月を除外した1年中消化管内にユス

リカが見いだされること38)が知られている。特にハゼ類

にチチブおよびテナガエビがユスリカ幼虫を好適な食物

源としていること』0)、諏訪湖における動物プランクトン

食魚であるワカサギの消化管内のユスリカ類の湿重愛組

成が31-99％にも達すること37}などが報告されている。

また、カイミジンコもユスリカ類を捕食することが報告

41）されている。このようにユスリカ類を捕食する生物の

生息密度が高い場所においては4齢幼虫が成虫に羽化で

きる割合は約20％にすぎない37!という報告もなされて

いる。本実験池に生息するモツゴの消化管内容物を精査
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3.4ユスリカ類の種類と浄化に果たす役割

ユスリカ類については、その多くの種で幼虫が水棲で

あり、生息域や生態が極めて多様で世界中から約10,000

種が報告され、 日本でもおよそ,,000種が記載されてい

る331．ユスリカは近縁の仲間であっても種により生息

環境により個体サイズや食性、出現季節、年間世代交代

数などの生活史が著しく異なり34)、植生とも密接に関

連している35'36)ことが報告されている。このため一般

論として論ずることは困難であるが、本実験区において

はユスリカの仲間としてユスリカ属のウスイロユスリ

"(ChjmnomuskiiensiS)、オォュスリヵ(chirbnomus

PIumosus)、アカムシユスリ力属のアカムシユスリ力

(RDPsilocerusakamusr)の3種の生息が確認された。こ

れら3種のユスリカに着目して窒素・リンの持ち出し効

果について検討を試みた。

四齢幼虫の体長をウスイロユスリ力12m、アカムシユ

スリ力20mmおよびオオユスリカ30mm37)、ウスイロユス

リ力、アカムシユスリ力およびオオユスリカの四齢個体

湿重量をそれぞれ6mg、 1omgおよび15m938)、B種の体内

成分を窒素103mg･ (dry)g~!、 リン10.3mg･ (dry)9~!と

見菰もり36)、乾重．湿重比を0.1937）と仮定するとウス

イロユスリカ幼虫1個体は窒素117"g、 リン11.7"g

－39－
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つながり、食物網の複雑化、系の安定化、外圧に対する

自己修復力の増大化を可能せしめるものであると考えら

れる。このような背景から、水生植物植栽浄化法の適用

にあたっては、導入当初から大規模な導入を実施するこ

とが重要であると考えられる。

したところ、ユスリカ類の捕食を確認することはできな

かった。このため霞ヶ浦や諏訪湖などのようにユスリカ

類を好適な食物源とする魚類が多数生息する水域に比較

するとユスリカ類の高い羽化率が達成されており、先の

試算値に近いユスリカ類の羽化に起因した窒素・リンの

系外排除効果が発揮されているものと考えられる。実際

に下水処理場の塩素混和池ではアカムシユスリカが積層

化して高密度に生息し、その生息密度はコンクリート壁

面lcm魁あたり11,000個体に達するという報告'刀もなさ

れている。また、幼虫の摂食活動に起因した窒素・リン

の水中への回帰など、浄化と逆に富栄養化を促進するは

たらきも指摘37)されている。同時に、幼虫による潜掘が

底質に酸素供給を促し底質中の窒素・リンの溶出に影響

を及ぼすなど、さまざまな要因が複雑にからみっている

ことも事実である。開放系において精度高く評価するこ

とは困難と考えられるが、ここで得られた結果は可能性

として見積もられる最大値であることに留意する必要が

ある。以上の如く、ユスリカ類が、水生植物植栽浄化施

設において窒素・リン除去に及ぼす貢献度を逢的に評価

できた。

なお、図2においてリンに比較して窒素でその他の比

率が51％と大きいのは脱窒反応により窒素ガスとして消

散した分が包含されているためであること、また、 リン

については沈殿等の比率が“％と大きくなっているが、

これはリン蓄積菌等による菌体内保持が包含されている

ためではないかと考えられる。このような特性を有する

本浄化法のスケールを考慮した概念は図3に示すとおり

である。すなわち、小さな面積にて水生植物植栽浄化法

を適用しても、ひとたび被植栽植物を食害する害虫が発

生すると植栽が壊滅的な打撃を受け自然治癒不能に陥る

可能性がある。しかしながら広大な面積で植栽を実施し
た場合には、これら植物が創出する生態系ピラミッドの

底辺が広がり、このことが食害をもたらす生物の天敵を

誘引定着化させうること、換言すればピラミッドの積層

を高め、場に生息する生物現存量の総量を高めることに

4°まとめ

高知県土佐町相川にて実施された水生植物植栽浄化法

の浄化施設における生物相調査により、同法において植

栽した水生植物が創出するニッチに生息空間を見いだ

し定着した各種生物の実態の一部を明らかにすること

ができたが、得られた結果は以下のようにまとめられ

る。1）本実験区において1年間に除去された総量は窒

素22,6009、 リン1,8009であること、同時に対照系の評

価から、このうち窒素6.3009(28%)、 リン8009(44%)

が物理的沈殿などにより場に留まった分、すなわち植栽

した植物が直接寄与しない分であることが明らかとなっ

た。2）植栽した植物の生育に伴い植物体として実験区

内に保持されていた窒素・リン量は、それぞれ1,060

9 (47%)、4409 (24%)であること、維持管理によ

り実験区から人為除去された植物体由来窒素．リン量
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は、それぞれ4,1209 (18%)、 1,0109(56%)であるこ 参考文献

とが明らかとなった。3）実験区において高い現存量を l)岡田光正他緬(1999)環境保全．則出のための生態工学，
示した3種のユスリカ（ウスイロユスリ力、アカムシユ 丸善，東京．

スリカ、オオユスリカ）については、その羽化により系 2）稲森悠平，西村浩，須藤隆-(1998)生態工学を活用し
外排除された窒素・リン量の最大見積もり値は、それぞ た水環境修復技術の開発動向と展望,用水と廃水,40(10)
れ3609 (1.6%)、429(2.3%)であると評価された。4) 7～18.

水生植物植栽浄化法では、これまで植物体に保持蓄積さ 3)縣和一，宋祥1II (2002)水rr沖化と水辺の修餓,146pp.
れ、刈り取り収穫管理により窒素・除去がなされると評 ソフトサイエンス社．

価されてきたが、その全体に占める比率は3分の1以下 4)岡田光正：湿地(WeUand)の水質浄化機能，水環境学会
であることが明らかとなった。5）水生植物植栽浄化法 誌, 17(3) 142～148(1994)

では、ユスリカ類の他にも、数多くの水生生物が生息場 5）高柳正弘,林紀男,桑原享史(2003)エコシステムとして
所を得ており、これら多様な生物が食物網を通じて、水 のフロート式水耕栽培浄化技術の開発と評価．日本水環境
生昆虫のトンボ類などのヤゴの羽化などを通じて、また 学会シンポジウム神戸

オタマジャクシの成熟してカエルとなり陸生化すること 6)尾崎保夫、長峰徹昭、高砂裕之：有用植物を用いた農業集
を通じて、それぞれ場の物質循環に大きく関わっている 落排水二次処理水の高度処理,用水と廃水,43(4)318-322
ことが推察された。農山村には一般に河川などの流水環 （2001）

境は豊富に存在するものの、止水環境に乏しい場合が多 7）尾崎保夫：有用植物を用いた生活排水の黄源循環型浄化
ぃ。水田や農地潅概用のため池がその任を果たす場合も システムのUM発一合併処月l鮴化椚の処理水を水耕培韮液と
多いが、水田は年間を通じて湛水されている環境ではな した新たな取り組み－，農業および園芸， 76(4)490-496
ぃ。このためアキアカネのように水田耕作の周期に完全 (2001)

同調させた生活史を有するもの以外にとっては、水田も 8）阿部薫：植物一泌材系水路による付加価値型水質浄化，農
止水環境として安住の地とは言えないのが現状である。 業電化, 54(4)2-7 (2001)

近年の圃場整備の進展に伴い乾田化、水路の乾燥化がま 9)中里広幸：植物の水耕栽培で水を浄化する総合システムビ
すます進行しており、水田のまわりに数多く存在してい オパーク方式，杣物による理境fLMI低減技術5 (株)エヌ・

た湿った環境やため池などが消失しつつある。こうした ティー・エス（2000）

湿性環境の喪失は、タガメなど水際の湿った環境の石や 10)北詰昌義，野口俊太郎，島多義彦，倉谷勝敏：人工湿地
落ち葉の下で越冬する昆虫類の生活の場を奪い、止水環 による水質浄化，用水と廃水,40(10)51～57(1998)

境に依存した生活史を有する昆虫類のほとんどが姿を消 11)近藤繁生,橋本碩(1978)農業用溜池の水質と1スリ
してしまっているのが現状である。本調査において、た 力敷の稲多様性について,McdicalEniomologyand
め池型の実験池が水生昆虫に止水環境として生息空間を Zoology,29(1),29.日本衛生動物学会．

創出し、場の潜在力に応じて生物種の誘因効果を発揮す 12)松澤みちよ，谷崎樹生,中本信忠,平林公男(2002)浄水
ることが検証できた。水生植物植栽浄化法を巾山間地域 場ろ過池に生息するユスリカ幼虫数の季節変動,Medical
に適用するにあたっては、植栽区が創出する生物生息空 EntomologyandZoology,53(2),112.日本衛生動物学会．
間を周辺環境と有機的に結び付けて活用できる様に配慮 13)緒方一喜,佐々学,小崎敏弘(2000)ある下水処理場に
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＜論文＞（ポリシー・ペーパー）

アジアモンスーン地域･沖積平野の地下水利用と保全政策の比較

一(その1)基本的な枠組み･関東平野の地下水と保全政策一

辻 和毅＊

Comparativesmdyofgmundwateruseandpreservationpolicyontineanuvialplams,mMonsoonAsia

-(Partl)BasicFrameworkofthesmdyontheKantoPlain,CentralJapan-

K""U賊恥uji"

*FUjiGroutingEngineeringCo.Ltd.,2-9-29,Daimyo,Chuoku,Fukuoka,810-0041,Japan

Abstract

Thispapercomprisesacomparativesmdyofgroundwateranditspreservationponcyonthealluvialplainsm

monsoonAsia,suchasHanoi,MekongDelta,HoChiMmhandChaoPraya.ThePartldealswiththeKantoplamm

centralJapan,whichhasundergonegoundwa rhazardsmearlierstageduetoexcessiveabstractionofgoundwateI:

Consequentlythemeasuresandpoliciestomitigatethehazardshavebeenexpeditedmrlongtenn・SuChpmcedureand

fameworkoftheeXperiencesarehistodcallyintegratedfomtheviewpomtsofgeohydrology,groundwateruse,hazards

andpreservation.A5naloutcomeofthepaperaimstoprOposeasustamablemanagementpOliCyscenarioofgroundwater

resourcesapplicabletotheotherAsianplainsmhlture,thoughregionalconditionsarepreciselycontemplatedlatert

KWwor(k:monsoonAsia,alluvialplain,Kantoplam,goundwaterhazald,regulations,preservationpoliCy

産活動が活発に行なわれている。そのため地下水が多量に利

用されて社会の発展に寄与してきている。その反面、近年地

下水の過度の汲み上げにより各種の地下水障害が発生して

関係者がその対策に心を砕いていることも共通している。

本論をとりまとめるに当たって、基本的な視点を体系化す

るためまず日本の代表的な平野である関東平野を選び､その

地下水の状況、および保全への取り組みを整理し、論点の枠

組みを構築したうえで他との比較検討を行なう。なぜなら、

関東平野では地下水の開発の歴史が古く、その後の地下水障

害が他地域に先行して発生した。このため、障害を回復する

ための対策をすでに実施済み、あるいは実施中である事例を

数多く学んでいる。それらの事例には成功例と失敗例がある

が、その両面から他地域と比較するうえで参考になる点は多

いと考えるからである。

今後本論の考察をもとに各平野の地下水に係る問題をさ

らに深く比較研究することによって､地下水を将来も有効に

利用してゆく管理運営のための政策のシナリオを提示する

端緒が開けるものと考える。

1．本論の目的

本論は､アジアのモンスーン地域における沖積平野の地下

水保全政策について比較研究を試みたものである｡数多い沖

積平野のなかで、代表的なハノイ平野、メコンデルタ、ホー

チミン平野､チャオプラヤ平野を取り上げた。これらはいず

れもユーラシア大陸の縁辺に位置し､人口が集中する平野で

ある｡まずそれらの地域の地下水の現況という自然側面を概

観し､地下水の利用とその障害、さらに地下水保全の政策と

いう社会的側面に焦点を絞り､その相違点を比較しながら今

後地下水資源を有効に活用し、管理･保全する施策の方向性

とシナリオについて考察している。

東南アジアではインドネシアやフィリッピンなど島嘆部

にも沖積平野は存在するが､帯水層を含む地層は新しい地質

時代に噴出した火山砕屑物を挟むことが多く、ここに抽出し

た平野とは地質の成り立ちが異なるので本論中には取り上

げない。

モンスーンは季節に応じて定期的に一定の方向から吹く

風の意味である｡モンスーンはその地域に乾期と雨期をもた

らすため､年間を通して安定した水資源を供給する際に大き

な影響を与える｡ここでは水資源の一つである地下水が乾期

や渇水時において果たす重要な役割についても考える。

これらの平野はいずれもモンスーンの影響を授けながら、

基本的には湿潤地域を流域にもつ大きな河川の下流域に位

置している。その形成の地質や地形発達史と現在の形態は

様々だが、地質時代や帯水層構造を含め共通する点が多い。

一方、これらの平野には人口が稠密で、農業や商工業の生

2．基本的な現状の認識と課題

ここに取り上げた平野について地下水問題を取り上げる

場合､次のような現状と課題が指摘できると思われる。まず、

現状は以下の通りである。

①地下水はモンスーンアジアにおいて、特に人口が集中

する沖債平野において、安全で清浄な水資源として貴

重である。

*不二グラウトエ業株式会社調査部810.0041福岡市中央区大名2－9－29
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る。海岸部には埼玉、千葉、神奈川各県と東京都があり、内

陸部に茨城、栃木、群馬の各県に約40百万人の人が住んで

いる。他の平野と比較する場合の目安として、広さは東京か

ら平野の最上流の前橋までほぼ100kmであり、その標高差

は100mほどである。この地形勾配はほぼ1/1000に相当す

るが、他の平野と比較すると10～40倍となりかなり急であ

る。関東平野の年間降水量は1470mmで、6月の梅雨と7

月～9月の台風襲来時に集中し冬季は少ない。

3.2水理地質

関東平野の地下には新生代の中期以降､急激な沈降が始ま

って大きな堆積盆地が形成され､古生代以降の基盤岩の上に

堆積物が2000～3000mも厚くたまった!)。これらの海成堆

積物が三浦層群や上総層群と呼ばれる地層で天然ガスやか

ん水を含んでいる。新生代後期になると、堆積盆の沈降の場

は平野の中心に北上し、浅海性から内湾性の地層となる。そ

の末期には大規模な海進により､堆積盆は急激に埋積されて

いった。これらは下総層群と呼ばれ､地層は礫を含む砂層や

粘土層の頻互層で､良好な帯水層となっている。その厚さは

最大で400～500mである。

3.3関東平野の地下水開発と利用

関東平野における大規模な地下水開発は､京浜臨海地域で

工業用水の取水から始まった｡それは第二次世界大戦以前か

ら始まっていたが､とくに取水量が増加するのは戦後である。

取水は下総層群やそれ以浅の帯水層が対象であった。また、

1951年から東京や千葉で上総層群に含まれる大量のかん水

が揚水され天然ガスが採取された価9. 1)2)。上位の淡水の
地下水と下位の天然ガスかん水の二つの地下水が多量に取

水された結果､地盤沈下と塩水浸入の地下水障害が発生した。

現在の地下水利用は､関東平野の範囲で正確な数字は把握

しにくいが､山梨県を含めた関東圏における近年の利用量は、

②地下水は必ずしもすべての平野において水資源のなか

で量的に大きな割合を占めるものではないが、生活用

水については地下水に対する依存度は非常に高い。

③平野では河川水が主要な水資源となっているが、河川

は乾期と雨期による季節変動があり、予期せぬ渇水が

到来し、また水質の劣化によって供給面で不安定さを

伴う。

④河川水は貯水池の建設や配水の施設、加えて水質浄化

のコスト面から供給に至るまで多額の投資が必要で、

また実施までに時間がかかる。

⑤その点、地下水は地下水が賦存する沖積平野において

は、渇水年や乾期でも安定した水資源として利用価値

が高い。しかも供給地と消費地が直結しており、比較

的安い投資で効果がすぐに現れる利点がある。潅概農

業用水は大規模な水源を必要とするため、別の考え方

が必要である。

⑥また、水質が比較的よく、季節を通して水温が安定し

ている利点がある。

⑦井戸を掘削して地下水を利用する際、水利権や法律的

な問題が比較的少なく利用しやすい。

次に、課題は、以下の通りである。

①その一方で、とりあげた平野では近年過剰な地下水開

発により種々の地下水障害が発生している。

②その障害のありようは地域によって様々だが､将来も

持続的に利用するため、地域それぞれで現在対策に

苦労している。

③対策の政策立案の基本となる法律や指針の整備は､各

国で足並みが揃っていない。

したがって、これまで経てきた日本の経験と施策を基

本的視点として、取り上げた地域をいろんな面から比較

検討して、モンスーンアジアの地下水資源の現況と問

題点を整理することは有用である。日本の経験は上記

の3点の課題の軽減に役に立つと思われ、次のように
要約される。

①日本はいち早く産業が発展し人口が増加した。特に

第二次世界大戦後地下水の開発とのちに発生した

地下水障害を他に先行して経験した。

②現在、 日本ではこれらの障害に対して対症療法的な

規制の段階を過ぎ、環境保全の一環として地下水管

理と有効利用に積極的に取り組む段階にきている。

その結果を組み入れて今後適正な管理方策を考え

ていけば、地下水を将来にわたって持続的に安全に利

用していくため、共通する施策の方向性とシナリオが

浮かび上がってくるのではないかと思われる。同時に

その際地域性に配慮することは必須である。

以下に、まず関東平野を取り上げ、地下水の開発、障

害の発生とその軽減や克服の歴史的変遷を整理する。

…
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生活用水は関東平野の海岸部（埼玉、千葉､神奈川各県と東

京都）で148万m3/日、内陸部（茨城、栃木、群馬、山梨

各県）で118万m3/日で、合計266万m3/日である3》・生

活用水に使用する地下水の､全水資源に対する依存の度合い

は海岸部で12.3％、内陸部で42.5％となり圧倒的に内陸部

で依存度が高い3)｡同圏全体では地下水利用は水資源全体の

19.1％を占め、全国平均の12.5％より高い。

3．関東平野

3. 1地域の概況

関東平野は日本列島のほぼ中央に位置し、1都5県に跨っ

た日本で一番広い代表的な平野である。平野は東西に約75

km、南北に約75kmの拡がりをもち、約5500kmgの面積であ
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3.4関東平野の地下水障害一地盤沈下と塩水浸入

戦後の産業復興とともに水需要が急増し､地下水も例外で

はなかった。とくに京葉臨海地域では、深さ30～40m以浅
の不圧帯水層とより深い（深度400mまで）被圧帯水層か

ら地下水が揚水された｡加えてさらに深い被圧帯水層から天

然ガスかん水が揚水された｡その結果これらの帯水層の地下

水位は大幅に低下し､挟在するシルト層や粘土層が圧密沈下
を起こし、地表面が沈下する地盤地下が発生した｡江東区な

ど東京や千葉の湾岸では、いわゆる“ゼロメートル地帯”が

出現し、ビル建物や井戸の抜け上がり、洪水と高潮による冠

水を被災した｡東京の江東デルタ地帯だけでも堤防のかさ上

げや水位調節のための樋門の建設など､復興にかかった費用

は官庁と民間を合わせて820億円以上にのぼる膨大な額で

あった4>・

耐9.2は日本の代表的地点における地盤沈下累積量の20

世紀100年間の経年変化を示している5)。非常に簡潔な図

だが、関東平野を含めて日本の地下水開発の“生き証人”と

して重要なことを語っている。

よる大規模な高潮災害で､ようやく地下水規制の動きへと具

体化した。 1960年代、産業の復興と共に再び地下水の揚水
が始まり､地下水位が低下するに従って地盤沈下は急速に進

行し、社会問題となった。その結果、 1956年の工業用水法

（1962年改定）と建築物用地下水の採取の規制に関する法

律（通称ビル用水法、 1962年)の制定によって、京浜、名古

屋､大阪などの指定地域の地下水揚水は規制されたが､すぐ

に実効はあがらなかった｡これは地下水から河川水への工業

用水の水源転換と､用水を回収再利用するまでに時間がかか

ったためである。 1965年から1973年間の工業用水の回収

率の伸びは、36.3％から62.0％と25．7ポイントも急上昇し

た3)。地盤沈下が止まり停滞から回復に転ずるのは､法律施

行から10年後、ほぼ第1次オイルショックの時（1973年）

と符合する。しかし、地盤沈下は、指定地域を外れた周辺の

関東中央～北部や新潟など地方分散化の傾向が出てきた｡こ

れらの地域では地方自治体が条例や要綱を定め､地下水の取

水規制を始めた｡しかし必ずしも完全に規制の目標に達して

いる訳ではない。

さらに､現在でも地盤沈下が完全に収束していないことは、

1984年、 1988年、 1994年の渇水時に地下水の利用が増加

すると､また繰り返し沈下地域が広がっていることからよく

分る(Fig.3)7)。佐賀・白石平野は主に渇水時に農業用水が

緊急に揚水された例であるが､生活用水でも同じことが行な

われたと思われる。

これは､逆に言えば地下水が渇水時の水源として頼りにさ

れていることを如実に示している｡地盤沈下が決して決着し

た過去の問題ではなく、現在の問題であることと、地下水が

渇水時の水資源として重要であるという両面から再認識を

迫る資料である｡2004年の2cm/年以上の沈下地域は大部分

が千葉県内でその面積は1491mzに及ぶ。九十九里平野と千

葉県北部では天然ガスを含むかん水は、ここ5年間を通し

て55百万m3/年と最盛時の6割が依然として取水されてお

り、これが原因と考えられている7)。
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日本では古来手軽な生活水源として、地下水を利用する

地の利に恵まれてきた。明治時代以来、産業振興に努め近

代国家として道を歩んできた｡20世紀に入って西洋の井戸

掘削や揚水技術を導入し、地下水を盛んに利用してきた。

しかし当時地下水は水法上の明確な規定がなく、事実上私

有権の範囲にあったため大都市周辺では開発が無秩序に急

激に進み、下記に述べるような苦い経験をした。

東京では地盤沈下が発生した。それが広い範囲におよぶ

ことは、関東大震災（1923年）のあとに実施された精密水

準測量の結果発見され､一世紀間の沈下累積は東京で4.5m

に及んでいる。大阪の地盤沈下も京都丹後地震（1927年）

のあとの測量結果によって広域的に確認された｡しかし地盤
●

沈下は第二次世界大戦中緩やかになった｡これは工場の操業

停止による地下水位回復の結果と思われ､図らずも地盤沈下

は地下水位の低下による粘性土層の圧密によるとする和達

説の正しさを証明した6)。

戦後､京浜､大阪や名古屋の湾岸地域の地盤沈下は台風に
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地下水位の低下によって地盤沈下が進行していた時期､沿

海部の帯水層では地下水の塩水化が同時に発生した。通常、

沿海では比重の大きい海水がくさび状に淡水の地下水の下

位に浸入して､その境界は静水圧的にバランスした地下深度

にある。内陸で地下水位が急激に低下すると、このバランス
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ことを伺わせる。下記の濃尾平野や佐賀・白石平野と比べて

6年も遅れている。

さらに､要綱は各県の行政の努力目標であって法的拘束力

がない。この要綱では対象地域は地下水位低下､地盤沈下や

塩水浸入の障害の恐れのある保全地域と周辺の観測地域の

二地域に分かれる｡保全地域では取水目標値が掲げられて一

応の規制がある。関東平野では1980年代後半には保全と観

測の両地域で36百万m3/日もの取水があったが、そのご規

制効果が現れしばらく減少傾向にあった。

しかし近年は保全地域では2000年目標が4.8億mｺﾉ年に

対し、2002年までのここ4,5年間、5.2億m3/年で推移し目

標を大きく上回っている｡同じように同上の要綱で関係各県

が取水量を規制されている濃尾平野と筑後･佐賀平野(両者

は1985年通達）ではいずれも目標値を下回っているのとは

対照的である。この要綱に定められた3地域は2005年に連

絡会を設置し、地下水の規制目標を現行通り （関東は1991

年決定、濃尾と佐賀・白石は1995年改正）とし、5年ごと

に評価を見直すことで合意した7)。地盤沈下が、関東に集中

している現状から､当該地域での地下水取水の削減に向けた

努力が必要である。

次に、関東各県の地下水保全の動きをみてみよう(Ihble2)

･)。国の公害対策基本法の制定とその改正を受けて、 1970

年代前半､地盤沈下防止と地下水採取の抑制を規定した条例

や要綱が、茨城、栃木、山梨の各県で制定された。しかし、

このあとしばらく動きは途絶える。次いで、1993年環境基

本法が制定されると、各自治体はその第7条に規定された

地方公共団体の責務条項を受けて､相次いで環境保全に関す

る条例や要綱を制定した｡その内容は地下水の採取や適正化

に限ったものと､環境保全のなかで地下水を取り上げたもの

がある。規制の方法も届出制と許可制がある。規制の対象は

井戸と揚水機とするものがあり､その基準は井戸の口径や吐

出口の面積、動力機の能力(KW)である。口径の面積を直

径に換算すると、いわゆる、1インチや2インチといったイ

ンチ管の基準径を少し上回った数字が､規制値となっている。

規制対象や許可基準に井戸の深さやストレーナーの設置深

度を明確に規定した条例もある｡井戸の用途に応じて規制外

としたものもある。

Ihble2 P唾睡turEOIdinancesandRegulationsfbrGroundwater

PmservationmKantODistrict

が壊れ塩水が地下浅い部分まで浸入した。

3.5地下水保全

今まで述べてきたように､関東平野では地下水開発に伴っ

て地下水位が低下し社会的災害が発生したが､これに対して

対策が敏速に図られたとは言いがたい。特に1960年代に入

って経済が復興するとともに､被害は京浜､愛知や大阪等の

大都市沿岸部では工業地帯で拡大していった｡国の法律によ

って最初に地下水の使用に規制がかけられたのは、 1956年

に制定された工業用水法による工業用水であった(Thblel)｡

しかし､同法の目的は｢工業用水の合理的な供給を確保し、

工業の健全な発達に寄与すること」と規定され､あわせて｢地

下水の水源の保全を図り、地盤の沈下の防止に資すること」

とかかげられた｡さらに同法は地域を指定した特別法であっ

たこと、代替水源が確保されるか、あるいは1年以内に導入

される地域に適用された8)｡また既設の井戸は1年間に限り

みなし許可が与えられた。このため、工業用水の確保が優先

され、地盤沈下は鎮静化しなかった。

同法は1962年に、事項決定の迅速化を図るため、工業用

水審議会の設置を規定した第三章が削除され､使用者に対す

る緊急措置は､｢地下水の採取量を減少すべき旨を指示する」

から「命ずる」 （第14条）に改正されるなど、工業用水の確

保から地盤沈下の防止に向けた改定がなされた｡こうして同

年に制定されたビル用水法と共に地盤沈下と塩水浸入に対

する抑止効果を挙げ始めた。工業用水法は適用地域を南関

東･東京湾岸地区や伊勢湾地区､大阪湾岸等の10都府県に、

ビル用水法は埼玉、千葉､東京､大阪の4都府県に特定した

対症療法的な特別法であった｡これは後に法律の適用を受け

ない周辺地域に地下水障害が波及する要因ともなった。

Thblel LawsandRegulations fbrGroundwaterPI筵sewationm

皿
年
一
吋

法律等

工業用水法

工業用水法改正

建築物用地下水の採取の規制に関する法律

公害対策基本法

各自治体の公害防止条例等

公害対策基本法改正

水質汚濁防止法(1989年、 1990年改正）

地盤沈下防止等対策関係閣僚会議決定

関東平野北部地盤沈下防止等対策要綱

環境基本法（公害対策基本法廃止）

環境基本計画の策定

地下水の水質環境基準制定

環境基本計画の見直し

1962

1967
-

1971~

1970

|鶚
1993

円壽
r凧

主な内容(規制地域､規制方法、
対象井戸、許可基準、その他

都・県 条例・要綱 制定年

県全域、届出制、地盤沈下に係
る特定施設ポンプの吐出口＞
19cm2 (直径約5cm)

公害防止条例 1971

指定地域、許可制、瀧概用＞ポ
ンプ吐出口125cm2 (直径約
12.6cm) 、その他>50cm2 (直
径約8cm) 、地下水位低下は不
許可、緊急時は取り消し措侭

茨城県
地下水の採取
の適正化に関
する条例

1976

関東平野一円蛎木、群馬、埼玉、茨城と千葉県の一部)で

は、従来から工業、農業、生活用水を地下水に頼ってきた。

1956年に法的な規制が首都圏で始まると、指定地外の関東

地域で地下水の使用が増加し､地盤沈下地域も拡大していっ

た。このような事態に対し、国は1981年の地盤沈下防止等

対策関係閣僚会議決定に基づき､地盤沈下防止等対策要綱に

よる指導で、関東平野地盤沈下防止対策要綱（1991年）を

関係県知事に通達した(Thblel)。この通達が関東地方では、

閣議決定から10年を要したのは地元との澗整が難しかった

公害の中に地盤沈下が含まれ
ると定義のみ

公害防止条例 1972

地下水揚水施
設に係る
指導等に関す
る要綱

全域、届出制、井戸>6cIn2(直
径約2.8cm) 、農業用の深さく
30mは除く、指導・採取量の報
告義務

栃木県

1993

告示による指定地域、届出制、
井戸>19cm2(直径約5cm) 、農
業用で深さ<50m,は除く、採取
量の報告

｜
’

生活環境を保
全する条例

群馬県 2000
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’ 指定地域（第1種、第2種） 、
許可制、井戸>6cIn2 (直径約
5.2cm) 、ストレーナー深度＞
650m、井戸<21cm2は許可、勧
告命令

地下水利用者、東部、西部、中
央部、東北部、低下地下水位に
よって注意報と警報を発令

対策のように思われる。

⑦これは関東地方の条例等に限ったことではないが､地下水
は環境基本法とその実施要項となる環境基本計画に則っ
て､その保全は表流水を含めた水環境の一環として捉えら

れ､水収支の数値目標が明らかにされ､実効的な管理に向

けてすでに動きだした段階にきていると考えられる｡後に
述べる熊本地域がその良い例である'｡)。

生活環境保全
条例

2001

埼玉県

地盤沈下緊急
時対策要綱

2002

都民の健康と
安全を確保す
る環境に関す
る条例

東京都 2002

4． 地下水管理政策の変遷に関する考察

これまで述べてきた日本における地下水開発と地下水障
害への対策､地下水に対する社会的な認識と施策の歴史的な

変遷をFig.4にまとめ、以下に考察する。全般的に供給側か
らの視点で考察しているが､需要側の対応についても適時述
べている。

また、Fig.4の左側の欄は、地下水を開発する側の側面で

あり､右側は開発に対する反作用や対策を中心にまとめてい

る｡以下の説明文の数字①～⑤はFig.4の数字の流れにほぼ

対応する｡括弧内の年代はおおよその変遷の目安を示したも

のであるが、地域や事業、実施機関によって変わり、また当

然重複する期間がある。

①井戸単位での開発と地下水障害（～1970年頃）

当初、地下水開発は井戸の水理学に基づき、 1本の井戸の

地下水量と降下水位との関係で「限界揚水量」 &‘)が決めら

れそれと水質が調査された｡そうして井戸が個々別々に開発

され先行した井戸から優先的に揚水された｡井戸掘削による

地下水開発は比較的容易で安価であったことと､表流水を利

用した工業用水の整備が遅れたため､とくに恒温で清浄な水

を必要とした工場は個々に独立して長い間開発を進めた｡そ

の結果､大都市沿岸など井戸が集中する地域が現れ､過剰な

地下水低下が広域にわたって起こり､地盤沈下や塩水浸入等

の障害が各地で発生し大きな社会問題となった。

②地下水揚水の法的規制や人工酒養が試みられた時代

（1960年頃～1980年頃）

これに対し､国はまず大量の地下水を利用していた工場の

揚水を規制するため法律を制定し、各地方自治体は10年ほ

ど遅れて1970年代初め相次いで条例を制定した。しかし最

初の法律であった工業用水法は地域限定で､代替水源が確保

できる地域という工場側の事情を配慮した特別法であった

ため､制限を受けない周辺地域や地方に同じ障害が波及する

結果をもたらした｡条例もみなし認可で既得権は守り、新規

の開発は井戸の吐出面積に応じた届出制や許可制の範囲内

であったため、実質的に量的な規制までは至らなかった。

ここから学びうる重要な教訓は､地下水問題の根本的な解

決のためには､地下水盆単元で地下水流動を把握し､水収支

を算定して地下水盆で総量規制することの必要性であった。

一方､公共事業として工業用水や流域下水道の建設が進み、

使用者に水の利用料に加え排水料という二重の負担がかか

ること､工場排水は指定有害物質の総量規制という形で公害

対策基本法で規制されたため地下水の揚水量に抑制効果を

上げた!，)。需要サイドではさらに、大量消費者であった工

場は水のリサイクル施設に投資する等の企業努力により利

用量を抑制した。ここでは､水が産業の発展に大きな役割を

果たしてきたことと､水のもつ経済性が利用に対して大きな

抑制効果をあげることを教えている。とくに、表流水による

｜ ｜定、勧告命令

指定地域、許可制、井戸>6cm2
（直径約2.8cm) 、井戸<21cin2
（直径5.2cm) 、ストレーナー
深度は地域により250～650m以
上で許可

環境保全条例 1995

千葉県

天然ガス溶存地下水が対象､天
然ガス採取者との協定､内容は
井戸削減、排水量削減

地盤沈下防止
協定

1973,81,
86,91

指定地域の事業者、許可制、井
戸>56cm2，井戸の断面積の合
計く22cm2，ストレーナー深度
>100m、ポンプ<2.2KW、命令

生活環境の保
全等に関する
条例

神奈川県 1998

地下水資源の
保護及び採取
適正化に関す
る要綱

指定地域(適正化地域第1種、2
種)、指導､公共用を除くl0m3/
日の井戸、 10～1000m3/日は市
町村、>1000m3/日は知事指導

山梨県 1973

これらの内容からみえてくる､関東地方各県の地下水保全

の特徴は次の通りである。

①地下水利用や、地下水障害の状況に応じ、保全の考え方

に地域差がある。

②地盤沈下被害が現在も進行し､あるいは進行する恐れのあ

る南部の自治体(茨城県､埼玉県、千葉県､神奈川県、東

京都）は、地下水採取には指定地を設定し､規制方法は許

可制とした。また井戸やストレーナーの深度の規定､揚水

機の規制値が明確であって､科学的な裏づけに基づいた数

字と考えられる。

③東京都は既に述べた国の二つの法律の指定地域に含まれ

るため､新規井戸の設置基準はこれらの法律と同一として

いる。

④農業用の井戸が多い栃木県､群馬県､茨城県では､農業潅

概用の多くの既設井戸は､深さや口径の規制値から判断し

て､条例の対象から除外されていると推測される。規制も

指導や採取量の報告義務はあるが､届出制であり南部の都

県に比べ規制は緩い。

⑤千葉県や東京都が設けた井戸やストレーナーの規制深度

は､水理地質の項で述べたように､帯水層にかん水が含ま

れる深度であり､実際に新規に掘削することはまれと思わ

れる深さである。2005年東京都荒川区で掘削中に火災事

故を起こした井戸は、 1500mの深さで天然ガス層に遭遇

したのが原因で、温泉を目的とした井戸であった。

⑥千葉県の九十九里と北総地域のガス田は国の法律の指定

地域外である｡千葉県の条例では鉱業用井戸は規制対象と
なっているが､現況のストレーナーの深度は許可基準より

深いと思われ対象外になる｡さらに井戸口径は基準を超え

ていると思われるから､操業を続けている井戸はみなし許

可を得たものであろう。重要産業の保護もあり、県として

協定という形が現在の段階でとり得る最大限の取水抑制
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法律の内容に新たな条項を盛り込む、いわゆる条例の「上

乗せ条例」については議論があるが、 「最近では豪境規則に

関する条例については、これを禁ずる規定がない限り、 （中

略）上乗せ条例の合憲性を認める」 ‘4)とある。次に述べる

熊本県と熊本市の場合､その規定内容は具体的で実効的な地

下水管理を進める上で、法的な裏づけを与えられている。

⑤自然の水循環と人間生活の調和 (2000年代）

最近では､地下水の保全に関して、単に水理地質的な安全

揚水量の考え方から、社会経済的な条件を加味した｢許容揚

水量」 1塁)という考え方のもとに、地下水盆管理が行なわれ

ている｡熊本県の地下水保全条例の第1条に示されるように、

「地下水が欠くことのできない地域共有の貴重な資源であ

る」 ‘5)という基本認識のもとに、地下水揚水の抑制のみな

らず､上流域の地下水浸透を守る土地利用、強化に結びつく

人工酒養を地域住民の合意の下で進めている。

全市の水源を100%地下水に依存（32万m3/日）する熊本

地域では､熊本市が水道事業の一環として､地下水盆の上流

地域の水田や畑を助成金を支払って借り受け､非潅概期に表

流水を張ることによって新たに人工酒養を2004年から始め

た‘0》。

これは昔から存在する流域の自然な水循環俵流水～潅概

施設～土地利用）を生かした形であり、無理がなく継続性が

期待される事業である。また､熊本市民のアンケート調査に

よれば､地下水を守るために､新たな金銭的負担をしてもよ

い（いわゆるWillingnesstopay) という結果があり‘‘》、

地域住民への啓蒙と意識も地下水保全を推進する重要な要

素であることを示している。

いわば､地下水は自然も人も「流域ぐるみ」で取り組む問

題であって、地下水の利用や強化が、自然の水循環や人の生

活パタンと結びつくかたちとなったとき､初めて持続的な有

効利用が達成されると思われる。

代替水源への転換と回収水利用の促進が果たした抑制効果

は日本の経験として貴重な示唆を与えている3)。

現在タイでは地下水法（1977年制定）によって、国が工

場から利用料金を徴収している。1984年から開始されたが、

当初十分な削減効果をあげなかったため､現在まで価格は改

定され漸次値上げされた｡細かい内容は本論では省くが、地

下水の利用に顕著な削減効果が現れたのは､その料金が水道

料金に近づいた時点であった｡現在その料金は地下水の利用

が多い低地チヤオプラヤ平野では8.5バーツ（23円)/m3で

ある。ちなみに、日本の工業用水の平均的な料金は25円/m

”)であるから、物価から比べるとタイの地下水料金は随分

高いように思われる｡この例は水道を含む水資源の利用を抑

制する料金制度を考える時に､非常に重要なことを教えてい

る｡すなわち､代替ないし同等の水源の料金に近くなるまで、

安い地下水は利用されるということである‘3)。

一方、この時代日本では利用抑制だけでなく、地下水の人

工的な強化策として､人工涌養や雨水浸透が試みられた｡井

戸注入や平地に拡水する､雨水枡を利用するなどの方法であ

ったが､いろいろな技術的問題やコスト面で今日まで継続し

てうまく機能している例はほとんどない。

さらに、 1974～1975年頃日本で地下水の法的な位置づけ

をめぐって地下水法に関る論議が盛んに行なわれた‘｡)。し

かし関係する省庁間の調整がつかず､結局現在まで制定に至

っていない。

Fig.4の①と②のあいだに縦に示した矢印は①が進行し

た時間と、②の対策がとられた時間に､時代的なギャップが

あることを示しており、これが長ければそれだけ､地下水障

害の問題は大きくなり､回復への投資も膨大なものになった

ことは、過去の経験が教えている。

③地下水盆単元での地下水収支の評価（1980年頃～
1990年頃）

地下水障害は被害が顕著な大都市周辺の地域では緩和し

たものの、規制外区域へ波及する傾向は続いた。このため、

根本的に地下水問題を解決するためには､地下水を井戸の揚

水量や新規掘削の規制だけではなく､地下水盆単元で把握す

る重要性が認識された｡新しく開発された水収支と地盤沈下

モデルを組み込んだシミュレーション手法によって､地下水

流動が広域的な水循環の一環として捉えられ､｢安全揚水量」

‘，)という概念が生まれた。こうして、障害の対症療法的な

対策から、障害の予測や予防へ踏み込んだ段階に入った。
④流域の水循環を考慮した持続的開発（1990年頃～
2000年頃）

一連の規制や対策によって地下水障害は緩和したが､地下

水が貴重な水資源であることに変わりはない｡地下水を主要

な水資源とする地域では､地下水位の低下や湧水の減少､地

盤沈下といった問題を緩和しながら､持続的に利用する方策

を考え始めた｡また親水空間や生態系を考慮した地下水や湧

水の重要性が社会的に認識された｡旧公害対策基本法やそれ

に代わった環境基本法に則り､地方自治体では地域に適応し

た条例や要綱を制定し､それに基づいて実効的な地下水管理

を進めるようになった｡そのなかでは地下水を流域単位の水

環境の一単元として捉え､取水の抑制や中止勧告に留まらず、

その保全を流域の後背山地や土地利用にまで踏み込んでよ

り具体的な方策を規定している。
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5° 考えられる問題解決のシナリオ

これまで関東平野を例として日本の地下水の開発･利用と

地下水障害とその対策､そして保全にいたる長い間の歴史と

経験を簡潔に述べた｡本論の最終的な目的は、日本の例とア

ジアの各沖積平野の地下水を比較検討し､その結果地下水障
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害を発生させないか､あるいはすでに発生した地域では緩和

させながら､今後地下水を持続的に利用するための政策シナ

リオを考えることにある。基本的な視点はそこにあるから、

今の段階で考えられる地下水保全の政策シナリオは､1つの

試案である｡根幹となる考え方は大きく変わることはないが、
今後各平野を本論と同様な形で整理し､比較検討した段階で

各地の具体的な状況を明らかにし､それを踏まえながら最終

的なシナリオを完成させる予定である。ここでは、関東平野

の経験から学び､各平野に共通すると思われる点を抽出しな

がら考察する。

（1）沖積平野に賦存する循環更新性地下水の適正利用量の

把握

地下水問題の基本は地下水の器である水理地質構造を明

確にし､地下水盆を正確に理解することにある｡そのうえで、

地下水位､地盤沈下､水質変化など長年のモニタリングデー

タを用いて､地下水盆と流域単元での水収支シミュレーショ

ン解析を行ない､地下水障害を発生させない適正な揚水量を

算定する必要がある｡適正量の算定には取水の地域性や帯水

層の深さなど3次元的な配置を考慮する。水理地質構造解

析のうえでは､各平野は関東平野と地質時代的に共通する部

分も多く、関東平野の例は参考になる。一つの例として、第

四紀の最終氷期とその後の縄文海進は､各平野において埋没

谷を形成し､そこに賦存する帯水層と残留塩水の分布を考え

るうえで重要な情報を提供している。

（2）地下水障害の緩和のための地下水利用量の抑制

（1）の結果を踏まえ、地下水障害がすでに発生している

ところでは､緩和するため数値目標を設定する。具体的には

地下水量であり、地下水位である。これには供給側と需要側

から､具体的な対策を明示した案が提出されることが必要で

ある。そのためには代替水源の確保や取水場所の分散･再配

置､土地利用計画のなど都市･農村政策と財政的な措置が裏

づけられなければならない｡地下水料金の徴収には法律の整

備が不可欠である｡地下水開発は必ず水位の低下を伴なうの

で､低下によって発生する負荷をどこまで許容するかは、関

係者間で社会・経済的なコンセンサスが必要である‘2)。

（3）乾期と雨期の水資源分配による持続的利用

地下水の保全のためには､モンスーン地域の特徴である雨

期と乾期の表流水の流況の違いをうまく利用し､雨期に地下

水を使用せず温存することも考えられる｡これにも表流水の

水質浄化や配水施設の裏づけが十分でないと、うまく機能し

ない｡財政的な負担が大きいであろう。実際タイの低地チャ

オプラや平野では､上流域にダムをもつナクホンサワン堰で、

1年間に60億m3 (1650万m3/日）の表流水量が確保され

るか否かで､その年の水資源の分配が決定されている。雨期

には基本的に地下水は利用しないことになっている。

（4）循環型地下水の地下水強化（農村型の人工酒養）

各沖積平野で人口が集中する都市の後背上流地域には広

大な水田が広がっている｡水田が大きな浸透能力をもってお

り地下水を酒養していることは良く知られたことである‘7)。

この雨水による自然の涌養に加え､乾期の灌概期にも涌養さ

れているから､年間を通して地下水位をモーターすることに

よって、より効率的に浸透面積を移動･増加させる工夫はで

きる。この点は循環型地下水の大きな利点である。タイのス

チャリット教授のグループはチャオプラヤ川の右岸上流域

でこの研究を現在進めている。

（5）都市の洪水対策･都市計画との整合性(都市型の人工

酒養）

タイチヤオプラヤ平野の下流に広がるバンコック東北部

では､浸水被害に悩まされている。さらにその下流では工業

地域があり､地下水の過度な揚水によって地盤沈下が発生し

ている。このため、タイは洪水の流入を防ぐための外周堤防

（キングスダイク）の建設と、遊水地としての水田（グリー

ンベルト）の保謹を実施した‘8)。また、低平地を保水地域

に指定し、都市開発を禁止した。

これは､都市周辺の地下水盆の上流に地下水の人工酒養池

を造ったことにほかならず､今後地下水位の観測などで効果

をモニタリングすることを勧めたい。

（6）需要側の節水努力を促す助成策や補助金

需要サイドからは､工場に水のリサイクルや節水型機器の

導入が､水道供給側には漏水の低減が求められる。いずれも

財政的な負担を強いるものであるため､助成策が必要である。
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ImpactofEmergentAquaticVegetationontheWaterQuality
oflshiduchiReservoirinKochiPrefecture,Japan
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"KochiUniversiWofTEchnologyll85Miyanokuchi'Ibsayamada-choKami-gunKochi,782-8502,Japan

AbStract

TheenvironmentofwatcrqualityandaquaticplantmthelshiduchifloodretentionreservoiLwhichislocatedmthe

TochiNewtownmNangokucityatKochiprefecture,wereexaminedthroughMarch2002toDecembcr2004to
preventtheeulrophicationprOblcmsofshallowsemi-artificial lake. T11enutrientGW,P) leveloftheIshiduChi

reservoirishiJ,whiletheCODiskeptatlowleveltocomparewithsometypicallakesinJapm,owmgtol)the
dilutioneHbctbysuIfacenm-o登廿omhighrainfanwith2,500皿nperannumwithanaveragehydraulicrctention

timeofabout3monthsand2)theextensivevegetationcoverageofaquaticplantsonthereservoir'ssmface.The

extensiveaquaticplantsmthereservoir5whichcoversahalfofwatersurface,couldpreventthecui』叩hication

pmblemsbym"easingtheshadoweHbctandabsorbmgthenuments.Theaquaticplantisakeyelementtosustain
theeco-systemandwaterqualityenVironmentofthelshiduchireservoir.

Keywords:Cmorophyll,Tilrbidity,Nuirients,Euhophication,Regulationstandards

要旨

高知県南国市十市ニュータウン内に位置する石土池調整池の富栄養化問題に予防的に取り組むために、

2002年3月から2004年12月にかけて水質環境・水界植生調査を実施した。石土池調整池は、代表的な日本

の湖沼と比較して栄養塩(N,P)濃度は高いレベルにある一方で、年間2,500mに及ぶ大量の雨が流入する希

釈効果によりCODは相対的に低いレベルに押さえられている。石土池の表面積の約半分を占めている水生

植物群は栄養塩類を吸収・吸着する他、水面の影の効果により光合成ポテンシャルを低減させ、アオコ等
の発生を予防する効果があるため、水質的には富栄養(N,P)状態にありながらも水草を軸とした豊な生態
系と水質環境が保全されている。

reservoirandfbnnathickmuddyorganic-richsludgematb
depletingthedissolvedoxygen,re-suspendmgthenutrients,
andreducmgthereservoir'sstoragecapacitybysteps.

Kochiprefecture'sgovemmentismvestigatingthecounter
measurestoprotcctandlorrestolethewaterqualiWand
sustaintherichecosysteminthclshiduchireservoir,taking
mtoaccount thenatural purificationcapacib' ofaquatic
plantsmthereservoir.Aspartofthiseabrt,asoundwater
qUalitymomtoring,whichisindispensabletounderstandthe
seasonaldynamicsofthereservoirpiscarriedout廿omMar℃h
2002toDecember2004.WaterqualityparametersareCOD,
T-N,T-P,turbidiWjcmorophyll,andaqUaticvegetationcover,
whichhavebeenmomtoredat8samplmgstationsmthe
reservoir.Thisfieldsurveyaimstoidenti6'therelationship
betweenihepurificationpotentialoftheaquaticplantsand
thewaterqualitymthereservoir.

l. INTRODIrrION

IndensclypOpUlatedwatershe", thestreamsflowmgmto
lakesandreservoirscommonlyactaspathwaysfbrnutrientF
richemuents.Thelakesandrcscrvoirsaresinksofponutants
mthiscontext.Thelshiduchireservoirisoneofsuchwater

bodies,whichislocatedatthecenterofTochiNewtown

Ishiduchireservoiristhemajorfloodretentionreservoirm

KochiPrefbcturewithasulfaceareaof25ha,whichoccupies
about lO%of thecatchment area. The reservoirwas

p血cipallydesignedtoprotectthesun･oundingresidences
homtherecurrentfloodsoftheTochiRiverduringtheramy
season.Themeanwaterdepthofthereservoirisabout2.5m.
LanduseoftheIghidl'chiwatershedconsistsofurbanzoneof

30%,fbrestzoneof30%,lakezoneoflO%,andothers.

Thereservoir'swaterqualityhasbeendeterioratingbysteps
smceearlyl990sowmgtolhepollutantsandsedimentshom
dlepointandnon-pointponutionsourcesinthecatchment.
Duringthesummerseason, thereservoiriswidelycovered
wiih&cﾙﾙo""cms"esb anoatingtypeofaquaticplant
knownas"waterhyacmth".Durmgwmterseasonahuge
biomassofthedeadvegetationsinkstothebottomofthe

2.THESTUDYAREA

Thelshiduchireservoir(Fig. 1)wasorigmaUyanaturalpond
withanareaof5hahavmgitsmlet廿omtheneiglbo血g
mountamspmgs.Therefbre,thenatureofthereservoircan

●高知工科大学大学院〒782-8502高知県香美郡土佐山田町宮の口185
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beviewedasasemi-artifIcialwaterbody.TheToChiRiver
drainsasurfacerunoHwithsomesuspendedsolidsand
ponutants丘omthecatchment(SeeFig. 1).

Arecentsmdy(Kameda,2005)showsthattheamountof
nuirientsmeasuredattheinletoflshiduchireservoirisaslow

as lmglLfbr total nitrogen (TaN) and0.01mg/I fbr
phosphorus (PO4-P). These results suggest that the
eutrophicationprocessmthereservoirispmcipallyowingto
thenumentsaccumulatedinthebottomsedimentswith

muddysludge.

8samplingstationsmtheIshizuchireservoir.Theparametels
vaIiationrangesoveroneyearmomto血gareshownmFig.3,
andtheirmonthlyaveragevaluesareshownmFigs.4and5.

-Watertemperature, isabasicimportantfactormwater
qUality analysis because it direcUy influences other
parameterssuChasDOandBOD,andconbolsthespatialand
tempoIaldistributionofphytoplanktonandotheraquatic
speciesmtheecosystem.Thewatertemperaturewasdirectly
measuredmthefieldusmgtheYSI-6600waterqUality
logger.

3.MATERIALANDMETHODS

-pHofthewatersampleswasmeasuredmthelaboratory

withmmaximumlhourafterthewatersamp1mg,usmga
pH-meter.AquaticlifbmaynotbesustainableoffthepH

betweenrange between 50 and50 9．5．

3.1.Sampling
Watersamplesof544mtotalwerecollectedfomthe
IshiduchireservoirsinceApril2002UptoDecember2004.
All thesampleswereconectedatthewatersurfaceatless

than20cmdepth. Incaseofrainingevent,thesamplingis
carriedoutanerafewdaystoavoidthedilutionembct丘om
directprecipitationandinnow丘omthecatchment.Thewater

qUalitywas analyzedbothmthefeldand laboratoly.
Samplmgstations l to8 (seeFig. 1)wereregularly
monitoredsinceApri12002.WaterqUalib'parameters,which
weremeasuredat themomtormgstations, includewater

temperature (Temp. m．C), pH, SpecificConductivily
(SpCondinmS/cm),waterturbidity(TurbidityinNTU),
DissolvedOxygen(DOmmg/1),ChemicalOnrgcnDemand
(CODinmg/l),TotalNitrogen(T~Nmmg/l)andPhosphates
(PO4-Pmmg/l),aswellasCmorophynconcentration(Cm.m
ug/l).

-DissoivedOxygennledissolvedoxygenmthereservoiris
suppliedhomtheaimosphere,thesubmersibleaquaticplants,
andalgaethroughtheprocessofphomsynthesisdu血g
daytime.TheDOwasmeasuredusmgtheYSI5000/5100
DOmeter.

-ChemicalOxygenDemand(COD)referstotheamountof
oygrgenthat isdirectlyormdirectlyconsumedbyboth
olgamcandoxidizablemorganiccompoundsintheresewoir.
TheCODismeasuredbytitrimetricmethodwithKMnO4.
Theanalyticalmethodisdescribedinstandardmethodsm
ASTM(1981).TheCODisaprincipal indicatorofwater
quantymthelakesystem.

-BiologicalOxygenDemand(BOD)referstoiheamountof
oxygen consumedbybacterial activityTheBODis
measured by diffbrence between the sample's DO

3.2.Monitoredparameters
Thefbllowingwaterqualityparametersaremomtoredatthe
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concenbationat thedayofwatersamplmgandtheDO
concenbationofthesamesampleafter5daysincubadonat
25C.TheBODisaprmcipalmdicatorofwaterqualitymthe
rwersystem.

ExcCpt fbr STl, themaximumvalues of theDO
concenirationfbrallotherstationsisbelow8mg/1,theEPA
thresholdvalue, suggestingthatwatermthe Ishiduchi
reservoirhasafhirquality.
ItisgencrallyadmittedthatthedissolvedoxygenprOble"
arisewithmthewater columnof lakes through the
decompositionoforgamcmatter(Camey, 1999).nlthecase
oflshiduChircservoir,theexcessivegrowthofemergenttype
aquaticvegetationcreates.dissolVedoxygenproblemsm3
diHbrentways:
(1)Thecollapseoftheaquaticvegetation,mostobviouslym

wmterbwhichplacesdeadbiomasswithinthewater
column,exertinganoxygendemandasthedecomposition
processtakesplace;

(2)TheshadmgeHbcttheemergentaquaticvegetationhason
algacatlowerdepths.EHbctivelyblockingsunlightfom
reachmgthoselowerdepthsshiftsthebiologicalprocess
ofthedeeperalgae丘omoxygenproductiontooyqrgen
uptakethroughrespiration.
(3)Thegrowthstennninghomprimarypmductivityisdriven
duringdaylighthoursbysunlighLbut theresulting
biomassrevertstoo>g/gendemandmgreSpirationdudng

theniJ1t.
Fig.2ShowsacorrelationbetweentheT=Nandcmorophyll
concenirationsatthe8monitoringstationsmtheperiod丘om

MaytoAugust・TheTJNconcentrationsrangeh･om1.7m
2.13mg/l at samplmgstationsSTl toST8,w皿e the
cmorophynconcenirationrangefom9to25ILg/lexceptfbr
ST2andST3withrespectiveconcentrationsof62and75卜唱/l
ThephytoplanktonpeakmtheperiodfPomMaytoAugustis
accompaniedbyadecreaseinnuirientsconcentration.From
thiscorrelation, itcanbearguedthatthemajoramountofT-
NisabsorbedinthephytoplanktoninthepcriodffomMayto
July.ThemincralizablefactionoftheT-Nwhichisdirectly
assimilatcdbythephytoplankton isnotmeasuredinthis
smdy.ComparedtotheTdNconcentrationthemineralizable
niirogencouldshowsirongercorrelationwiththecmorophyll
concenh･atiOnS=

-TotalNirtrogenandTotalPhosphorusweremeasuredby
colodmetricmethodusmg labomtoIytestkits. In this
procedurethesampleistreatedwithreagentstoproducea
colorreaction,generallympIOporiontotheamountofthe
measuredsubstance(TotalNitrogen,orTotalphosphoms.…).
Thesample'scoloristhencompmedagainstcolorstandards
representinglmownconcentrationsofthesubstancebemg
testcdusmgaLASA20colorimeter.

-TotalChlorophyllismostcommonlyusedtocstimalethe

phytoplanktonbiomasswithinanaquaticecosystem.Most
IeportedcmoroPhyn-aconcentrationsofalgacareinthe
rangebCtweenland2%oftheirdIyweight(Reynolds,1984)

The助ﾉbﾉ"A)"measurement is usuallypcrfbnnedby
spectrophotometryandnuorometry.Theaccuracyofboth
methodsdependsonthesamplesolutionmatrixandthe
eqUationusedLorenzeneta1.,1980;andWriteeta1.,1997).
Analternativemethodissmplytoreporttheamountoftotal
chloroPlWllpigments resident inagivenwater sample
(GoltermanandClymo,1971).AsmmlarappmachisadOpted
mthisworkusmgawaterqualiqrloggertypeYSI-6600that

measures the加容imtotal chlorophyll on thebasisof
cmorOphyllfluorescenceproperty.

-Turbidityis animportant factor that canaabct the

productivityinaqUaticenvironment(Schindleretal, 1972;
Tannereta1.,1993;ScheHereta1., 1997).Thisparameteris
usuallymeas虹edmthefieldusmgUlesecchidisk.However,
mshallowwaterbodysuchasthelshiduchirescrvoir, the
bottomcanbeseenatadepthoflessthanlto2m.The

sccchi-depthundersuchconditioncannotbemeasuredatthe
monitoringstations l to8. The turbiditywasmeasured
opticaUyusmgtheYSI-6600watcrloggermthissmdy.TYle
YSIb6600turbiditysalsormeasurestheaveragevolumeof
ng1tscatfrmgoverade5nedangularrange.Bothparticle
sizeandconcenbationofsuspendedsolidsaswell as
dissolvedsondscanaa,ectthereading.

24
－
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4.ResultsandDiscussion

4.1WaterqualitystatusofIshiduchireservoir
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Theanalyticalresultsarestatisticallyaveragcdtoobtam
annualmeanvalues,whichareshownmthewhiskerplots
(sceFig.3)alongwiththemaximumandmmmumvalues
mreachparameter.ThewaterqualitycdtCria,whichare
definedbyUSEnvironmentalProtectionAgenCy(USEPA
1998;USEPA2000),areappliedfbrscrccningthedata.
Watertcmperatllre,pH,andturbidityvarywidelythroughout
thesamplingperiod(seeFig.3),butgcnerallytheiramual
meanvaluesareratherhomogenous.ThepHparameteris
consistentwiththeEPAcriteriafbrfairtogoodwaterqUalily,
exceptfbrmonito血gstationsSTl,ST6,andST7wherethe
valuesarehigherthan8.6(veIyalkalmewatel).Manysmdies
havearguedthataninqfeasedalgalproductivitycanleadto
mcrcasedpH,owingtotheremovalofcarbondioxideandthe
productionofcarbonatemthewatcrcolumnduringactive
photosynthesis.
Meanwater turbidity, Chlorophyn concentration, and
dissolvedoWgenconcentradonareratherlowasshownm
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shows adecreasingpattemof thewater cmorophyll
concentrationfomsummertoautumnduetotheextensive

coveragcoftheaquaticplantsmthereservoir(seeFig.7).
Theturbidityalsofbllowsthesamepattem.

4.2Impactoftheaquaticvegetationonwaterquality

ManysmdieshavereportedtheeHectofaquaticvcgetalion
onthewaterturbidity(Canfieldeta1., 1985;Carpenteretal.,
1986;SkUbmnaeta1.,1995).
Previoussmdies(USEPA, 1988;Tripathieta1., 1991jGale
eta1., 1993;Cooke, 1994;noste, 1997;haveshownthat
naturallygrowingaquaticplantscanremovecompoundsof
nibFogen,PhoSPhoms, andotherponutantsbyConsummg
themmtheibImofplantnutrients.
Thelshiduchireservoirisprincipallypopulatedbywater
hyacmth(Rcﾙﾙ:OF77jqCﾉ"sipes), andlotus.Aqualitative
obscrvationmtennsoftherelativegrosswatersurface
coveragewithaquaticplantswascalriedoutmMay,August,
andOctoberasshowninFigs.6,7,and8respectively.
TablelshoWsthequantitadveestimationofplantcoverage
onthesurfaceofthelshiduchireservoirreSpectivelymMay,
AugustdandOctober.
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TablelQuantitativeestimationofthecoverageofaquatic
vegetationonthesurfaceofIshiduchireservoir

May August Ocmber

Ve2eta位on－l ｜ ’

LotI'9 35％ 40％ 37％

WaterWacinths 10% 12% 15％

Other

plants

25％ 30% 35％aquatic

Total vegetation
coverage

70％ 82％ 87％

Fig.6AquaticvegetationcoveroftheIshizuchireseIvoir

inspnng(May2003)Anegative co汀elationexistsbctween the cmorophyll
concentrationsmthewatercolumnandtheemergentaquatic
vegetationcover(seeFigs,5,6,7and8).hlsp血gseason

(May)thewatersurfaceiscoVercdwithvegetationatabout
70%, theconcentrationofchlorophynmthewatercolumn
rises,howevernoalgalbloomoccurs. Inverselymthe
summerseason(August)toautumnseason(October) the

pmlifbrationofemelgent aquaticvegetationreaches its
maximum80to90%, thewaterchlorophynconcen杜alion
drops.
DuringwinterseasonstartingcarlyDccember, thedead
"cﾉjﾙomjqcm"pessinksandstartstodecayonthebottom
ofthereservoir.Thisprocessaccompaniesbyarelatively
small mcrease inphytoplanktonbiomass, thougl not
observedmallthemonitoIingstations.Formstancesamplmg
stationsST5 andST7haveaweakvegetationcover,

therebretherelationshipcannothold;andST6islocatedat

theoudetpomtofthereservoirbtherefbretheremacomplex
mixingatthisstation.
During su皿ner season (seeFig. 5), 1he cmorophyll
concentrationtendstodecreasefomAugusttoOctOber，

while thewaterhyacmthsstnl coverthesurfaceofihe
reservoir. Thiscontrastingpattcmhasbeenobservedm
naturalpondsmEnglandandNorway(Goulder, 1969cited
byScheffbr l998)． InUleEngUshpond, chlorOphyll-"
concenirationsdrOppeddramaticanywhenadensevegetation

ofaノロ吻刎〃耐火me耐脚脚deVelopedduringthesummer.
SimilarlyMeldeandFaaffeng(1997)analyzingdatahom24
Norwegian lakes, andfbund that the lakeswith low
vegetation cover have high phytOplankton biomass
throughoutthesummer,whilcmlakeswithhighvegetation

cover, thePhytoplanl"onbiomass sharplydecreases in
summer,whenthevegetationbiomassmcreases・Fig. 5
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WaterqUalitystatusofthelshiduchireservoirwasexamined
bytakingmmaccounttheinfluencesofdensityandbiomass
oftheaqUaticplantsonthewaterqualityenvironment.The
averagephysicalparametersaregenerallyfbundtobewithin
the thresholdvaluesdeEnedby theUSEnvironmcntal
ProtectionAgency(EPA),exceptfbr3samplingstations
whichshowahiglwateralkannityexceedingthestandard
criteria.Dissolvedoxygenconcentrationsarebdowthe
qUalitystandardsbyEPA.Therelativedepletionofoyg/genis
to be related to the intense bacterial activity fbr
decompositionofthedeadvegetationbiomass. Itisfbund
that (1) themeanwater"bidity and cmorophyll
concenirationsarelow,(2)thenutrients(N,P)levelismgh,
and(3)theCODiskeptatlowleveltocomparewithsome
typicallakesmJapan,owingtothedilutioneHectbysurface
nm-O圧fomhighrainfiallwith2,500mmperammm, the
1℃tention timeofabout 3months, and theextensive

vegetationcoverageofaqUaticplantsmthereservoir・The
extensivegowthofemeIgentaquaticvegetation,which
coVersmoreillanhalfofihewatersurfilce,inhibitsthealgal

bloommthecaseofthelshiduchistonnwaterresewoirby
mcreasmgtheshadow"bctlandabsorbmgthenutxientS.
Therebre, theaquaticplantcoverageisakeyelementto

sustaintheeco-systemandwaterqualityenvironmentofthe
Ishiduchireservoir.Con血uouslong"nnwaterqualiq'and
vegetationmonito血gwnlgiveusmoreconfdentresultsm
山e負】tlre.

砿9.8AquaticvegetationcoverofthelshizuchireseIvoirm
autumn(October2003)
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TheannualmeanconcenUationsofnutIients(TaN,T-P)and

chemicaloxygendemand(COD)msomelypical lakesand
reservoirsinJapanareshownmTable2.

TableZComparisonbetweenlshiduChireservoirandnatural
lakesmrnutrients(T-P,T-N)andCODlevels (原稿受付2005年12月10日）

(原稿受理2006年4月7日）
IakeReservoir T-P

(mg/1)

T畠N

(mg/l)

COD

(mg/l) Remmnces

NqjiriLake
Kamaalsadam

BiwaNorth

Ishiduchi

BiwaSouth

ShinjiLake
NakaumiLake

SuwaLake

KasumigauraLake

KQjimaLake
InbanumaLake

TeganumaLake

0005

0.015

0008

0.102

0.019

0047

0.063

0.051

0.11

0.19

0.12

0.26

0.12

0.63

0.3

3.08

0.4

0.56

0.61

0.95

0.99

1.6

2.2

3.2

1.8

1.9

2.7

2.89

3.1

4.5

5

6

8．1

8．2

10

14
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<解説諭文＞

四万十川流域圏におけるコンテンツ管理システムの実証実験

有瀬和徳． 梅山直樹． 村上雅博． 清水明宏．

ActualProofofContentsManagementSystemaroundtheShimantoRiverRegion

KazunoriARUSE",NaokiUMEYAMA,,MasahiroMURAKAN皿事andAkihiroSHm皿ZU
な

KoCldUniversityofTもcmologyjl85Miyanokuchi,Tosayamada-cho,KamiCiW,Kochi782-8502Japan

論文では，県内外への観光地周知を目指し，高知県で

も特に観光地として有名な四万十川流域圏の情報化促

進支援システムの実証実験計画について提案する。

2．地域情報化とGIS

地域情報化を推進するためには，地域のもつ様々な

情報をインターネット上で共有し，配信できる基盤構

築が重要である。また，それらの地域情報が位置情報

と関連付けられることにより，その情報が持つ情報の

価値をさらに高めることが可能である。

1．はじめに

近年’国を挙げて情報化政策が進められる中’)，高
知県においても情報生活維新2)の理念のもと地域情報
化が推進されている。地域情報化とは地域社会の情報

インフラの整備を進めるとともに，地域住民らの手に

より地域情報の受発信を行うことと定義されている3)。
地域の持つ様々な情報（観光情報，公共施設情報等）

をインターネット上で配信することにより，地域情報

化を図ることができると考えられている。

地域情報の受発信を支援するひとつの技術として，

地理情報システム(GIS: Geographical lnformation

System)が注目されている4)5)｡GISが地域の情報と連
携することで，どこにどのようなものがあるかといっ

た情報を得ることができるため，特に観光等の分野で

はその効果が期待できる。また，近年のプロードバン

ドネットワークは，大容量のデータ通信を可能とし，

電子地図上に画像や動画像等の情報を関連付けること

ができる。これにより，電子地図上で地域に関わる様々

な情報をインターネット利用者が共有し合うことで，

地域情報化の促進を図ることが可能であると考えられ

ている。

電子地図サービスとして, ｢Googleマップ6)」や
「ELEMAp7)｣等が提案されている。これらはひとつの
電子地図上に様々な情報コンテンツヘリンクを示した

アイコンを重ね合わせたシステムである。しかしなが

ら， これらは多人数でひとつの地図を共有するもので

あり，個人に特化したものではない。従って，個人用

の旅行記や個人用のプロクを個人用の地図で管理する

ことができない。そこで，個人がひとつの地図を使用

し，様々な情報を位置情報と関連付けて公開できる，

より個人が扱い易いシステムの構築を行う。

高知県では，瀬戸大橋，明石海峡大橋， しまなみ街

道の開通後も他の四国3県に比べ，県外観光客の増加

がなく，県内観光資源の周知が課題となっている。本

21 地域情報の発信

地域情報化は地域住民の手によって地域の情報(以下，

コンテンツ)を受発信していくことを指す。例えば，個

人やNPO等がインターネット上に，地域の情報を扱っ

たポータルサイトを展開し，積極的な情報の配信を行

う例がこれに当てはまる。また，個人がインターネッ

ト上にWeblog等のシステムを用いて近隣の情報を公

開する例も最近では多く見受けられる。

ここで挙げるコンテンツには次のようなものが考え

られる。

●医療，保険，福祉

●防災，防犯

●公共施設紹介

・文化（伝統芸能，特産物）

●観光，交通

これらの情報は，個人レベルで紹介できる対象であ

り， 「口コミ」として共有することにより，その価値

を発揮することができるとされている8)。また， 口コ

ミ情報を位置情報と関連付けることによって， より口

コミ情報を閲覧者が参考にする傾向が強くなるという

指摘もある9)。

先で述べたコンテンツを集約することにより，その

地域に住む住民らは，地域にある有益な情報を共有す

ることができ，防災，防犯情報の確認や公共施設の利

憲商知工科大学〒782.8502高知県香美市土佐山田町宮ノロ185
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用率向上等が期待できる。また一方で，その地域に住
んでいない利用者が，集約されたコンテンツを閲覧す
ることにより，その地域について把握することが
できる。それにより，旅行や観光を行う動機付けにつ
ながること等が期待できる。

2.2 GIS

コンテンツを視覚的に扱う技術のひとつとしてGIS

がある。GISとは,位置や空間に関する情報をもったデ
ータを総合的に管理・加工し，視覚的に表示すること
が可能なシステムである。

GISが近年急速に注目されている背景には,全国網羅
の国士空間データ基盤（地理データベース）を整備す
る国家プロジェクトの進展がある4)。それに伴い，各
自治体等が独自に地理データベースを整備する従来の
運用形態から，国土庁・国土地理院が中心に地理デー
タベースを集中管理する仕組みへと変わった。地理デ
ータベースが集中管理されることにより，その地図デ
ータを誰もが外部システムから参照することができる
ようになった。現在では，様々なGISサービスが提供
されている。代表的なGISとして， 「電子国土Webシ

ステム'0)」が挙げられる。国土地理院が提供している
電子国土Webシステムは，数値化された国土に関する
様々な地理情報を位置情報に基づいて統合し，コンピ

ュータ上で再現する仕組みである。電子国土Webシス

テムの仕組みを利用したアプリケーションの構成を

Fig.1で示す。

Fig.2ELEMAPのインタフェース
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Fig.3ELEMAPの構成

たデータは，利用者が既存のインターネットブラウザ
を利用して閲覧できるため，利用者にとっての利便性
が高く，誰でも容易にシステムを利用可能である。

2－ 3. ELEMAP

種W卜…垂…

Fig.2に示すELEMAPは, 2．2節で述べた電子国土
Webシステムを利用し， コミュニケーションツールと

して提供するサービスである｡EIEMAP利用者間で2.1

節に述べたような情報を共有し合うことにより，地域
情報化が促進されると考えられる。

ELEMAPとは電子国土Webサーバから提供される緯

度・経度の情報を取得し，その情報に対応する座標に
対してコメントを書き込むシステムである。FLFMAP

の特徴は, ELEMAP利用者間で近隣の店舗情報や災害
時の非難経路等の情報を地図上で共有できることであ

る｡ELEMAP上に様々な情報が共有されることにより，

以下のような用途に用いることが可能となる。

●災害情報共有ポータル

●医療・福祉情報ポータル

●エリアマーケティング

従来のポータルサイトは，扱う情報の分野によって

閲覧するサイトを変更する必要があった。ELEMAPを
用いることにより，例えば，災害情報と医療情報等を

同時に地図とあわせて取得することができるメリット

がある。
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Fig.1電子国土Webシステムを利用したアプリケーション

電子国土Webシステムが扱う地理情報は，国土地理

院のサーバから発信される最新の地図データと，地理

情報発信者により作成された主題地図データとで構成

される。また，地理情報発信者は自由に主題地図デー
タを作成できるため，前述した地域のコンテンツや口

コミ情報を重ね合わせることができる。重ね合わされ

3.1 ELEMAPとは

FY,FMAPの構成をFig.3に示す｡国土地理院サーバが提
供する電子地図を操作するために必要な各種機能を次

に挙げる。
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●地図縮尺の変更機能

●マウスドラッグによる移動機能
●表示範囲の印刷機能
●縮尺値バーの表示

●縮尺地図からの移動機能
●指定座標値への移動機能

位置座標に対応する地図上に情報を重ね合わせる際
のシンボル(病院,食事，警察等）をアイコンとして，
いくつか提供している。これにより，利用者は探した
い情報が地図上のどこに配置されているかを視覚的に
判断することができる。そして，地図上に配置された
シンボルをマウスで選択することにより，より詳細な
情報を取得することができる。

ELEMAPで扱われる地理情報は，地理名，地図，ユ
ーザからのコメント，座標値，画像・動画，地図上の
シンボル，評価値，ユーザからの返信で構成される。
このうち評価値とユーザからの投稿文は，投稿された
一つの地理情報に用意するコメントフォームから全て
のユーザが登録できる仕組みとなっている。また，ユ
ーザが地理情報を参照するだけでなく，その地理情報
への更なる情報や感想の追加を行うことができる。 さ
らに，評価値が高い有益な地理情報は，ページの上位
に表示する等の機能も有している。

ELEMAPは利用者が情報を引き出し易くするために，
登録分野ごとに表示を切り替える検索フォームを実装
している。情報登録の段階で，地理情報が属する分野
を割り当てるため，ユーザが必要とする情報の分野を
絞り込み，検索・表示することができる。この絞り込
み検索は地理情報の一覧を表示するだけでなく，地図
上に配置されているシンボルにも反映することができ
る。さらに，表示されている地図範囲内にある地理情
報のみを検索することも可能であり， これらの機能は
利用者が必要とする情報を検索することを容易にして
いる。
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「elemapblog」

ある。この機能により，記事と記事の間に関連性を持
たせることができるため，観光ポータルサイト等では
表現できなかった，地域情報同士の繋がりを見出すこ
とが可能となる。

4．四万十川流域圏でのelemapblog実証実験

高知県四万十川流域圏には景観･文化･生物等の様々
なコンテンツがある。これらは観光情報に留まらず，
教育情報としても配信することが望ましい。例えば，
四万十川には鮎が生息しており〃この鮎を目的として．
釣りを楽しむ旅行客もいる。鮎の情報を配信する際に，
釣りとしてのコンテンツを提供するだけでなく，鮎の
生態情報や調理方法もコンテンツとして提供すること
により，システム利用者は多くの情報を多角的に捕ら
えることができる。

本実験は, ELEMAPでは困難であった情報と情報と
を結び付けられるelemapblogを用いた，高知県四万十
川流域圏における地域情報化の有効性の検証を目的と
している。

3.4 ELEMAPの問題点

ELEMAPは投稿された情報間に繋がりがなく，地域
情報同士の関連性を見出すことができない等の問題が
ある。地域情報同士の関連性がないことにより，利用
者が得られる情報量に制限がかかる。例えば,ELEMAP
を用いて観光情報等を収集しようとした場合，予約し
たいホテルの近隣にある飲食店の評価等を同時に取得
することが困難である。

4．1 四万十川流域圏向けシステム改良

clCmapblogは管理する情報の構造化にカテゴリを用
いている。elemapblogをはじめとする通常のblogサー
ビスは「日記・音楽・ニュース・スポーツ」等のカテ
ゴリ項目を用意している。ここでは上記カテゴリに加
え，より地域に特化したカテゴリとして「四万十川流
域振興室12)｣Webサイトを参考に設けることとした。
そのカテゴリ案をTable.1に示す。これらのカテゴリを
設けることにより，地域に特化した記事を書いている
利用者が公開する記事の特性を明示化することができ
る。また，利用者が独自にカテゴリを作成することが
できるため，作成頻度の高いカテゴリはシステムに反
映させていくことができる。

TrackBack機能を有効に活用することで,情報と情報
の関連性だけでなく，地域と地域との関連性等も表現
することが可能となる。また，すべてのelcmapblog利
用者のTrackBackのやり取りを可視化することにより，

3．5コンテンツ管理システム(elemapblog)
ELEMAPにWeblogの機能を追加実装し，コンテン

ツ管理システム(elemapblog)として構築した(Fig.4)｡
Weblogとは，コンテンツ管理システム11)の一種であり，
Weblogを用いることにより，個人が作成した記事（日
記，旅行記等）を時系列でページの自動生成を行う。
elemapblogはELEMAPと異なり個人が個人用地図を
利用し，旅行先や近隣の観光情報等を「記事」という
形で掲載するシステムである。また, elemapblogは
TraclEackの機能を有している。TrackBaCkとは，他の
記事にその記事を話題にした記事のリンク先と概要を
通知する機能，またその通知形式をさだめた枠組みで
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＞ システム運用サーバの負荷状況

●投稿された記事データ（全体の利用特性）

＞ システム利用者属性（個人・法人等）

＞全投稿記事数

＞ カテゴリ別投稿記事数

＞全投稿記事被参照数

＞全投稿記事被TrackRack数

＞全投稿記事被コメント数

●地域別利用特性

＞ システム利用者属性（個人・法人等）

＞地域別投稿記事数

＞ カテゴリ別投稿記事数

＞地域別投稿記事被参照数

＞地域別投稿記事被乃ackBack数

＞ 地域別投稿記事被コメント数

これらの評価項目を，利用者に対するアンケートや

サーバのログを解析し収集する。ここで得られる評価

値を順次システムに反映させる。

5．おわりに

本論文では次のような構成で，四万十川流域圏にお

けるコンテンツ管理システムの実証実験について述べ

た｡1章では,本実験の背景について述べた｡2章では，

地域情報化を推進する上で要となる地域住民による情
報共有の特性ついて示し，地域情報とGISとの関連性

について議論した。3章ではFLEMAPおよび, elemap
blogについて述べた。4章では，実証実験の計画につい

て述べた。今後の予定として，本計画に基づいた四万

十川流域圏の地域情報化に向けた活動を行う予定であ
る。

（原稿受付2006年4月10日）

（原稿受理2006年4月30日）

Table.1地域特化型blogカテゴリ案

コンテンッグループ 地域グループ

･梼原町

･津野町

･大野見村

･窪川町

･十和村

･大正町

.四万十市

･土佐清水市

･宿毛市

・大月町

･三原村

･大方町

･佐賀町

（順不同）

･特産物

･食事

･観光

･文化

･産業

･買物

ユーザーグループ移動体グループ

･自動車

･汽車

・タクシー

･自転車，徒歩

･地元住民

･県内観光客

･県外観光客

･法人

地域同士の関連性を発見することが可能となる。

clemapblogを様々な利用者が用いることにより，シ

ステム内には膨大なデータが蓄積されることになる。

このデータを総合的に管理し分析する仕組みを設ける。
観光情報が多く公開されている地域と，文化情報が多
く公開されている地域では，それぞれの特徴に差が生

まれ，流域圏における様々な角度からの地理的な切取

りを行うことが可能となる。地理的な切取りとは，あ
る条件に従って，その条件に合致する地域のみを明ら

かにすることである。これにより，それぞれの地域で

の特性が明らかとなった上で，互いにコンテンツを補
完し合うことで地域の情報化を促進できると考えられ
る。

42システム運用

clemapblogをより効果的に運用するためには，多く

の利用者が継続的に様々な情報を公開していく必要が
ある。情報の古さは利用者離れに伴うサービスの衰退
を招く恐れがある。地域情報化を継続的に推進するた

めには，システムの運用および改良するプロバイダと，
システムへのフィードバックを行うテスタ，そしてシ

ステムを利用し，記事を公開するユーザの三者で協力
体制を構築する必要がある。

プロバイダは高知工科大学のELEMAP開発スタッフ
が中心に担う。テスタおよびユーザは四万十川流域圏
の地域活動を行っている住民らを想定している。また，
「四万十かいどう」推進協議会らとの協力体制の下，
四万十かいどうが策定している， 「花かいどう」プラ

ンを紹介することで，より魅力的な地域情報を発信す
ることができると考えられる。
4．3評価

本システムを「elemapblog｣ , 「投稿された記事デ
ータ」 ， 「地域別利用特性」の3項目に関して半年毎
に評価を行う。評価項目案は以下の通りである。
●elemapblog

＞ システムの使いやすさ

＞ システムのカテゴリ

＞ システムの利用率
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虚

｢ここまでわかったアユの本」を読んで

(高橋勇夫･東健作著､築地害館､2006年2月発行）

高知県水産試験場松浦秀俊

私は探し物をするのが苦手である。たとえば、いつもある場所に置いているはずのハサミがないときなど、家

族を総動員して家中を探し回るが、見つかるのはたいていは本来ある場所のすぐそばの見落としがちな場所であ

る。何ですぐそばにあるのに気づかなかったかといつも思うのだが、そこにあたりまえにあるはずだという思い

込みが邪魔をして視界を曇らせているのだろう。もちろん、それを見つけるのは私以外の者であるが・ ・ ・

こうしてみるとアユ釣り師や漁業関係者（もしかしたら研究者もそうかもしれないが）というのは総じて探し

物をするのが苦手なようである。すぐそばに「アユを増やすこと」という血眼になって探し求めている探し物が

あるのになかなか気づこうとしない。

そんなことを考えながら、高橋さんと東さんが書かれた「ここまでわかったアユの本」を読ませてもらうと、

お二人とも、研究者であるとともに本来探し物をするのが苦手なはずのアユ釣り師であるにもかかわらず、その

「アユを増やすこと」という探し物を見事に見つけ出していることに、素直に驚くとともに賞賛の言葉を贈りた

い。その苦手な探し物を見つけ出すことができたのは、ひとえにアユという魚の棲んでいる可能性のあるフィー

ルドをありとあらゆる角度からしらみつぶしに調べ上げたからということに尽きるであろう。そこまで調べ上げ

れば、探し物もおのずとその姿を現さざる得まい。

私もある時期、川に潜ってアユの調査のまね事を試みたことがあるが、目の前に繰り広げられるアユの様々な

行動や川の姿を細大もらさず、科学的に、しかも多くの人に分かりやすく伝えることがいかに困難なことである

か。しかしそのことを誰かがやっていかないと、アユや川の問題を多くの関係者と意識を共有しながら解決して

いくことはできないはずである。

高橋さんが「おわりに」で書いているように、アユ資源を維持するために、研究や行政の経饗等今まで膨大な

社会的投資がなされてきたにもかかわらず、その投資によって得られた情報が、実際に川の現場でアユと向き合

っている漁協関係者や釣り人にはほとんど伝わらず、いわば私たちはてんでばらばらに探し物をしてきたようだ。

そのことは、膨大な社会的投資をしてきた側の私たち関係者は大いに反省しなければなるまい。

そういう意味でも、この「アユの本」は、現場に情報を届けようというお二人の熱い思いが伝わってくる好著

である。願わくは、アユに関わる人たちばかりでなく、アユに直接関わりのない多くの人たちにもこの本を手に

とってもらい、 「アユを増やすこと」のすぐそばに、誰もが皆探し求めている｢幸せの形｣があることを読み取って

いただければ、著者たちにとっても、そしてもちろん私たちアユに関わる者にとっても望外の喜びであろう。

幻守雫蓉仏
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'四万十・流域圏学会会則’

第1章総則
（名称）

第1条本会は、四万十・流域圏学会(JapanSocietyofShimantoPolicyand
hegatedRiverBasinManagement) と称する。

（目的）

第2条本会は、四万十川及び全国の流域圏を対象に、総合的・学際的調査研究及び学民
産官連携による実践的取り組みを展開し、もって流域圏を単位とした自然重視の
学際的な地域文化づくりの横断的な推進に資することを目的とする。

（事務局）
第3条本会は、事務局を当分の間、高知工科大学社会システムエ学科村上研究室に置

く。

（事業）

第4条
（1）
（2）

（3）

（4）

本会は、第2条の目的を達成するために次の事業を行う。
講演会、研究発表会等の開催。
学会誌、ニューズレター及びその他の刊行物の発行。
四万十川流域における先駆モデル研究。
四万十川流域と他流域との交流及び住民団体・研究者など多様な主体の交流を
通じたネットワークづくり
前各号のほか、本会の目的を達成するために必要な事業(5）

第2章会員に関する事項
（会員）
第5条 本会の会員は四万-'-.流域圏学に関心を持ち、本会の趣旨に賛同するものとし、
正会員、学生会員、団体会員及び準会員をもって構成する。その他の会員につい
ては、理事会で決定する。
正会員会費年額5,000円を納める者。
学生会員大学学部学生・大学院学生・研究生で会費年額2,500円を納める者。
賛助会員企業・団体で賛助会費（年額30,000円以上）を納める者。
準会員（ジュニア会員） 小学生・中学生・高校生。会費は徴収しない。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

く
く
Ｉ
く

（会員の権利）
第6条正会員は、以下の権利を有する。なお、理事会の承認によって、学生会員、賛助

会員及び準会員にも権利を付与することができる。
（1）調査研究成果を学会誌その他の刊行物または研究発表会において発表すること。
（2）本会が主催する研究発表会、講演会及び総会等に参加すること。
（3）本会の定期刊行物の無料配布を受けること。

（会費）
第7条会員は、第5条に定める年会費を前納しなければならない。
2既納の会費は、いかなる理由があっても返還しない。

（会員の入会）
第8条会員になろうとするものは、入会申込書を提出し、理事会の承認を受けなければ

ならない。

（会員の退会）
第9条退会しようとするものは、退会届を提出しなければならない。この場合、未納の

の会費があるときは、完納しなければならない。
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2理事会は、長期にわたって連絡のとれない会員を退会させることができる。

第3章組織に関する事項
（役員）
第10条
（1）
（2）

本会には次の役員を置く。
理事25名以内、 うち会長1名、副会長3名以内とする。
監事2名。

（役員の選任）

第11条理事及び監事は正会員の互選により、総会で決定する。
2会長は、理事のうちから互選する。
3副会長は、理事のうちから会長が指名する。
4理事及び監事は、相互に兼ねることができない。

（役員の任期）

第12条役員の任期は2年とし、再任を妨げない。
2役員は任期満了となっても、後任者への事務引継ぎを終了するまでその職務を
行う。

第13条役員に欠員の生じたときは、後任を選任する。ただし、理事会でその必要がな
いと認めたときは、この限りでない。
2補選された者の任期は、前任者の残任期間とする。

（役員の任務）
第14条役員の任務は次のとおりとする。
（1）会長は、会務を総括し、本会を代表する。
（2）副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。
（3）理事は、理事会を構成し、本会の運営に関する重要事項を審議する。
（4）監事は、本会の会計を監査する。

（総会）

第15条総会は正会員をもって構成し、本会の最高決議機関として会の意志と方針を決
定する。

（総会の開催）

第16条通常総会は、毎年1回開催する。
第17条臨時総会は次の場合に開催する。
（1）会長又は理事会が必要と認めたとき

（2）正会員の3分の1以上の者から請求があったとき
第18条総会は、会長が招集し、議長となる。
第19条総会の招集については、開催の2週間前までに、日時、場所及び会議に付議す

べき事項を適当な方法によって会員に通知しなければならない。
第20条総会は、正会員の5分の1以上の出席がなければ成立しない。ただし総会に出
席できない正会員で、第19条によって通知された事項の議決を他の出席会員
に委任した者及び書面によって議決に参加した者は出席者とみなす。

（総会の議決）

第21条総会の議決は出席者の過半数の同意による。可否同数のときは、議長の決する
ところによる。

第22条総会では、次の事項を議決する。
（’）前年度の事業報告及び収支決算
（2）当該年度の事業計画及び予算案
（3）その他理事会が必要と認めた事項

(理事会）
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第23条
2

理事会は、必要に応じて会長が招集する。
会長は、理事の過半数から請求があったときは、理事会を招集しなければなら
ない。

理事会の議決は、出席者の過半数の同意をもって決定する。可否同数のときは、
会長の決するところによる。
本会の運営を円滑に行うため、理事の中から代表幹事を選任し、幹事会を開く
ことができる。

3

4

（委員会）

第24条本会は、必要に応じ委員会を組織することができる。委員会の規約は、別に定
める。

2各委員会は、理事会に委員会の活動状況について適宜報告し、また、本会の運
営上特に必要であるとして理事会から諮問された事項について、答申しなけれ
ばならない。

3会長は、理事会の推薦を受け理事の中から委員長を任命する。
4会長は、理事会の推薦を受け正会員の中から若干名を委員に任命する。

（支部及び部会）

第25条本会は、必要に応じ支部及び部会を置くことができる。
2支部及び部会の設置及び組織については、別に定める。

第4章会計に関する事項
（会計）

第26条本会の経費は、会費・助成金及び寄附金その他の収入をもってあてる。
第27条本会に、一般会計のほか必要に応じて特別会計または基金をおくことができる。第
第28条本会の会計年度は、 5月1日から翌年4月30日までとする。

第5章会則の変更及び解散
（会則の改正）
第29条この会則は、総会出席者（委任状及び書面による参加を含む）の3分の2以上

の同意を得なければ、改正できない。

（会の解散）
第30条本会は、総会出席者（委任状及び書面による参加を含む）の3分の2以上の同

意がなければ、解散することができない。

第6章その他の事項
（雑則）
第31条この会則に定めるもののほか、学会の運営に関し必要な事項は理事会の議決を

経て別に定める。

附則
1 この会則は、平成13年2月8日から施行する。
2本会の設立初年度の会計年度は、第28条の規定にかかわらず設立の日より平成14
年4月30日までとする。

郵Y感提琴01670-7=373I四万ナ・流域野学会湊たば、銀行口座四醗
行下効克唇壽澤遁演金0387m9四万ナ・流な栂学会会計福永奏久
左瀕J,1.･ 漬攻善な発行し'たしませんのでﾐ振込みの掻之を深存して下さしら

会聲臓先
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四万十・流域圏学会役員リスト

（平成17年5月）

会長

|県内 ’
県内環境化学

| 今井嘉彦 ’
今井嘉彦 高知大学名誉教授

副会長
県外土木工学(鋤土木技術研究センター審議役

高知県歴史民俗資料館館長

西日本科学技術研究所所長

宇多高明

県内民俗学坂本正夫

県内inIJII工学福留脩文

監事
1

1

県内’
|

｜

’

環墹上学北條正司 高知大学理学部教授

環境科学 県内高知県環境研究センター総合環寛禾辰邑岡和昭

理事

|県外 ’県外社会システム池田誠 東洋大学国際地域学部教授

I

県内石川妙子 水生生物研究家 生物学

防災工学 県内大年邦雄 高知大学農学部教授

島谷幸宏 九州大学工学部地球環境工学科教授 土木工学 県外

陶山正憲 ｜ 静岡大学名誉教授 森林環境工学 県外

西内燦夫 NPO四万十川流域住民ネットワーク・代表 流域圏学 県内

高知女子大学文化学部助教授橋尾直和 言語学・方言学 県内

大宮健吉 高知県立室戸高校校長 社会学 県内

福田善乙 高知短期大学教授 経済学 県内

福永秦久 西日本科学技術研究所取締役 環境化学 県内

福元康文 高知大学農学部教授 蔬菜園芸学 県内

松田誠祐 高知大学名誉教授 水文学・河川工学 県内

松本聰 秋田県立大学生物資源科学部教授 応用生命科学 県外

宮崎利博 高知県理事 nj11 ･防災工学 恥
厭村上雅博 ｜ 高知工科大学社会システムエ学科教授 水資源・河II工学

山崎慎一 高知工業高等専門学校建設システムエ学科助教授 衛生工学 県内

山下正寿 牡）四万十楽舎楽長 社会学 県内

依光良三 高知大学名誉教授 森林政策・山村経済 県内
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委員
今
云

総務委員会 委員長

委員

特任

村上雅博

各委員長＋代表幹事

高知県文化環境部四万十川流域振興室

（理事会担当補佐）

企画・研究調整委員会 委員長大宮健吉

財務委員会 委員長福永秦久

出版編集委員会 委員長橋尾直和

水生生物研究家

NPO四万十川流域住民ネットワーク

高知女子大学・文化学部

高知大学・農学部

高知工科大学・社会システムエ学科

高知工業高等専門学校・建設システー建設システム

代表幹事 石川妙子

西内燦夫

橘尾直和

福元康文

村上雅博

山崎慎一 エ学科
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四万十｡流域圏学
今
云

’員募集の御案内
今
云

四万十川及び全国の流域圏を対象に､総合的･学際的調査研究と学民産官連携による実践的な取り
組みを展開する｢四万十・流域圏学会｣OapanSocietyofShmantoPolicyandlntegratedRiverManag
ement)が平成13年2月8日に設立されました。
毎年､高知の味自慢の一つである初鰹を御賞味いただけるベストシーズンの､5月末に総会･研究発表
会と四万十川の現地見学会を予定し､2005年5月に第五回総会を終え､四万十・流域圏学会誌も第4巻2
号まで刊行することができました｡全国の流域圏と流域ネットワークをつくる方向で､四万十川から､士佐、
全国､そして世界をみつめて､流域圏をキーワードに新しい学会の活動にふるって御参加下さい。

○学会の基本理念

1)横断的･学際的な研究､現場に根ざした実践的な研究､住民と連携した取り組み(学民産官連携活動）
を重視する。

2)地域の学問から全国の横断的な流域圏のネットワークづくりと世界(国際交流･国際協力)へ向けての

情報発信を行い､実際問題への適用をはかるために､学･官・民の研究者･技術者･地球市民との交
流を促進する。

3)次世代への展開(サスティナブル･シマント)と次世代をになう人材(若手を含む)の育成を重視する。

お問い合せ先

学会事務局本部:高知工科大学社会システムエ学科村上研究室

〒782-8502高知県香美郡土佐山田町宮の口185

TEL:0887-57-2418,FAX:0887-57-24201,E-mail murkami.masahiro@kochi-tech.ac.jp

理事会担当事務局:高知県文化環境政策課四万十川流域振興室（高宮）

TEL:088-823-9795,FAX:088-823-9296,E-mail:masami=takamiya@ken2.prefkochi.jp

P.S.

四万十｡流域圏学会会則抜粋
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2章会員に関する事項
(会員）

第5条本会の会員は四万十・流域圏学に関心を持ち､本会の趣旨に賛同するものとし､正会員､学生会

員､団体会員及び準会員をもって構成する｡その他の会員については､理事会で決定する。

(1)正会員会費年額5,000円を納める者。
(2)学生会員大学学部学生･大学院学生･研究生で会費年額2,500円を納める者。

(3)賛助会員企業･団体で賛助会費(年額30,000円以上)を納める者。

(4)準会員(ジュニア会員）小学生･中学生･高校生｡会費は徴収しない。

会聲振込先.・

郵涯振毒α6"－7謬窓Z四万ｰ,硫彦栂学会麦たは銀行口座四国銀行戸兎Z支苫雪通涜金α形7

〃9四万ナ･流蛎学会会計福永秦久

お腰’1．．顔攻善な発行し)たしませんので､振Zみの差之を深存してアさ乢
且且具且去是皇呈呈丑是呈臭会芸去岳岳島呈呈ﾆ要斗呂妾易瞑G＝0二,一・.士生生韮圭坐Qし土生生生生生土圭士土圭韮主士韮QZP生些-些些､し主÷呈且且呂呂 皇 呂且且二皇且且呈皇且且是呈呈呈土且些二』夕
■ ● ■ －0－マ0－ｰ0勺－0写ワローマ0コマ0ママ』マワ0ママ』ロー』でF6， ■ ■ ■ g ● ｡ ﾛ ■ ■ q ■ ｡ 巳 ■ ● ■－0=ﾏ0ﾏﾏ6-0ﾏﾏ0ー＊ﾛ－4－0－4－0=存0ママ0マー0-0-0~戸8－一,一4－0－0－~0~‐0-0-0ﾏ▼､－0－0－0ー~0マー0ﾏﾏ0=ﾏO旬FO-dﾏﾜ0ﾏﾏﾛﾏﾏ0－－0マー0勺=4ー~4=~0－~0ﾏﾏ0-4

会費の使われ方：

正会員･学生会員の会費は学会誌･ニューズレター･お知らせ等の印刷･郵送費等に､賛助会員の会費

は小･中･高校生を対象としたユース(ジュニア)セッションの次世代人材育成プロジェクト活動資金に割り

当てられています。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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’宛先: FaxO887-57-2420E-man:murakami.masahiro@kochi-tech.ac.jp

今
云 申込書入

四万十．流域圏学会･会長様

平成 年 月 日

氏名

住所

連絡先住所（ 自宅 ・ 勤務先）
－

T

Tもl: Fax

E-mail

会員種別＊ 正会員 ・ 学生会員 ・ 賛助会員 ・ 準会員

勤務先又は職業

生年月日 年月 日専門分野

*会員種別については、該当するものを○で囲んで下さい。

備考覧

’

’
｜

’
受付承認： 平成 年 月 日
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見本

’［四万十・流域圏学会誌第??巻第？号???-??? 200?]

〈論文（原碧＞ ’
k辺マージン

右マージン
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るド↓プラ一式超音波流速小規模河川の流量観測におけ
センサーの簡易適用法

｜ およそ6mm l
田正則＊ 村上敏文＊

「落豆~雨。

’幸
ロ
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’’
↓

ASimpleApplicationofaVelocitySensorbasedontheDopplerEfWectofUltrasonicSOund

＊
Natio

、 Ahv
discussed.Cross-sectionallyaveragedsEeamvelocitywasestimated丘omvelocitymeasuredbythesensor. Then,
dischargedataincludmgstonnrunoHwercObtainedsafblyandaccuratelyjbythewayofmultiplymgthecross-sectionally
avcragedsireamvelocitybycross-sectionalareaofflowestimatediomwaterlevel.
Inaddition,thehydrometryusmgthesensorwasrevealedtohaveadvantagesasmllows:
1)settlementofthesensormariverisauthorizedeasily,

2)costspentonequipmentandthescttlementislow,

員
員
員
。
『

戸
員
賃
。
一

3)丘equcntandautomaticmeasurementisavailablc.
Fromaboveresults, thehydrometryusmgthesensorisconcludedtobeworthutilizingfbralong-tennmomtoring
systemtoevaluatedisChargeandpollutionloadiomsmdl-scaleriverlocatedonagriculturalwatcrshedmhillyand

mountainous雲ﾂｯｨﾑズポｰﾙド, 'p' | | -行あける ’
■

Keywords:ulix･asonicsoundwaVe,theDopplereHect,agiculturalwatershed,streamvelocity,stonnmnoH

禮壼鰐る。
本文1行24字, 1ぺｰジ勢行く書式:段落.行悶;固定値(,3pi)| | およそUmml

処理法などについて検討を行っ
1 ．はじめにく計ゴチック 9pt. 2行どりの中央’

2．観測地点の概要と調査方法
河川流堂の実測データの取得は，農業集水域から発

生する環境汚濁負荷量などを算定する際に欠かせない 2， 観測地点の概要一一|ゴﾁｯｸ'四字下げる｜
要素となっている1,2)。しかし，流堂せき法3)や流速計 今回観測を行ったのは，高知県四万十川流域内の農

による手計測1点法4)など従来からの方法を用いた場 業集水域（集水面積814ha, 1993～1996年の平均年間

合，高額の工事経費や河川管理者からの設置許可が必 降水量2874mm)を流れるY川の末端部である。その

要なこと （前者） ，あるいは観測者の現地不在による 河道幅は11m,河床最深部から川岸までの高さは左岸，

データの断片性や観測者が洪水に巻き込まれる危険性 右岸とも3mである。観測地点の選定は，流路が上・下

があること（後者）などの理由から，連続的な流量デ 冒 流側とも100m程度にわたって直線的であること,大き
－タを任意河川で簡易に得ることは必ずしも容易では 曾 な岩礫による狭窄や屈曲が存在しないこと，河床勾配

なかった。このことは，河川管理者等による定期観測 の急激な変化が認められないことなどを条件に行った。

体制を持たない川幅10m程度の小規模河川（中山間農 流れの特徴としては,右岸側に幅約2mの砂礫堆があ

業集水域に多い）においてとりわけ大きな課題であつ るため流心が河道中央よりやや左岸側に位置すること

たように思われる。 （平水時）や，観測地点の下流約100m地点で合流する

以上のことから，本センサーがもつ特質を活かすこ H川の水位上昇の影響をうけて, Y川の水はけがやや

とにより，従来法が抱える問題点のいくつかを克服で 滞る傾向がみられること（洪水時）などがある。なお

きる可能性が考えられた。そこで本研究では， 自動採 本報では，豪雨による流量の増加が見込まれる2000年
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5月から同年10月にかけての6ヶ月間を中心にデータ

の整理を行った。

2．2河道横断面形状の測量

水装置などとの一体的運用が可能で，入手および取り

扱いが容易な上記センサーを例にとり，現地河川への

設置方法や流量観測法，得られたデータの特徴とその

q斗明朝,8nt. |＊近畿中国四国農業研究センター傾斜鋤茎織部〒765-0053香川県善通寺市生野町2575
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上下マージン23mm

左右マージン 17mm

／膣…" ，"鋤’
それぞれの区分i (jは区分点番号を示す）の幅的，

その中点の水深ル,，およびルノ測線上の深さ方向平均流

〃を記録した2000年8月1日12:00の脇',",およ

5．おわりに

以上， ドップラー式超音波流速センサーによる河川流
量測定法の概要を，現地河川への適用事例をもとに述べ
た｡数百ha規模の集水面積をもつ川幅10m程度の小規模
河川を考えた場合，センサー法を用いれば，現地への設
置手続きが容易になり，設備経費が安く済むうえ（今回
使用したAVM750型の場合，一式約90万円) ,従来法で
は困難なことが多かった洪水時観測が安全・確実に行え
るようになる。さらに今後は，センサーをつなぐチェー
ンの張り方を変えてゴミの付着を防いだり，流水の横断
面方向に複数のセンサーを配置することなどにより，欠
測が少なく，精度の高い流量モニタリングが可能になる
と予想される。これらのことは，小規模河川が多く分布．
する農業集水域において，汚濁負荷量の発生メカニズム
やその変動特性などを把握するうえで大きな威力を発揮
することになるだろう。今後は，本報で紹介したセンサ
ー法が河川の水質管理や流域環境保全などの方面で広く
活用されることを期待し，センサー法の精度向上や運用
方法の改善に向け検討を進めていく予定である。

速点の流速〃(下付き添字pは手計測の意)を測定
した。また，このときの流水横断面積'4pと断面平均流

速〃(流水横断面内流速分布の平均値，上付き添字"’
は断面平均の意）は，次式により求めた。

〃

Fig.4は，手計測法による10回の観測のうち最大の
10回の"の横断面分布をみると(Fig.5),¥'の最大値が，
6月6日を除くすべての日時でセンサー設置位置(水平距離
9m)を挟む±1mの範囲内に収まっていることがわかる。こ

れらのことから,河床最深部を目途に定めたセンサー設置位

置が，脇の測定位置として妥当なものであったことが確認
できる。

このように本観測地点では,河床最深部と深さ方向平均流
速の最大位置がほぼ一致していたため,センサーの位置決め
は容易であったが,通常は両者が一致しないことが多いと思
われる。

そのようなときには,河床最深部と深さ方向平均流速の最大
位置ができるだけ近い場所を選んだ上で,河床最深部を優先
してセンサーを設置すべきと考える。その理由は,センサー
が最大流速位置から多少ずれても既とげの関係把握はあ
る程度可能と考えられるのに対し（後述） ，センサーが河床
最深部からはずれてしまうと,低水時のH捌定が不可能に
なるからである。

3．3センサー法による水位，流水横断面積，流速，およ
び流量の測定結果

Fig.6(a),(b),(c)に，水位，流水横断面積，センサー設置
位置流速のそれぞれに関する手計測法全10回の測定値と，

謝辞ー

ご指導をいただいた中央

介氏，森林総合研究所の；
本研究を実施するにあたり，ご指導をいたたいた甲央

農業総合研究センターの藤原伸介氏，森林総合研究所の；
吉永秀一郎氏ならびに関係各位，現地調査でご支援をい
ただいた高知県土木事務所と自治体関係の皆様，畜産草
地研究所の山本博氏， （株)日科機バイオスの竹田敏之
氏， （株)日進機械の高橋好弘氏に深く感謝の意を表しま
す。なお本研究は，環境省公害防止研究の一環として行．
われたことを付記する。

（原稿受付200?年??月??日）
（原稿受理200?年??月??日）

引用文献

1）黒田久雄（1997）非潅祇期農業地区からのNO3-N日流出負荷
量の検討一流出負荷予測タンクモデルに関する研究（Ⅱ）－，
農土論集， 189, 51-58.

2）中曽根英雄，黒田久雄，茂木真司(1997)水田潅概がなされ
ている小集水域のL－Q式の問題点と期別区分による改善，
農土論集, 190, 71-76.

3)石原藤次郎,森忠次(1965)新版測斌学応用編,pp.251-310,
丸善，東京．

4)KurajiKandKowitP(2000)Hydro-meteorologicalresearch
anditsapplicationtowatershedmanagementforsolving
localconflictoverwaterinMaeTiawatershed, Northern
Thailand. Proceedings of the FreshPerspectives on

HydrologyandWaterResourcesinSoutheastAsiaandthe
Pacific, Christchurch, NewZealand, pp. 189-196

’’
0.8

VSm=0.344VS･10.121VS2

６
４
２

０
０
０

（
↑
‐
の
。
Ｅ
）
Ｅ
の
ン
・
Ｅ
ｑ
ン
・
言
。
ｏ
一
の
二

画
の
ロ
画
』
の
ン
⑩
ご
忘
匡
ｇ
ち
の
り
の
の
○
』
○

「0.0 一

0．5 1．0 1.5

"1sorにImty,Vs(m･g')

0.0

mg7ReladoIElmbctwcalscnsorvdmiW"cxosssecdα過ny
avaag"VdociWdaiV迅丘omnmmlalmmsuremmtO,
alnxegI霞simlcurveofqms-=dmanyavaagmvd"iWas
anlnctim1ofthez1sorvelmily(-)

－75－

ゴチック，，pt．

図表は上段か下段につける



編集後記

第5巻第2号が，やっと発刊の運びとなりました。今号は， 「特集：文化環境（焼畑・

四万十かいどう） 」の内容となっております。

巻頭には，昨年7月に旧池川町ツボイにおいて， 「焼畑による山おこしの会」が焼畑農

業を復活させた取り組みについて， メンバーの方に執筆していただいた解説を掲載してお

ります。

これは，第6回学術発表会の企画セッションの内容となっています。

第1部は， 「文化環境一焼畑と流域圏の暮らし一」と題して，各メンバーによるそれぞ

れの専門の立場からのアプローチの内容となっております。第2部は，Ⅱ正顧問の瀬戸口

氏による「四万十かいどう」の取り組み，本学会に設置された「四万十活性化小委員会」

の活動内容について解説となっています。どちらも， 自然科学系と人文科学系とがオーバ

ーラップした，まさに「文化環境」と「流域圏」の問題に関する内容となっています。

論文は，自然科学系のものを3点掲載しました。 「ユスリカ類の役割と効果｣に関する論考，

アジアモンスーン地域･沖積平野の地下水利用と保全政策の比較,石鎚水系の環境問題(英

文）の内容，解説論文は，四万十川流域におけるコンテンツ管理システムの実証実験に関

する内容となっています。

第6回学術研究発表会は，初の小学校・中学校・高等学校の皆さんが， 日頃の流域圏の

環境問題に対する取り組みを発表して下さいました。その内容は，概要集のみの掲載とな

りましたが，活発な発表と討議をしていただけたと思います。今後も，企画セッション・

一般セッションにみならず，ユースセッション・ポスターセッションともに充実した学会

発表の環境を提供できるよう，大会実行委員会も努力して参りたいと思います。

（橋尾直和）
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